
      

  1.　平成18年11月25日（土） 

　　       PM   2:00～4:00    

 　講師　　楠　洋子氏（高 15 回）     

 　演題　「がんの診断治療最前線」 

　　―治る肺がんの見つけ方、治し方― 

　会場　 薬業年金会館 

  2.　平成19年 2月24日（土） 

　　       PM   2:00～4:00    

 　講師　 中村佳世子氏（高 31 回）     

 　演題　「音楽の時間 

                   （唱歌等の名曲を歌う）」 

   　会場　薬業年金会館 

セミナーは清友会会員以外の方も参加でき 
ますので、お誘いあわせのうえ多数ご参加 
下さい。 

　　※会場地図は7頁をご覧下さい。 

新 年 互 礼 会 総会・懇親会 第25回 公 開 セ ミ ナ ー 

会場　ホテルグランヴィア大阪 

会費　 10,000円    
 

 

 

申込締切り 

　  平成18年12月22日（金） 

申込先 

　　　―清友会事務局― 
      毎週火・金　10：00～16：00 
       TEL・FAX 06・6768・4159

清友会行事案内 
理事長挨拶・東京支部だより 
校長・教頭ご挨拶・東海支部だより 
在校生活動報告・先生方の人事異動 
社団法人　清友会　総会報告 
同窓　清友会　総会報告 
会費納入状況 

公開セミナーの案内 
前年度講演要旨 
回生だより 
集う・楽しむ…文化講座 
平成18年度役員・評議員・回生代表紹介 
事務局だより 
フェスタ清友案内 

平成19年1月28日（日） 

PM　0:30～3:00

新しい年のはじめを 

お祝いいたしましょう。 

皆様お誘い合わせてご参加下さい。 

 

　1.　    予 算 総 会  

        平成19年4月21日（土） 

                 PM　1：30～3：00 

　 会場　 清水谷高校「済美館」3階 

　2.    決算総会と懇親会 

        平成19年6月23日（土） 

                 PM　0：30～3：00 

　　　　総会後、懇親会を行います。 

　 会場　　三井アーバンホテル　大阪ベイタワー 

　 会費　　6,000円 

　 申込先　各回生代表または清友会事務局 

　 締切り　平成19年4月末 

　　　※会場地図は7頁をご覧下さい。 
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平成18年10月1日 （2） 府立清水谷高女・高校同窓会会報 

東
京
支
部
だ
よ
り 

同
窓
清
友
会
　
 

　
　
　
発
足
後
の
一
年
 

理
事
長
　
 

　
原

　

二

郎

 

　
　
　
　
　
（
高
４
回
）
 

　
会
員
の
皆
様
に
は
ご
清
栄
の

こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

日
頃
は
清
友
会
に
種
々
ご
高
配

を
賜
り
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま

す
。
清
水
谷
開
校
105
年
の
本

年
も
母
校
卒
業
生
278
人
を
清

友
会
に
お
迎
え
し
、
ま
た
平
成

17
年
4
月
に
同
窓
清
友
会
の

設
立
お
よ
び
年
会
費
制
の
導
入

が
承
認
さ
れ
て
、
一
年
が
経
過

し
ま
し
た
。
 

　
同
窓
清
友
会
設
立
は
、
政
府

の
「
公
益
法
人
見
直
し
」
に
対

応
す
る
た
め
で
す
が
、
平
成

18
年
春
の
通
常
国
会
に
て
関

連
三
法
案
が
通
過
し
ま
し
た
。

公
益
性
認
定
委
員
会
が
平
成

19
年
に
発
足
し
、
平
成
20
年

か
ら
5
年
間
が
移
行
期
間
で
す

の
で
、
税
制
変
更
な
ど
の
情
報

を
速
や
か
に
入
手
す
る
よ
う
に

努
め
ま
す
。
 

　
初
年
度
の
年
会
費
は
（
〜
平

成
18
年
4
月
末
）
、
住
所
が

判
明
し
て
い
る
正
会
員
1
万
7

千
人
の
う
ち
2
千
8
百
人
（
17

％
）
か
ら
総
計
620
万
円
の
お
振

込
み
を
項
き
ま
し
た
（
10
頁
参

照
）
。
回
生
に
よ
り
納
入
率
に

差
が
あ
り
ま
す
が
、
東
京
支
部
・

東
海
支
部
の
単
位
で
み
れ
ば
30

％
に
達
し
て
お
り
ま
す
。
複
数

年
の
年
会
費
を
納
入
さ
れ
た
方

も
あ
り
（
振
込
者
の
3
％
）
、

皆
様
の
ご
協
力
に
感
謝
い
た
し

ま
す
。
こ
れ
を
基
に
「
フ
ェ
ス

タ
清
友
」
を
始
め
と
し
た
会
員

親
睦
や
母
校
へ
の
援
助
な
ど
、

有
益
な
同
窓
会
活
動
を
拡
大
し

て
参
る
所
存
で
す
。
 

　
例
年
6
月
の
清
友
会
総
会
・

懇
親
会
は
30
年
間
に
亘
り
、
交

通
の
便
の
良
い
梅
田
の
ホ
テ
ル

地
下
レ
ス
ト
ラ
ン
に
て
主
に
開

催
さ
れ
て
来
ま
し
た
。
し
か
し
、

待
機
場
所
や
室
内
構
造
な
ど
の

面
で
ご
参
加
の
会
員
に
ご
迷
惑

を
掛
け
る
こ
と
が
あ
り
、
本
年

は
三
井
ア
ー
バ
ン
ホ
テ
ル
大
阪

ベ
イ
タ
ワ
ー
（
弁
天
町
）
に
会

場
を
変
更
し
ま
し
た
。
不
慣
れ

な
場
所
に
拘
わ
ら
ず
従
来
ど
お

り
300
人
を
超
え
る
ご
参
会
を

賜
り
、
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。
懇
親
会
で
は
、
合

唱
コ
ン
ク
ー
ル
入
賞
の
常
連
と

な
り
ま
し
た
母
校
合
唱
部
に
よ

る
昔
懐
か
し
い
文
部
省
唱
歌
の

数
々
、
可
愛
い
セ
ー
ラ
ー
服
姿

に
万
雷
の
拍
手
が
起
こ
り
ま
し

た
。
合
唱
部
は
、
今
夏
京
都
で

行
わ
れ
る
「
全
国
高
等
学
校
総

合
芸
術
文
化
祭
」
に
大
阪
代
表

と
し
て
出
場
い
た
し
ま
す
。
 

　
清
友
会
員
が
青
春
時
代
に
戻

っ
て
母
校
の
グ
ラ
ン
ド
な
ど
で

半
日
を
過
ご
し
、
ク
ラ
ブ
仲
間

や
先
輩
後
輩
の
親
睦
を
深
め
る

た
め
に
計
画
さ
れ
た
「
フ
ェ
ス

タ
清
友
」
が
昨
秋
に
初
め
て
開

催
さ
れ
、
在
校
生
の
ク
ラ
ブ
活

動
の
現
況
を
知
り
テ
ニ
ス
な
ど

に
興
じ
ま
し
た
。
本
年
も
10

月
1
日
（
日
）
に
母
校
の
体
育

館
・
済
美
館
な
ど
で
、
テ
ニ
ス
・

合
唱
・
気
功
・
太
極
拳
な
ど
、

昨
年
よ
り
も
拡
大
充
実
し
て
行

わ
れ
ま
す
の
で
（
20
頁
参

照
）
、
ご
友
人
、
ご
家
族
と
も

ど
も
の
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て

お
り
ま
す
。
 

　
追
記
：
懇
親
会
場
に
お
い
て
、

ご
参
会
の
方
々
か
ら
全
国
大
会

出
場
記
念
と
し
合
唱
部
に
32

万
円
余
の
募
金
を
頂
き
ま
し

た
。
ご
高
配
に
厚
く
お
礼
申
し

上
げ
ま
す
。
 

 

　
昨
年
5
月
よ
り
、
新
し
い
同
窓

会
組
織
「
同
窓
清
友
会
」
の
東
京

支
部
と
し
て
そ
の
運
営
が
ス
タ
ー

ト
し
ま
し
た
。
社
団
法
人
清
友
会

で
は
、
支
部
組
織
の
存
在
を
認
め

て
は
い
る
も
の
の
、
社
団
法
人
と

し
て
の
運
営
制
約
上
、
活
動
体
と

し
て
は
支
部
は
、
同
窓
会
組
織

（
社
）
清
友
会
か
ら
切
り
離
し
た

独
立
任
意
団
体
と
し
て
扱
わ
れ
て

き
ま
し
た
。
東
京
支
部
は
、
す
で

に
半
世
紀
以
上
に
亘
っ
て
長
く
独

自
に
運
営
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
そ

し
て
こ
の
度
発
足
さ
れ
ま
し
た
同

窓
清
友
会
で
は
、
母
校
卒
業
生
が

一
つ
の
同
窓
会
組
織
の
傘
下
で
名

実
と
も
に
一
体
的
な
運
営
が
な
さ

れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。 

　
新
組
織
で
は
、
原
会
長
は
じ
め

幹
事
の
方
々
の
ご
指
導
に
よ
り
、

支
部
に
於
い
て
も
特
段
の
問
題
も

な
く
円
滑
な
運
営
が
出
来
て
お
り

ま
す
。
懸
念
さ
れ
た
、
年
会
費
納

入
の
本
部
直
接
納
付
へ
の
変
更
に

つ
き
ま
し
て
も
、
納
入
率
が
こ
れ

ま
で
と
変
わ
ら
ず
30
％
台
を
確
保

で
き
た
こ
と
に
安
堵
の
気
持
ち
と

と
も
に
深
く
感
謝
し
て
い
る
と
こ

ろ
で
す
。
新
し
く
名
簿
も
全
面
更

新
し
ま
し
て
、
東
京
支
部
会
員
は
、

1
、
2
0
0
名
を
越
え
る
規
模
に

な
っ
て
お
り
ま
す
。 

　
さ
て
、
昨
年
の
東
京
支
部
総
会
は
、

平
成
17
年
10
月
22
日
（
土
）
15

時
よ
り
、
東
京
駅
「
ル
ビ
ー
ホ
ー

ル
」
に
て
、
ご
来
賓
と
し
て
、
同

窓
清
友
会
幹
事
の
伊
藤
恵
美
子
様
、

東
海
支
部
か
ら
副
支
部
長
の
国
原

ま
ち
子
様
、
さ
ら
に
母
校
恩
師
の

岡
竹
茂
先
生
、
萩
原
善
彗
先
生
を

お
招
き
し
盛
大
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

冨
森
盛
史
校
長
先
生
は
、
学
校
関

係
者
の
ご
不
幸
と
重
な
り
ご
出
席

い
た
だ
け
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
ご

丁
寧
な
ご
挨
拶
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
頂

戴
し
ま
し
た
。
伊
藤
様
か
ら
は
、

原
会
長
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
代
読
い

た
だ
い
た
ほ
か
、
本
部
の
そ
の
後

の
動
き
な
ど
ご
報
告
を
頂
き
、
東

海
支
部
副
支
部
長
に
新
し
く
ご
就

任
さ
れ
た
国
原
様
か
ら
、
支
部
相

互
の
今
後
の
更
な
る
交
流
、
発
展

な
ど
力
強
い
ご
挨
拶
を
頂
戴
し
ま

し
た
。 

　
支
部
総
会
議
案
が
了
承
さ
れ
、

総
会
終
了
後
引
き
続
き
和
や
か
な

懇
親
に
入
り
ま
し
た
が
、
途
中
、

岡
竹
、
萩
原
両
先
生
か
ら
は
、
懐

か
し
い
当
時
の
想
い
出
な
ど
を
交

え
た
ご
挨
拶
を
頂
き
、
一
同
そ
の

昔
に
タ
イ
ム
ス
リ
ッ
プ
し
、
母
校

清
水
谷
の
話
題
に
花
が
咲
き
楽
し

い
ひ
と
時
と
な
り
ま
し
た
。 

　
恒
例
の
、
特
別
講
演
は
、
ま
さ

し
く
時
宜
を
得
た
「
税
を
考
え
る
」

と
題
し
て
、
則
枝
征
克
氏
（
高
10

回
）
か
ら
、
国
の
将
来
を
左
右
す

る
税
の
大
事
さ
と
、
私
た
ち
と
の

か
か
わ
り
な
ど
、
と
も
す
れ
ば
敬

遠
し
が
ち
な
お
話
を
、
熱
の
こ
も

っ
た
そ
し
て
、
大
変
分
か
り
や
す

く
解
説
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。 

　
い
つ
も
の
よ
う
に
、
旧
制
、
新

制
の
両
校
歌
を
合
唱
し
、
最
後
に

「
今
日
の
日
は
さ
よ
う
な
ら
」
を

歌
っ
て
第
一
部
を
終
了
し
ま
し
た
。

引
き
続
き
別
室
で
の
茶
話
会
に
は
、

ほ
ぼ
全
員
の
方
々
が
ご
出
席
に
な
り
、

毎
回
お
楽
し
み
で
あ
り
ま
す
会
員

皆
様
方
の
年
次
を
越
え
た
自
由
な

懇
談
と
と
も
に
、
会
は
一
層
盛
り

上
が
り
ま
し
た
。
宴
の
進
行
と
と

も
に
、
い
つ
の
間
に
か
、
懐
か
し

い
フ
ァ
イ
ア
ス
ト
ー
ム
で
歌
っ
た

寮
歌
な
ど
を
有
志
が
口
ず
さ
み
、

本
科
の
先
輩
か
ら
は
女
学
校
時
代

の
「
開
校
記
念
唱
歌
」
が
ご
披
露

さ
れ
ま
し
た
。
時
の
過
ぎ
る
の
を

惜
し
み
な
が
ら
、
お
開
き
と
な
り

ま
し
た
。 

　
本
年
の
東
京
支
部
総
会
は
、
平

成
18
年
10
月
29
日
（
日
曜
日
）

東
京
駅
大
丸
「
ル
ビ
ー
ホ
ー
ル
」

に
て
、
15
時
か
ら
開
催
す
る
予
定

で
す
。
本
年
の
特
別
講
演
に
は
、

高
谷
秀
司
氏
（
高
27
回
：

G
IBSO

N

（
有
名
ギ
タ
ー
メ
ー
カ

ー
）
公
認
ギ
タ
リ
ス
ト
）
か
ら
、

ギ
タ
ー
演
奏
を
お
願
い
し
て
お
り

ま
す
。
高
谷
氏
は
、
現
在
、
数
多

く
の
コ
ン
サ
ー
ト
活
動
を
さ
れ
て

お
ら
れ
ま
す
。
皆
様
、
お
楽
し
み

下
さ
い
。 

　
同
窓
会
活
動
は
、
何
の
た
め
に

す
る
か
…
？
な
ど
の
合
理
的
、
論

理
的
な
問
答
は
さ
て
お
き
、
同
じ

学
び
舎
で
、
青
春
時
代
を
過
ご
し
、

そ
の
後
各
方
面
で
の
成
長
を
果
た

し
た
今
、
当
時
の
え
に
し
が
唯
一

の
つ
な
が
り
で
あ
る
と
い
う
関
連

を
大
事
に
思
い
、
見
知
ら
ぬ
者
同

士
が
互
い
に
懐
か
し
み
、
語
り
合
い
、

新
し
い
発
見
と
明
日
へ
の
エ
ネ
ル

ギ
ー
を
再
認
識
す
る
…
そ
ん
な
つ

な
が
り
…
な
ん
で
し
よ
う
か
。
運

営
す
る
事
務
方
と
し
て
、
こ
の
基

本
は
尊
重
し
て
行
き
た
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。 

　
こ
の
一
年
、
当
番
幹
事
を
務
め

て
い
た
だ
き
ま
し
た
、
高
32
回
の

中
村
知
司
さ
ん
、
宮
尾
宗
央
さ
ん
、

始
関
尚
子
さ
ん
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。
引
き
続
き
、
東
京
支

部
を
よ
ろ
し
く
で
す
。
そ
し
て
、

今
年
の
当
番
幹
事
を
ご
担
当
く
だ

さ
る
、
高
33
回
の
藤
田
正
数
さ
ん
、

池
端
正
明
さ
ん
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く

お
願
い
し
ま
す
。 

　
な
お
、
こ
れ
ま
で
16
年
の
長
き

に
亘
っ
て
、
支
部
長
と
し
て
ご
指

導
く
だ
さ
い
ま
し
た
前
東
京
支
部
長
、

田
中
　
君（
阿
也
）さ
ん（
本
42
回
）

に
は
、昨
年
12
月
に
お
亡
く
な
り
に

な
り
ま
し
た
。
茲
に
、
こ
れ
ま
で

の
ご
恩
に
感
謝
し
、
謹
ん
で
ご
冥

福
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。 

 

同
窓
清
友
会
東
京
支
部 

支
部
長
　
　
中
島
　
汎
仁（
高
10
回
） 

副
支
部
長
　
岡
本
　
和
夫（
高
10
回
） 

　〃
　
　
　
森
　
　
正
行（
高
19
回
） 

　〃
　
　
　
伊
部
千
代
子（
高
19
回
） 

　〃
　
　
　
吉
田
　
　
順（
高
22
回
） 

　〃
　
　
　
久
川
　
和
彦（
高
24
回
） 

　〃
　
　
　
土
生
田
　
修（
高
25
回
） 

　〃
　
　
　
浜
口
　
一
恵（
高
25
回
） 

監
査
役
　
　
河
合
　
良
臣（
高
11
回
） 

　〃
　
　
　
藤
田
　
光
雄（
高
11
回
） 

　〃
　
　
　
繁
田
賢
太
郎（
高
15
回
） 

　
　
　
　
高
10
回
　
中
島
　
汎
仁 
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東
海
支
部
だ
よ
り 

ご
挨
拶
 

校
長
　
 

 

冨

森

盛

史

 
　
清
友
会
会
員
の
皆
様
、
こ
の

春
に
池
島
高
校
か
ら
赴
任
し
て

参
り
ま
し
た
。
私
自
身
五
学
区

の
学
校
は
4
校
目
に
な
り
ま
す

が
、
清
水
谷
に
は
今
ま
で
と
違

っ
た
伝
統
校
特
有
の
歴
史
の
重

さ
と
お
お
ら
か
で
暖
か
い
雰
囲

気
が
感
じ
ら
れ
ま
す
。
6
月
に

行
わ
れ
ま
し
た
清
友
会
総
会
・

懇
親
会
に
お
い
て
も
、
皆
様
の

清
水
谷
へ
の
熱
き
思
い
が
あ
ふ

れ
て
い
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。

特
に
、
母
校
合
唱
部
が
歌
っ
て

く
れ
た
唱
歌
「
ふ
る
さ
と
」
。

ま
さ
に
清
水
谷
高
校
は
皆
様
の

ふ
る
さ
と
な
の
だ
と
痛
感
し
ま

し
た
。
私
も
こ
れ
か
ら
何
年
清

水
谷
に
お
世
話
に
な
る
か
も
し

れ
ま
せ
ん
が
、
お
そ
ら
く
も
っ

と
も
忘
れ
ら
れ
な
い
ふ
る
さ
と

に
な
る
だ
ろ
う
と
予
感
し
て
い

ま
す
。
 

　
さ
て
、
ご
存
じ
か
と
思
い
ま

す
が
、
大
阪
府
の
公
立
高
校
の

学
区
が
来
年
度
か
ら
改
編
さ
れ

ま
す
。
現
在
の
五
学
区
は
六
・

七
学
区
と
併
せ
て
第
三
学
区
に

な
り
ま
す
。
つ
ま
り
来
年
度
か

ら
清
水
谷
高
校
に
は
今
ま
で
の

大
阪
市
内
・
東
大
阪
・
八
尾
・

柏
原
市
以
外
か
ら
も
志
願
者
が

や
っ
て
き
ま
す
。
い
わ
ゆ
る
高

校
受
験
地
図
が
大
き
く
塗
り
替

え
ら
れ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

そ
ん
な
状
況
の
中
で
、
清
水
谷

は
独
自
の
ス
ク
ー
ル
カ
ラ
ー
を

持
ち
、
セ
ー
ル
ス
ポ
イ
ン
ト
も

た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
な
ん
と

言
っ
て
も
、
伝
統
に
基
づ
い
た

落
ち
着
い
た
雰
囲
気
、
元
気
で

さ
わ
や
か
な
学
生
た
ち
、
そ
れ

を
支
え
て
く
だ
さ
る
卒
業
生
の

方
々
が
い
る
こ
と
で
す
。
　
 

　
伝
統
の
上
に
安
穏
と
し
て
変

化
の
な
い
状
態
に
な
る
と
年
老

い
る
と
思
い
ま
す
。
常
に
フ
レ

ッ
シ
ュ
な
状
態
を
保
つ
に
は
、

清
水
谷
高
校
も
変
わ
ら
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
で
し
ょ
う
。
フ
レ

ッ
シ
ュ
、
さ
わ
や
か
な
清
水
谷

の
イ
メ
ー
ジ
を
保
ち
続
け
、
更

に
ア
ピ
ー
ル
す
る
た
め
に
も
、

今
後
と
も
皆
様
の
暖
か
い
ご
理

解
と
ご
支
援
を
賜
り
ま
す
よ
う

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
 

さ
わ
や
か
な
 

　
清
水
谷
の
風
に
吹
か
れ
て
 

教
頭
　
 

 

松

村

　
豊

 

　
社
団
法
人
清
友
会
・
同
窓
清

友
会
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て

は
、
益
々
ご
清
祥
の
こ
と
と
お

慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。
日
頃
よ

り
本
校
生
徒
、
後
輩
の
た
め
に

温
か
い
ご
援
助
を
賜
り
、
厚
く

御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
 

　
本
年
度
の
報
告
を
い
た
し
ま

す
。
4
月
10
日
に
は
第
61
期
生

280
名
が
入
学
、
6
月
2
日
に
は

体
育
祭
を
挙
行
し
ま
し
た
。
 

　
今
春
卒
業
し
ま
し
た
第
58
期

は
、
4
年
制
大
学
に
71
％
が
入

学
し
て
い
ま
す
。
通
学
圏
内
の

大
学
に
進
む
者
が
多
く
、
全
国

に
広
が
る
傾
向
は
み
ら
れ
ま
せ

ん
。
本
人
・
保
護
者
の
意
向
が

反
映
し
て
い
る
と
思
わ
れ
ま
す

が
、
か
つ
て
学
問
の
た
め
に
「
笈

を
背
負
っ
て
都
に
上
る
」
こ
と

が
青
春
時
代
の
憧
れ
で
あ
っ
た

時
代
と
は
異
な
っ
た
様
相
を
示

し
て
い
ま
す
。
 

　
部
活
動
は
益
々
活
発
に
な
っ

て
い
ま
す
。
陸
上
競
技
部
は
こ

の
夏
近
畿
大
会
に
出
場
し
ま
し

た
。
合
唱
部
は
6
月
に
ハ
ン
ガ

リ
ー
の
女
性
合
唱
団
と
合
同
公

演
、
ま
た
来
年
秋
に
は
ド
イ
ツ
・

ハ
ン
ブ
ル
グ
市
の
合
唱
団
と
い

ず
み
ホ
ー
ル
に
お
い
て
、
一
緒

に
舞
台
に
立
つ
予
定
で
す
。
さ

ら
に
20
年
に
は
ド
イ
ツ
を
訪
問

し
、
公
演
を
行
う
と
い
う
大
き

な
計
画
が
進
行
中
で
す
。
今
後

も
日
々
努
力
を
続
け
て
い
ま
す

多
く
の
部
活
動
に
変
わ
ら
ぬ
声

援
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
 

　
と
こ
ろ
で
、
家
庭
科
ク
ラ
ブ

の
自
主
的
研
究
の
成
果
に
よ
り
、

文
部
科
学
大
臣
賞
を
受
賞
し
ま

し
た
。
さ
ら
に
研
究
成
果
が
商

品
化
さ
れ
た
こ
と
が
契
機
と
な

っ
て
新
聞
に
も
掲
載
さ
れ
、
Ｎ

Ｈ
Ｋ
が
取
り
組
み
を
中
継
放
送

し
ま
し
た
。
ま
た
昨
年
度
の
「
情

報
」
授
業
の
作
品
を
応
募
し
た

と
こ
ろ
、
4
名
が
入
賞
、
本
校

が
国
際
教
育
振
興
財
団
か
ら
5

月
に
表
彰
さ
れ
る
栄
誉
も
受
け

て
い
ま
す
。
入
賞
し
た
生
徒
の

作
品
は
Ｈ
Ｐ
に
掲
載
さ
れ
て
い

ま
す
。
 

　
府
民
の
皆
様
を
対
象
と
す
る

開
放
講
座
は
久
し
ぶ
り
に
「
コ

ン
ピ
ュ
ー
タ
講
座
」
を
開
講
し

ま
し
た
。
清
友
会
メ
ン
バ
ー
の

お
世
話
で
順
調
に
進
行
し
て
い

ま
す
。
講
座
「
書
を
楽
し
む
」

と
と
も
に
、
多
く
の
皆
様
に
喜

ん
で
い
た
だ
い
て
い
る
こ
と
を

報
告
し
ま
す
。
 

　
さ
て
、
学
区
改
編
で
本
校
は

新
第
三
学
区
と
な
り
、
来
春
に

は
従
来
よ
り
も
広
い
地
域
か
ら

の
生
徒
を
受
け
入
れ
る
こ
と
に

な
り
、
志
願
状
況
が
ど
う
変
わ

る
か
、
注
目
さ
れ
ま
す
。
本
校

も
各
方
面
に
積
極
的
に
広
報
活

動
を
続
け
て
い
ま
す
。
 

　
今
後
も
清
友
会
の
皆
様
は
じ

め
地
元
の
皆
様
か
ら
一
層
信
頼

さ
れ
、
期
待
さ
れ
る
清
水
谷
高

校
と
し
て
躍
進
を
進
め
て
ま
い

り
ま
す
。
日
頃
の
ご
支
援
に
衷

心
よ
り
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
と

と
も
に
、
今
後
と
も
変
わ
ら
ぬ

ご
支
援
・
ご
配
慮
を
賜
り
ま
す

よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
、
ご
挨

拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
 

　
　
　
高
６
回
　
三
堀
　
　
俶
 

 
　
昨
年
同
窓
清
友
会
東
海
支
部
と

し
て
、
再
出
発
し
て
、
今
年
は
2

年
目
に
な
り
ま
す
。
昨
年
度
の
総

会
で
支
部
規
約
の
策
定
、
新
役
員

の
選
任
、
予
算
を
決
定
し
て
い
た

だ
き
、
一
年
間
新
し
い
体
制
で
順

調
に
滑
り
出
し
て
き
て
お
り
ま
す
。

ま
た
本
部
か
ら
支
部
活
動
費
を
頂

戴
し
て
い
る
た
め
財
政
的
に
は
安

定
し
て
き
て
お
り
ま
す
が
、
会
員

の
状
況
と
し
て
旧
制
女
学
校
出
身

の
会
員
は
年
々
高
齢
化
し
減
少
し

て
き
て
お
り
ま
す
。
一
方
若
い
人

の
参
入
が
殆
ど
な
い
た
め
、
会
員

数
が
年
々
減
少
し
て
き
て
い
る
の

が
悩
み
の
種
で
す
。
た
だ
、
昨
年

度
か
ら
始
ま
っ
た
本
部
で
の
年
会

費
徴
収
制
度
の
発
足
に
よ
り
、
愛

知
、
岐
阜
、
三
重
の
東
海
支
部
エ

リ
ア
で
の
会
員
204
名
中
64
名
の
方

が
会
費
を
納
入
し
て
お

ら
れ
、
そ
の
比
率
は
平

均
よ
り
か
な
り
高
い
比

率
だ
と
お
聞
き
し
大
変

喜
ん
で
お
り
ま
す
。
今

後
と
も
東
海
支
部
と
し

て
も
会
費
納
入
者
が
さ

ら
に
増
加
す
る
よ
う
努

力
し
、
東
海
支
部
会
員

の
発
掘
に
繋
げ
て
い
き

た
い
と
思
っ
て
お
り
ま

す
。
 

　
さ
て
、
今
年
の
総
会

は
、
6
月
25
日
（
日
）

に
昨
年
と
同
じ
名
鉄
グ

ラ
ン
ド
ホ
テ
ル
18
階
の

「
涵
梅
舫
」
に
て
行
い

ま
し
た
。
参
加
者
は
初

め
て
参
加
さ
れ
ま
し
た

8
回
生
の
植
原
様
と
10

回
生
の
足
達
様
を
加
え

て
昨
年
同
様
総
勢
16
名

で
す
。
本
部
か
ら
原
理
事
長
様
、

東
京
か
ら
吉
田
副
理
事
長
様
が
遠

路
は
る
ば
る
お
越
し
下
さ
い
ま
し

た
。
ま
た
、
久
方
ぶ
り
に
森
川
先

生
が
ご
参
加
い
た
だ
き
錦
上
花
を

添
え
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
た
だ
、

旧
制
女
学
校
出
身
の
本
科
生
の
方

は
、
44
年
の
下
坂
様
お
一
人
と
東

海
支
部
始
ま
っ
て
以
来
の
出
来
事

と
な
り
大
変
寂
し
く
な
り
ま
し
た
。

さ
ら
に
悲
し
い
出
来
事
と
し
て
東

海
支
部
創
設
以
来
長
ら
く
ご
参
加

い
た
だ
い
て
お
り
ま
し
た
本
科
36

回
生
の
志
摩
喜
久
子
様
そ
し
て
同

じ
本
科
46
回
生
の
橋
本
美
智
子
様

が
ご
逝
去
さ
れ
ま
し
た
。
全
員
で

黙
祷
を
捧
げ
て
ご
冥
福
を
お
祈
り

申
し
上
げ
ま
し
た
。
 

　
原
理
事
長
様
か
ら
は
、
公
益
法

人
制
度
改
革
の
状
況
、
清
友
会
年

会
費
の
徴
収
状
況
、
昨
日
行
わ
れ

た
本
部
総
会
の
状
況
な
ど
に
つ
い

て
お
話
し
戴
き
ま
し
た
。
ま
た
、

森
川
先
生
か
ら
は
母
校
清
水
谷
の

最
近
の
状
況
、
特
に
合
唱
団
の
活

躍
ぶ
り
、
文
部
科
学
大
臣
賞
受
賞

の
家
庭
科
の
レ
シ
ピ
「
な
に
わ
の

ク
ッ
キ
ー
」
の
お
話
な
ど
興
味
深

い
お
話
を
戴
き
ま
し
た
。
そ
の
あ

と
最
近
皆
様
方
に
徐
々
に
関
心
が

高
ま
っ
て
来
て
お
り
ま
す
「
裁
判

員
制
度
」
に
つ
い
て
私
か
ら
簡
単

に
概
要
を
お
話
し
し
ま
し
た
。
ま

た
、
高
11
回
生
の
西
村
様
は
、
永

年
ヨ
ガ
を
指
導
し
て
お
ら
れ
ま
す

が
、
30
年
を
経
て
た
ど
り
着
い
た

結
果
が
ヨ
ガ
と
の
融
合
「
生
命
の

音
」
と
言
わ
れ
、
「
生
体
共
鳴
セ

ラ
ピ
ー
」
と
名
づ
け
て
お
ら
れ
ま

す
。
癌
も
治
る
と
の
お
話
で
す
。

中
華
料
理
を
美
味
し
く
戴
き
な
が

ら
、
総
会
、
懇
親
会
そ
し
て
さ
ら

に
茶
話
会
と
和
気
藹
々
と
日
曜
日

の
午
後
の
3
時
間
半
を
楽
し
く
過

ご
す
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
一
年

一
回
の
総
会
で
は
あ
り
ま
す
が
、

同
じ
学
び
舎
の
友
と
し
て
気
楽
に

楽
し
く
話
し
合
え
る
こ
と
は
最
高

の
幸
せ
で
す
。
 

　
来
年
は
、
6
月
24
日
（
日
）
同

じ
「
涵
梅
舫
」
で
全
員
が
元
気
で

再
会
を
す
る
こ
と
を
誓
い
合
っ
て

散
会
い
た
し
ま
し
た
。
 



在
校
生
の
活
動
報
告
 

教
頭
　
松

村

　

豊

 

1．2004年度はコンピュータ教育センターから支援を受け
てデジカメを6台購入し、地元の商店街の協力を得て、
「問題解決学習の育成と地域産業の活性化」の授業を
しました。内容は、生徒が商店街へ行き、商店に取材
して、その商店にあったチラシをグループでつくろう
という授業です。作ったチラシを商店主の前で提案と
いう形でプレゼンテーションすることで、情報活用能
力の育成をめざしました。読売新聞を始め、多くの新
聞で紹介されました。 

 

2．2005年度はコンピュータ教育センターから支援を受け
て二足歩行ロボットを3台購入し、希望者と一緒にロボ
ットを組み立てました。ロボットを動かすプログラム
を考え、実際に動かしています。ラジオ体操程度の動
作はできるようになりました。今後、少しずつプログ
ラムを組んで歩けるようなレベルまでいきたいと思っ
ています。 
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学
習
に
ク
ラ
ブ
に
自
治
活
動
に
、

在
校
生
た
ち
も
多
く
の
場
面
で
活

躍
し
て
い
ま
す
。
 

 1．
　ク
ラ
ブ
活
動
の
状
況
 

　
本
年
度
も
運
動
部
に
5
割
、
文

化
部
に
3
割
と
、
計
8
割
以
上
の

生
徒
が
入
部
し
て
お
り
、
放
課
後

は
活
気
に
あ
ふ
れ
て
い
ま
す
。
陸

上
・
サ
ッ
カ
ー
・
男
子
バ
ス
ケ
ッ

ト
ボ
ー
ル
・
女
子
硬
式
テ
ニ
ス
・

硬
式
野
球
・
水
泳
・
女
子
バ
ド
ミ

ン
ト
ン
・
ダ
ン
ス
部
な
ど
、
各
部

30
名
を
超
え
、
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
ア

ン
サ
ン
ブ
ル
・
合
唱
・
男
子
硬
式

テ
ニ
ス
は
各
部
50
名
以
上
の
大
所

帯
で
す
。
団
体
競
技
に
あ
っ
て
は
、

私
学
の
壁
等
に
阻
ま
れ
て
上
位
に

食
い
込
む
に
は
な
か
な
か
厳
し
い

も
の
が
あ
り
ま
す
が
、
ど
の
ク
ラ

ブ
も
よ
く
健
闘
し
て
い
ま
す
。
 

◎
陸
上
競
技
部
 

　
　
　
―
近
畿
大
会
へ
―
 

　
5
月
に
行
わ
れ
た
大
阪
高
等
学

校
陸
上
選
手
権
大
会
（
大
阪
イ
ン

タ
ー
ハ
イ
）
に
お
い
て
、
男
子
400

ｍ
ハ
ー
ド
ル
6
位
・
女
子
400
ｍ
ハ

ー
ド
ル
3
位
と
2
名
入
賞
者
が
出

ま
し
た
。
そ
の
後
、
6
月
の
近
畿

大
会
へ
駒
を
進
め
ま
し
た
が
、
惜

し
く
も
準
決
勝
ま
で
に
終
わ
り
、

全
国
大
会
出
場
の
夢
は
叶
い
ま
せ

ん
で
し
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
37

名
の
部
員
と
と
も
に
大
き
な
夢
に

挑
戦
す
る
こ
と
の
大
切
さ
を
学
び

ま
し
た
。
 

　
ま
た
、
８
月
の
全
国
イ
ン
タ
ー

ハ
イ
に
は
、
選
手
と
し
て
は
参
加

で
き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
表
彰
係

等
多
く
の
補
助
員
と
し
て
の
役
割

を
し
っ
か
り
や
り
ぬ
き
、
清
水
谷

高
校
陸
上
競
技
部
の
存
在
感
を
ア

ピ
ー
ル
で
き
た
と
思
い
ま
す
。
 

◎
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
・
 

　
　
　
　
　
　
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
 

　
こ
の
春
か
ら
、
部
名
を
「
オ
ー

ケ
ス
ト
ラ
・
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
部
」

に
刷
新
し
ま
し
た
。
意
味
は
「
小

編
成
の
管
弦
楽
団
」
と
い
っ
た
と

こ
ろ
で
し
ょ
う
か
。
「
何
を
や
っ
て

い
る
ク
ラ
ブ
だ
か
わ
か
ら
な
い
」と
い

う
外
部
か
ら
の
声
を
受
け
て
の
改

名
と
な
っ
た
わ
け
で
す
。
吹
奏
楽

の
ク
ラ
ブ
を
持
つ
高
校
は
、
あ
ま

た
あ
り
ま
す
が
、
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ

＝
管
弦
楽
団
を
擁
す
る
高
校
は
府

下
で
も
数
校
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。

な
ぜ
、
そ
れ
ほ
ど
少
な
い
か
の
一

因
は
、
弦
楽
器
の
習
得
の
難
し
さ

と
「
教
育
音
楽
」
だ
と
位
置
付
け

ら
れ
て
い
な
い
所
に
あ
る
の
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。
た
だ
、
根
気
強
く

頑
張
り
屋
の
本
校
生
に
か
か
る
と
、

初
心
者
で
も
一
年
も
あ
れ
ば
、
バ

イ
オ
リ
ン
を
弾
き
こ
な
し
ま
す
し
、

あ
え
て
「
吹
奏
楽
」
で
も
な
い
所

も
、
本
校
の
自
由
な
気
風
と
チ
ャ

レ
ン
ジ
精
神
の
現
れ
で
あ
る
よ
う

に
も
思
い
ま
す
。
そ
う
い
う
清
水

谷
高
校
だ
か
ら
こ
そ
存
続
で
き
る

希
少
な
ク
ラ
ブ
が
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ

・
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
部
で
す
。
 

◎
華
道
部
 

　
昨
年
７
月
に
小
原
流
研
修
会
館

で
行
わ
れ
た
学
校
対
抗
い
け
ば
な

競
技
会
（
い
け
ば
な
甲
子
園
）
に

お
い
て
、
準
優
秀
賞
、
佳
作
な
ど

に
、
部
員
3
名
が
入
賞
し
、
す
ば

ら
し
い
成
績
を
修
め
ま
し
た
。
ま

た
今
年
春
に
大
丸
デ
パ
ー
ト
心
斎

橋
店
で
行
わ
れ
た「
ジ
ュ
ニ
ア
展
」に

出
品
し
、
好
評
を
博
し
ま
し
た
。
 

◎
美
術
部
 

　
昨
年
８
月
に
大
阪
市
立
美
術
館

に
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
第
５７
回
大

阪
府
高
校
美
術
・
工
芸
展
に
て
、

優
秀
賞
1
名
、
奨
励
賞
3
名
が
出

ま
し
た
。
今
年
も
絵
画
の
部
の
出

品
を
目
指
し
て
鋭
意
作
品
を
制
作

中
で
す
。
 

　
ま
た
夏
休
み
中
に
は
、
恒
例
の

三
重
県
大
王
崎
で
の
合
宿
で
、
炎

天
下
の
写
生
に
挑
み
ま
す
。
 

　
冬
の
ブ
ロ
ッ
ク
展
（
八
尾
プ
リ

ズ
ム
ホ
ー
ル
）
で
も
例
年
に
ま
さ

る
好
評
を
得
ま
し
た
。
 

◎
合
唱
部
 

　
　
―
大
阪
代
表
と
し
て
―
 

2
0
0
5
年
度
 

・
大
阪
Ｎ
Ｈ
Ｋ
開
局
80
周
年
記
念

番
組
出
演
 

・
コ
ー
ラ
ル
・
エ
バ
氏
（
リ
ス
ト

音
楽
院
教
授
）
の
レ
ッ
ス
ン
の

モ
デ
ル
団
体
と
な
る
。
 

・
ハ
ン
ガ
リ
ー
プ
ロ
ム
ジ
カ
女
性

合
唱
団
来
日
公
演
出
演
 

・
全
国
高
等
学
校
野
球
選
手
権
大

会
開
会
式
・
閉
会
式
出
場
 

・
関
西
合
唱
コ
ン
ク
ー
ル
銀
賞
受

賞
 

・
第
5
回
定
期
演
奏
会
開
催
 

・
兵
庫
コ
ー
ラ
ス
Ｅ
Ｘ
Ｐ
Ｏ
に
大

阪
府
代
表
と
し
て
出
演
 

2
0
0
6
年
度
予
定
 

・
ハ
ン
ガ
リ
ー
カ
ン
テ
ム
ス
少
女

合
唱
団
来
日
公
演
出
演（
6
月
20

日
） 

・
全
国
高
等
学
校
総
合
芸
術
文
化

祭
京
都
大
会
（
8
月
5
・
6
日
）
 

・
大
阪
府
合
唱
コ
ン
ク
ー
ル
（
9
月
）
 

2
0
0
7
年
度
予
定
 

・
10
月
　
ド
イ
ツ
ハ
ン
ブ
ル
グ
市

カ
ン
テ
ム
ス
児
童
合
唱
団
来
日

公
演
の
ホ
ス
ト
団
体
と
な
る
 

 2．
　
大
学
と
の
連
携
 

◎
キ
ャ
ン
パ
ス
体
験
講
座
 

　
生
徒
の
進
路
意
識
の
向
上
を
目

的
に
2
年
生
を
対
象
に
実
施
し
て

い
ま
す
。
今
年
度
は
、
関
西
大
学

と
京
都
の
大
学
の
連
合
体
で
あ
る

大
学
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
京
都
に
協

力
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
 

　
関
西
大
学
で
は
、
法
学
と
工
学

分
野
の
模
擬
講
義
の
後
、
関
西
大

学
の
キ
ャ
ン
パ
ス
見
学
が
あ
り
、

活
気
あ
ふ
れ
る
キ
ャ
ン
パ
ス
に
憧

れ
を
抱
い
て
い
た
様
子
で
し
た
。
 

　
大
学
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
京
都
で

は
、
30
を
越
え
る
模
擬
講
義
が
開

講
さ
れ
、
自
分
の
興
味
に
合
わ
せ

積
極
的
に
参
加
し
ま
し
た
。
生
徒

に
と
っ
て
は
、
実
際
の
大
学
に
触

れ
る
貴
重
な
経
験
が
で
き
た
と
思

い
ま
す
。
 

◎
カ
レ
ン
ト
・
ト
ピ
ッ
ク
ス
 

　
昨
年
に
続
き
、
今
年
度
も
大
阪

女
学
院
大
学
の
協
力
を
得
て
、
カ

レ
ン
ト
・
ト
ピ
ッ
ク
ス
の
講
座
が

開
か
れ
て
い
ま
す
。
土
曜
日
を
利

用
し
て
、
主
に
ネ
イ
テ
ィ
ブ
ス
ピ

ー
カ
ー
の
先
生
と
共
に
、
様
々
な

社
会
問
題
に
つ
い
て
英
語
で
学
ぶ

講
座
で
す
。
大
学
な
ら
で
は
の
難

し
い
内
容
も
あ
り
ま
す
が
、
最
後

ま
で
頑
張
っ
た
生
徒
に
は
英
語
の

増
単
位
が
認
定
さ
れ
ま
す
。
 

 

3．
　
国
際
交
流
 

　
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
リ
ビ
ン
グ

ウ
ォ
タ
ー
ス
校
と
の
交
流
が
4
年

目
と
な
り
ま
し
た
。
今
年
は
9
月

15
日
よ
り
10
日
間
に
わ
た
り
8
名

の
生
徒
達
が
来
日
し
、
ホ
ー
ム
ス

テ
イ
を
通
し
て
本
校
生
と
の
交
流

を
深
め
ま
し
た
。
ご
協
力
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
次
年
度
は

本
校
生
が
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
パ

ー
ス
で
語
学
研
修
を
行
う
計
画
で

す
。
 

 4．
　そ
の
他
の
行
事
 

　
6
月
に
体
育
祭
、
９
月
8
・
9

日
の
文
化
祭
、
10
月
に
2
年
生
は

東
北
方
面
へ
の
ＨＲ
合
宿
、
12
月
の

壱
月
祭
（
セ
ン
タ
ー
テ
ス
ト
の
関

係
で
師
走
に
行
う
こ
と
に
な
り
ま

し
た
）
、
2
月
の
耐
寒
行
事
な
ど

と
続
き
ま
す
が
、
勉
強
の
合
間
に

し
っ
か
り
け
じ
め
を
つ
け
て
在
校

生
は
青
春
を
謳
歌
し
て
い
ま
す
。
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清
水
谷
高
等
学
校
 

　
家
庭
科
　
岡
本
真
澄
 

 

平
成
18
年
度 

先
生
方
の
人
事
異
動 

訃
　
報
 

謹
ん
で
ご
冥
福
を
お
祈
り
 

　
申
し
上
げ
ま
す
。 

 森
　
　
正
幸
　
先
生（
数
学
） 

　
　
平
成
17
年
10
月
20
日
 

杉
本
　
喜
男
　
先
生（
数
学
） 

　
　
平
成
18
年
4
月
24
日
 

●
着
任 

教
頭
　
　
　
　
松
村
　
　
豊
　 

　
　
　
　
　
（
池
島
高
校
よ
り
） 

数
学
・
教
諭
　
仲
村
　
　
睦 

　
　
　
　
　
（
花
園
高
校
よ
り
） 

理
科
・
教
諭
　
鶴
巻
　
重
治 

　
　
　
　
　
（
加
納
高
校
よ
り
） 

英
語
・
教
諭
　
大
川
　
洋
美 

　
　
　
　
　
（
金
岡
高
校
よ
り
） 

英
語
・
教
諭
　
佐
藤
　
晴
美
　
　

　
　（
淀
川
工
業
高
校（
全
）よ
り
） 

英
語
・
期
付
講
師
　 

　
　
　
　
　
　
杉
原
　
千
佳 

事
務
長
　
　
　
谷
口
　
綾
子 

　
　
　
（
大
阪
府
立
大
学
よ
り
）

　
　 

●
離
任
・
退
職 

教
頭
　
　
　
　
佐
藤
　
　
茂 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
退
職
） 

数
学
・
教
諭
　
藤
瀬
　
　
淳
　
　 

　
　
　
　
　
　
（
狭
山
高
校
へ
） 

理
科
・
教
諭
　
中
村
　
純
夫 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
退
職
） 

英
語
・
教
諭
　
中
原
　
　
剛 

　
　
　
　
　
　
（
花
園
高
校
へ
） 

英
語
・
教
諭
　
伊
藤
　
良
恵 

　
　
　
　
　
　
（
住
吉
高
校
へ
） 

英
語
・
教
諭
　
福
永
　
光
伸
　
　

　
　
　
　
　
（
教
育
委
員
会
へ
） 

事
務
長
　
　
　
山
内
　
晴
次
　
　

　
　
　
　
　
（
四
条
畷
高
校
へ
） 

主
事
　
　
　
　
寺
田
　
啓
一
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
退
職
） 

主
担
技
師
　
　
永
橋
　
春
三
道
　 

     

（ 

東
住
吉
工
業
高
校（
全
）へ
） 

 

　
お
詫
び 

平
成
17
年
10
月
1
日
付
会
報
10

頁
「
先
生
方
の
人
事
異
動
」
の
記

事
で
、
「
社
会
・
教
諭
　
村
上
万

理
」
先
生
は
「
社
会
・
教
諭
　
村

上
万
里
」
先
生
の
誤
り
で
し
た
。 

　
御
迷
惑
を
お
か
け
致
し
ま
し
た

こ
と
を
お
詫
び
し
、
訂
正
い
た
し

ま
す
。 

 ご
寄
付
頂
い
た
方
々
 

  故
　
川
図
　
　
芳
　
　
様
 

　
　
　
　
　
　
（
本
科
27
回
）
 

故
　
竹
田
　
　
歌
　
　
様
 

　
　
　
　
　
　
（
本
科
38
回
）
 

　
旧
姓
　
野
中
ご
姉
妹
で
　
　
　

　
　
　
　
　
　
3
0
、
0
0
0
円
 

 ご
厚
意
に
深
く
 

　
　
　
　
　
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
 

 

 

”な
に
わ
の
伝
統
野
菜
ク
ッ
キ
ー
“で
 

　
　
　
　
　
 
文
部
科
学
大
臣
賞
受
賞
 

　
清
水
谷
高
等
学
校
家
庭
科
は
、

昨
年
の
一
年
間
、
社
団
法
人
栄
養

改
善
普
及
会
主
催
平
成
17
年
度
 

（
第
43
回
）
高
校
生
に
よ
る
食
生

活
改
善
研
究
活
動
「
Ｉ
＆
Ｙ
Ｏ

Ｕ
（
わ
た
し
と
あ
な
た
の
）
食
生

活
」
の
研
究
推
進
校
と
し
て
活
動

し
て
き
ま
し
た
。
 

　
家
庭
科
の
授
業
の
発
展
（
学
校

家
庭
ク
ラ
ブ
）
と
し
て
取
り
組
ん

だ
活
動
の
中
心
メ
ン
バ
ー
は
59
期

の
7
名
。
江
戸
時
代
に
清
水
谷
高

校
周
辺
で
大
規
模
に
栽
培
・
販
売

さ
れ
て
い
た
と
い
う
『
玉
造
黒
門

越
瓜
』
に
着
目
。
そ
の
歴
史
を
調

べ
る
中
、

玉
造
黒
門

越
瓜
保
存

会
を
は
じ

め
多
く
の

方
々
と
の

出
会
い
を

通
し
て
、
”

『
玉
造
黒
門

越
瓜
ク
ッ

キ
ー
』
を

開
発
し
、

そ
の
ク
ッ

キ
ー
を
宣

伝
し
て
い

く
こ
と
で
、

ひ
と
り
で

も
多
く
の

人
に
な
に

わ
伝
統
野

菜
『
玉
造

黒
門
越
瓜
』
を
知
っ
て
も
ら
お
う

！
“
と
い
う
こ
と
を
研
究
の
柱
に

決
定
。
そ
し
て
偶
然
に
も
こ
の
高

校
生
の
ア
イ
デ
ア
に
賛
同
し
、
共

同
開
発
を
申
し
出
て
く
だ
さ
る
飲

食
店
が
現
れ
、
ク
ッ
キ
ー
商
品
化

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
立
ち
上
が
り
ま

し
た
。
 

　
夏
休
み
か
ら
本
格
的
に
始
動
し

た
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
。
文
化
祭

や
中
学
校
体
験
授
業
で
の
食
味
調

査
を
踏
ま
え
な
が
ら
、
何
十
回
も

の
試
作
を
繰
り
返
し
、
11
月
半
ば

に
は
基
本
の
レ
シ
ピ
が
完
成
。
製

菓
メ
ー
カ
ー
数
社
に
打
診
し
た
と

こ
ろ
、
快
く
製
造
を
引
き
受
け
て

く
だ
さ
る
会
社
が
現
れ
、
4
月
に

は
本
格
的
な
大
阪
土
産
と
し
て
店

頭
に
並
ぶ
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
 

　
こ
れ
ら
一
連
の
取
り
組
み
を
ま

と
め
た
発
表
は
、
平
成
18
年
1
月

21
日
に
東
京
で
行
わ
れ
た
「
Ｉ
＆

Ｙ
Ｏ
Ｕ
（
わ
た
し
と
あ
な
た
の
）

食
生
活
」
発
表
大
会
に
お
い
て
、

1
位
に
当
た
る
文
部
科
学
大
臣
賞

を
受
賞
し
ま
し
た
。
（
詳
細
は
社

団
法
人
栄
養
改
善
普
及
会
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
参
照
）
 

　
6
月
末
現
在
の
瓜
ク
ッ
キ
ー
の

売
り
上
げ
個
数
は
お
よ
そ

1
5
0
0
箱
超
。
こ
の
種
の
商
品

と
し
て
は
、
ち
ょ
っ
と
し
た
ヒ
ッ

ト
商
品
だ
と
言
い
ま
す
。
発
売
直

後
の
購
入
の
中
心
は
、
卒
業
生
を

は
じ
め
地
域
の
方
々
で
す
。「
新

聞
、見
た
よ
。頑
張
っ
て
ね
」「
地
元

か
ら
生
ま
れ
た
商
品
を
応
援
し
た

い
！
」「
自
分
の
友
だ
ち
に
配
り
た

い
」「
近
所
に
配
り
た
い
」
な
ど
、

う
れ
し
い
お
言
葉
を
た
く
さ
ん
頂

戴
し
て
い
ま
す
。
中
に
は
、「
海

外
に
い
る
同
窓
生
に
送
る
か
ら
…
」

と
10
箱
単
位
で
ご
購
入
下
さ
っ
た

卒
業
生
も
お
ら
れ
ま
す（
瓜
ク
ッ

キ
ー
は
海
も
渡
っ
て
い
ま
す
！
）
。
 

　
玉
造
黒
門
越
瓜
保
存
会
に
よ
れ

ば
、
「
瓜
ク
ッ
キ
ー
が
で
き
た
こ

と
で
、
玉
造
黒
門
越
瓜
の
認
知
度

は
格
段
に
ア
ッ
プ
し
た
」
と
の
こ

と
。
販
売
元
で
あ
る
カ
フ
ェ
・
カ

・
バ
ー
さ
ん
は
、
「
清
水
谷
高
校

発
の
ブ
ラ
ン
ド
と
し
て
、
瓜
ク
ッ

キ
ー
を
息
の
長
い
商
品
と
し
て
根

付
か
せ
た
い
」
と
、
大
阪
市
内
の

宿
泊
・
観
光
施
設
を
は
じ
め
駅
の

売
店
等
、
さ
ま
ざ
ま
な
場
所
で
の

販
売
を
目
指
し
て
意
欲
的
に
営
業

し
て
下
さ
っ
て
い
ま
す
。
 

　
今
年
5
月
、
今
回
の
活
動
を
引

き
継
ぎ
つ
つ
地
域
の
方
々
と
の
つ

な
が
り
を
活
か
し
た
新
た
な
活
動

に
発
展
さ
せ
て
い
こ
う
と
、
家
庭

科
同
好
会
を
設
立
し
ま
し
た
。
現

在
の
活
動
の
中
心
は
1
・
2
年
生
。

6
月
24
日
（
土
）
に
は
、
ア
ジ
ア

太
平
洋
ト
レ
ー
ド
セ
ン
タ
ー
で
行

わ
れ
た
第
一
回
食
育
推
進
全
国
大

会
（
内
閣
府
主
催
）
に
参
加
し
、

瓜
ク
ッ
キ
ー
を
PR　
し
て
き
ま
し
た
。

こ
こ
で
も
「
清
水
谷
高
校
の
卒
業

生
で
す
」
「
学
校
の
名
前
を
聞
い

て
懐
か
し
く
な
っ
た
…
」
と
、
何

人
も
の
方
々
が
声
を
か
け
て
下
さ

り
、
清
水
谷
高
校
の
歴
史
と
伝
統
、

そ
し
て
卒
業
生
の
層
の
厚
さ
を
思

い
知
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
本

当
に
ど
こ
に
行
っ
て
も
心
強
い
限

り
で
す
。
 

　
今
、
生
徒
た
ち
は
学
校
と
い
う

小
さ
い
世
界
に
い
ま
す
が
、
や
が

て
大
人
に
な
っ
た
ら
、
地
域
に
出

て
た
く
さ
ん
の
人
に
出
会
っ
て
生

き
て
い
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。
そ

の
前
段
階
と
し
て
、
今
回
の
よ
う

な
取
り
組
み
を
通
じ
て
生
徒
が
学

び
得
る
も
の
に
は
計
り
知
れ
な
い

も
の
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も

さ
ま
ざ
ま
な
場
所
や
場
面
で
お
目

に
か
か
る
こ
と
が
あ
る
と
思
い
ま

す
が
、
今
後
と
も
ど
う
ぞ
温
か
い

ご
支
援
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た

し
ま
す
。
 

なにわの伝統野菜クッキー 

カフェ・カ・バー 
大阪市中央区上町1-5-8 
TEL.06-6767-1903

販売元 

かごの屋 コンビニ 

至玉造 至谷六 

清水谷高校 

Ｎ 

長堀通 

し
ろ
う
り
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予
算
総
会
報
告
 

   
平
成
18
年
度
の
事
業
計
画
・
予
算
案
を

審
議
す
る
総
会
が
平
成
18
年
4
月
22
日

（
土
）
13
時
30
分
か
ら
済
美
館
三
階
で
開
催

さ
れ
た
。
 

　
当
日
は
、
委
任
状
166
名
を
含
む
222
名
の

出
席
で
活
発
な
審
議
が
行
わ
れ
、
別
掲
の

平
成
18
年
度
の
事
業
計
画
案
及
び
収
支
予

算
案
が
提
案
さ
れ
、
挙
手
多
数
で
承
認
さ

れ
た
。
 

　
総
会
後
、
原
理
事
長
か
ら
、
6
月
24
日

に
開
催
さ
れ
る
決
算
総
会
の
出
席
と
当
日

の
受
付
・
案
内
な
ど
へ
の
協
力
の
依
頼
が

あ
っ
た
。
特
に
今
回
は
初
め
て
弁
天
町
の

三
井
ア
ー
バ
ン
ホ
テ
ル
に
て
開
催
さ
れ
る

の
で
、
注
意
事
項
な
ど
を
再
度
確
認
し
て

散
会
し
た
。
 

 　
　
　
　
　
決
算
総
会
報
告
 

  　
今
回
初
め
て
の
試
み
で
、
弁
天
町
の
三
井

ア
ー
バ
ン
ホ
テ
ル
に
て
、
6
月
24
日
（
土
）

12
時
半
か
ら
、
来
賓
の
先
生
方
18
名
、
最

高
齢
の
谷
口
生
子
様
、
蔦
田
璋
子
様
、
野
呂

幸
枝
様
、
新
入
会
員
（
高
58
回
生
）
27
名

を
加
え
た
312
名
が
集
い
、
盛
大
に
開
催
さ

れ
た
。
 

　
冒
頭
、
原
理
事
長
か
ら
、
冨
森
校
長
先
生

を
始
め
と
す
る
先
生
方
の
ご
出
席
、
そ
し
て

遠
路
は
る
ば
る
ご
出
席
い
た
だ
い
た
東
京
・

東
海
両
支
部
代
表
に
謝
意
を
述
べ
ら
れ
た
。
 

　
そ
の
後
議
案
書
に
則
り
、
別
掲
の
平
成

17
年
度
の
事
業
報
告
及
び
収
支
決
算
報
告

が
提
案
さ
れ
、
原
案
通
り
挙
手
多
数
に
て
承

認
さ
れ
た
。
 

 

平成18年度 社団法人清友会総会報告 

１ 総会の開催     
　　①決算総会     
　　 　平成１８年 ６月２４日（土）     
　　　場　　所　：　三井アーバンホテル大阪     
　　②予算総会     
　　　平成１９年 ４月２１日（土）     
　　　場　　所　：　済美館　３階     
２ 会報の発行（１回）     
　　１０月１日付     
３ 公開セミナーの開催 （２回）     
　　　場　　所　 ： 　薬業年金会館     
　　①平成１８年１１月 ２５日（土）１４時～１６時     
　　②平成１９年　２月 ２４日（土）１４時～１６時     
４ 文化講座の継続開催     
５ 各種会議の開催     
　　① 理事会 （原則毎月）     
　　② 評議員会 （年２～３回）     
　　③合同会議 （１回）     
 

社団法人清友会　平成18年度事業計画 

１．収入の部 
予　算　額 

基 本 財 産 運 用 収 入  

新 入 会 員 会 費 収 入  

文 化 講 座 会 費 

運 用 財 産 利 息 

そ の 他 雑 収 入 

当 期 収 入 合 計 （ Ａ ）  

12,000 

1,400,000 

1,500,000 

1,000 

200,000 

3,113,000

２．支出の部 
科　　　　　　目 科　　　　　　目 予　算　額 

文　　化　　講　　座 

セ　　ミ　　ナ　　－ 

会 　 報 　 印 　 刷 　 費  

通 　 　 　 信 　 　 　 費  

人 　 　 　 件 　 　 　 費  

総 会 費  

交 　 　 　 通 　 　 　 費  

通 　 　 　 信 　 　 　 費  

水 　 道 　 光 　 熱 　 費  

事 　 　 　 務 　 　 　 費  

転 退 職 員 記 念 品 料  

新 入 会 員 記 念 品 料  

備 品 費  

修 　 　 　 繕 　 　 　 費  
雑 　 　 　 　 　 　 　 費  

予 　 　 　 備 　 　 　 費  

当 期 支 出 合 計 （ Ｂ ）  

当期収支差額（Ａ－Ｂ） 

1,500,000 

250,000 

1,200,000 

940,000 

950,000 

150,000 

100,000 

300,000 

40,000 

120,000 

40,000 

300,000 

250,000 

350,000 

30,000 

300,000 

6,820,000 

－3,707,000

　社団法人清友会　平成18年度収支予算書 
　　　（平成１８年５月１日から平成１９年４月３０日まで）　　　　　（単位：円） 

6月に花が手向けられた 
済美館前の慰霊碑 



平成19年度　懇親会会場 
大阪空港 

USJ

新大阪 

大阪（梅田） 西九条 
京橋 

本町 

弁天町 

天王寺 

大阪港 

地下鉄 
御堂筋線 

地下鉄 
中央線 

新幹線 

JR大阪環状線 

■電車　JR大阪環状線・地下鉄中央線弁天町駅直結 
　　　　〈大阪（梅田）、なんば各駅からともに10分〉 
　　　　JR関空紀州路快速・大和路快速停車駅 

三井アーバンホテル 
大阪ベイタワー 
大阪市港区弁天1-2-1 
TEL06-6577-1111

N

公開セミナー会場 

長堀通 

谷
町
筋
 

空堀通り商店街 

至天王寺 

至天満橋 

至
長
堀
橋
 

至
上
本
町
一
丁
目
 

谷町六丁目 
交差点 

車
専
用
地
下
道
 

 

近畿大阪銀行 

日建技術コンサルビル 

大阪市中央区谷町6丁目5-4 
TEL.06-6768-4451

・谷町6丁目交差点、近畿大阪銀行から南へ150ｍ 
・地下鉄谷町線「谷町6丁目」C階段④番口、すぐ 

デイリーヤマザキ 

トヨタレンタカー 

COSMOスタンド 

地下鉄2番出入口 地下鉄1番出入口 

地下鉄3番出入口 地下鉄4番出入口 

三井住友銀行 

薬業年金会館 

② 

④ 

① 

③ 

N
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社団法人清友会　平成17年度事業報告 

１．資　産　の　部 
科　　　　目 金　　　額 

流 　 動 　 資 　 産  

 

 

固 　 定 　 資 　 産  

現　　金　　預　　金 

立 替 金  
流 動 資 産 合 計  
（　基　本　財　産　） 
現 金 預 金  
基 本 財 産 合 計  
固 定 資 産 合 計  

3,010,021 
1,465 

 
 

40,000,000 
40,000,000 

 
 

3 ,011,486 
 
 
 

40,000,000

貸　借　対　照　表    
（平成１８年４月３０日現在） 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：円） 

 

１．収入の部 
科　　　　　目 決　算　額 

基 本 財 産 運 用 収 入  

入 会 金 収 入  

文 化 講 座 会 費 

会 　 合 　 費 　 収 　 入  

寄 　 付 　 金 　 収 　 入  

運 用 財 産 利 息 

雑 収 入 

当 期 収 入 合 計 （ Ａ ）  

前 期 繰 越 収 支 差 額  

収　入　合　計　（Ｂ） 

3,460 

1,390,000 

1,557,600 

54,000 

30,000 

229 

201,310 

3,236,599 

47,050,571 

50,287,170

科　　　　　目 決　算　額 
文　　化　　講　　座 

セ　　ミ　　ナ　　－ 

会 　 報 　 印 　 刷 　 費  

通 　 　 　 信 　 　 　 費  

人 　 　 　 件 　 　 　 費  

交 　 　 　 通 　 　 　 費  

通 　 　 　 信 　 　 　 費  

総 　 　 　 会 　 　 　 費  

会 　 　 　 合 　 　 　 費  

事 　 　 　 務 　 　 　 費  

転 退 職 員 記 念 品 料  

新 入 会 員 記 念 品 料  

備 　 　 　 品 　 　 　 費  

修 　 　 　 繕 　 　 　 費  

水 道 光 熱 費  

雑 　 　 　 　 　 　 　 費  

立 替 金 支 出  

仮 受 金 払 出 支 出  
当 期 支 出 合 計 （ Ｃ ）  

当期収支差額（Ａ－Ｃ） 

次期繰越収支差額（Ｂ－Ｃ） 

1,557,600 

112,293 

1,029,376 

893,543 

939,500 

100,740 

282,172 

65,940 

146,433 

207,855 

20,000 

290,000 

307,560 

235,830 

56,624 

162,018 

1,465 

868,200 
7,277,149 

－4,040,550 

43,010,021 

 

社団法人清友会　平成17年度収支決算書   
　　　　　（平成１７年５月１日から平成１８年４月３０日まで）　　　　　（単位：円） 

43,011,486資　　産　　合　　計 

 平成１７年度の計算書類の監査を行った結果、適法かつ正確なることを認めます。   
　　平成１８年 ５月２３日　　社団法人　清友会　監事　綛谷　英子         
 　　　　　　　　　　　　　　社団法人　清友会　監事　松宮　清隆  

２．正　味　財　産　の　部 
科　　　　目 金　　　額 

（ う ち 基 本 金 ）  
（うち当期正味財産減少額） 
正 味 財 産 合 計  

43,011,486 
(40,000,000) 
(3,170,885) 
43,011,486 
43,011,486負 債 及 び 正 味 財 産 合 計 

正　味　財　産 

１ 総会と各種会議      
　　①平成16年度決算総会　：　　 
　　　　　　　平成17年 6月11日（土）      
  　　　　　　 ＜清水谷高校　：　３２２名参加＞    
　　②平成１８年度予算総会　： 
　　　　　　　平成１８年 ４月２２日（土）      
  　　　　　　 ＜済 美 館　 ：　２２２名参加＞    
　　③理 事 会　：　８回       
　　④評議員会　：　２回       
　　⑤合同会議　：　１回       

２ 会報の発行      
　　　平成１７年１０月 １日　：　１６，７００部      

３ 公開セミナーの開催（２回）      
　　①平成１７年１１月２６日（土）　 
　　　　　　　　母校視聴覚教室 ： ６３名参加      
　　　 「チベットを越えてヒマラヤへ」 
　　　　　　　　　　　酒井重幸氏（高７回）     
　　②平成１８年 ２月２５日（土）　 
　　　　　　　　済美館３階 ：　４６名参加      
 　　　「中小企業をとりまく諸問題」 
　　　 ～独立して２２年・会計事務所の裏話～ 
　　　　　　　　　　　日根野文三氏（高２２回） 

４ 文化講座・コーラス部の毎月定期開催  

５ 支部総会への役員の出席  
　　　東海支部＜平成１７年　６月２６日（日）＞ ：  
　　　　　　　　　　　　　　　　　阪田理事  
　　　東京支部＜平成１７年１０月２２日（土）＞ ： 
　　　　　　　　　　　　　　　　　 伊藤理事  
 

社団法人清友会 

２．支出の部 

(40,000,000) 
(3,170,885) 
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高校合唱部（懇親会にて） 

平成18年度同窓清友会総会報告 

同窓清友会　平成18年度事業計画 

科　　　　　　目 予　算　額 
会 　 費 　 収 　 入  

ゴ ル フ 会 収 入  

観 劇 会 収 入  

総 会 費  

会 　 合 　 費  

寄 　 　 付 　 　 金  

当 期 収 入 合 計 （ Ａ ）  

5,000,000 

200,000 

1,400,000 

1,500,000 

1,000,000 

1,100,000 

10,200,000

２．支出の部 
科　　　　　　目 予　算　額 

フ ェ ス タ 清 友 支 出  

ゴ ル フ 会 支 出  

観 劇 会 支 出  

東 京 支 部 活 動 費  

東 海 支 部 活 動 費  

総 会 費  

会 　 　 　 合 　 　 　 費  

慶 　 　 　 弔 　 　 　 費  

雑 　 　 　 　 　 　 　 費  

予 　 　 　 備 　 　 　 費  

当 期 支 出 合 計 （ Ｂ ）  

当期収支差額（Ａ－Ｂ） 

300,000 

200,000 

1,400,000 

400,000 

70,000 

　1,650,000 

1,100,000 

100,000 

30,000 

100,000 

5,350,000 

4,850,000

同窓清友会　平成18年度収支予算書    
（平成１８年５月１日から平成１９年４月３０日まで）　　　　（単位：円） 

１．収入の部 １ 総会（決算・予算）の開催    
　　平成１８年 ６月２４日（土） 
　　場　　所　：　三井アーバンホテル大阪 
２ 懇親会の開催     
　　平成１８年 ６月２４日（土）     
　　場　　所　：　三井アーバンホテル大阪  
３ フェスタ清友の開催     
　　平成１８年 １０月１日(日）     
　　場　　所　：　清水谷高校 各施設     
４ 新年互礼会の開催     
　　平成１９年 １月２８日（日）     
　　場　　所　：　ホテルグランヴィア大阪  
５ 観劇会の開催 （２回）     
　　第 １ 回　：　平成１８年 秋     
　　第 ２ 回　：　平成１９年 春     
６ ゴルフ会の開催 （２回）     
　　秋　期　：　平成１８年１０月     
　　春　期　：　平成１９年４月     
７ 各種会議の開催 
　①幹事会 （原則毎月）     
　②諮問委員会 （年２～３回）     
　③回生代表会 （随時）     
　④クラブ代表会 （随時）     
 

　
　
　
決
算
総
会
報
告
 

 　
昨
年
設
立
さ
れ
た
「
同
窓
清
友
会
」
の
初

め
て
の
決
算
総
会
が
、
平
成
18
年
6
月
24

日
（
土
）
弁
天
町
の
三
井
ア
ー
バ
ン
ホ
テ
ル

で
、
社
団
法
人
清
友
会
の
決
算
総
会
に
引
き

続
い
て
行
わ
れ
た
。
 

　
議
案
に
則
り
、
別
掲
の
平
成
17
年
度
の

事
業
報
告
及
び
収
支
決
算
報
告
が
提
案
さ
れ
、

原
案
通
り
挙
手
多
数
に
て
承
認
さ
れ
た
。
　
 

 　
　
　
予
算
総
会
報
告
　
　
 

 　
決
算
総
会
に
引
き
続
き
、
予
算
総
会
が
行

わ
れ
た
。
昨
年
の
設
立
以
来
、
新
し
い
事
業

で
あ
る
フ
ェ
ス
タ
清
友
が
盛
会
で
あ
っ
た
こ

と
の
お
礼
と
今
後
引
き
続
き
継
続
し
て
い
く

た
め
に
、
会
員
の
ご
理
解
ご
協
力
を
改
め
て

お
願
い
し
、
審
議
に
入
っ
た
。
 

　
別
掲
の
平
成
18
年
度
の
事
業
計
画
案
お

よ
び
収
支
予
算
案
が
提
案
さ
れ
、
挙
手
多
数

で
承
認
さ
れ
た
。
 

 　
　
　
　懇
親
会
報
告
 

　
 

　
社
団
法
人
清
友
会
の
決
算
総
会
、
同
窓
清

友
会
の
決
算
総
会
、
予
算
総
会
終
了
後
、
会

場
を
移
動
し
、ご
来
賓
18
名
を
含
む
312
名
の

ご
出
席
の
も
と
で
、
懇
親
会
が
13
時
30
分

か
ら
盛
大
に
催
さ
れ
た
。
 

　
高
13
回
の
湯
浅
富
士
郎
氏
指
揮
、
高
31

回
の
中
村
佳
世
子
氏
ピ
ア
ノ
伴
奏
に
よ
る
清

友
コ
ー
ラ
ス
部
の
合
唱
が
披
露
さ
れ
、
曲
目

は
、
く
も
さ
ん
・
ド
ロ
ッ
プ
ス
の
う
た
・
ひ

と
つ
の
朝
　
の
三
曲
で
、
日
頃
の
練
習
の
成

果
が
大
い
に
発
揮
さ
れ
た
。
引
き
続
い
て
、

高
校
合
唱
部
が
６５
名
、
詫
磨
真
樹
子
先
生

の
ご
指
導
の
も
と
、
素
晴
ら
し
い
ハ
ー
モ
ニ

ー
を
披
露
さ
れ
た
。
 

　
三
井
ア
ー
バ
ン
ホ
テ
ル
で
の
総
会
は
初
め

て
の
試
み
で
あ
っ
た
が
、
サ
ー
ビ
ス
が
行
き

届
い
て
い
て
、
会
場
も
広
く
、
多
く
の
方
々

に
喜
ん
で
い
た
だ
け
た
。
 

　
受
付
・
食
事
に
つ
い
て
は
来
年
度
に
向
け

て
今
後
、
検
討
を
す
る
予
定
で
す
。
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科　　　　　　目 決　算　額 
会 　 費 　 収 　 入  

ゴ ル フ 会 収 入  

観 劇 会 収 入  

会 合 費 収 入  

寄 付 金 収 入  

雑 収 入  

短 期 借 入 金 収 入  

当 期 収 入 合 計 （Ａ） 

収　入　合　計　（Ｂ） 

6,264,000 

688,555 

2,929,540 

1,060,000 

1,685,000 

6 

1,465 

12,628,566 

12,628,566

２．支出の部 
科　　　　　　目 決　算　額 

フ ェ ス タ 清 友 支 出  

ゴ ル フ 会 支 出  

観 劇 会 支 出  

懇 親 会 費  

東 京 支 部 活 動 費  

東 海 支 部 活 動 費  

会 　 　 　 合 　 　 　 費  

慶 　 　 　 弔 　 　 　 費  

雑 　 　 　 　 　 　 　 費  

予 　 　 　 備 　 　 　 費  

当 期 支 出 合 計 （ Ｃ ）  

当期収支差額（Ａ－Ｃ） 

次期繰越収支差額（Ｂ－Ｃ） 

147,781 

315,210 

2,906,150 

588,685 

400,000 

　70,000 

1,084,855 

0 

1,830 

0 

5,514,511 

7,114,055 

7,114,055

１．収入の部 

同窓清友会　平成17年度事業報告 

同窓清友会　平成17年度収支決算書    
（平成１７年５月１日から平成１８年４月３０日まで）　（単位：円） 

１．資　産　の　部 
科　　　　　目 金　　　額 

流 　 動 　 資 　 産  現　　金　　預　　金 
流 動 資 産 合 計  

貸　借　対　照　表    
（平成１８年４月３０日現在） 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：円） 

 

7,114,055
7,114,055

7,114,055

7,112,590

7,112,590
7,114,055

（7,112,590） 

資　　産　　合　　計 

2．負　債　の　部 
科　　　　　目 金　　　額 

流 　 動 　 負 　 債  短 期 借 入 金  
流 動 負 債 合 計  

1,465
1,465
1,465負　　債　　合　　計 

3．正　味　財　産　の　部 
科　　　　　目 金　　　額 

正 味 財 産  

 平成１７年度の計算書類の監査を行った結果、適法かつ正確なることを認めます。   
　　平成１８年 ５月２３日　　同窓　清友会　監事　矢倉　裕章         
 　　　　　　　　　　　　　　同窓　清友会　監事　松宮　清隆  

 
（うち当期正味財産増加額） 
正 味 財 産 合 計 

負 債 及 び 正 味 財 産 合 計 

同窓清友会 

１ 総会と各種会議      
　①「同窓清友会」設立総会　：　 
　　　　　　　　平成１７年 ４月２３日（土） 
　　　　　　　　 ＜済 美 館　 ：　２１７名＞    
　②「同窓清友会」設立記念懇親会　： 
　　　　　　　　平成１７年６月１１日（土） 
     　　     ＜清水谷高校　：　３２２名＞    
　③幹事会　　　：　８回       
　④諮問委員会　：　２回       
　⑤合同会議　　：　１回       

２ フェスタ清友の開催　：　平成１７年１０月２日（日）      
  　　　　　　　  ＜清水谷高校　：　１２５名＞    

３ 新年互礼会の開催　：　平成１８年 １月２２日（日）      
 　　　　  ＜リーガロイヤルホテル　：　１０８名＞    

４ 観劇会の開催　＜松竹座＞      
　①平成１７年９月２１日（水） ： ６２名参加      
  　　　「夢の仲蔵千本桜」    
　②平成１８年 ２月１５日（水） ： ６２名参加      
  　　　「信　　長」    

５ ゴルフ会の開催      
　①平成１７年１０月１９日（水） ： ３２名参加      
  　　　　　　　 ＜花屋敷ゴルフ倶楽部＞    
　②平成１8年 ４月１２日（水） ： ２５名参加      
  　　　　　　　 ＜関西カントリークラブ＞    

６ 東海支部総会      
　　平成１７年６月２６日（日）　      

７ 東京支部総会      
　　平成１７年１０月２２日（土）    

喜
寿 

　
　
　
　
　   

　
　
　
　
　
本
６
　
山
岡
紫
香 

金
婚
　 

　
　
　
　
　   

　
　
　
　
　
本
15
　
金
竹
か
ほ
る  

金
竹
千
賀 

新
し
い
生
活
設
計 

　 

　
　
　
　
　
本
24
　
永
島
照
子 

労
力
銀
行
の
栞 

　 

　
　
　
　
　
本
24
　
永
島
照
子 

岡
本
差
知
子
句
集 

　 

　
　
　
　
　 

本
25
　
岡
本
差
知
子 

遺
句
集 

あ
し
お
と 

　 

　
　
　
　
　
本
42
　
八
田
初
子
　 

地
水
火
風 

　               

　
　
　
　
　 

本
27
　
佐
野
愛
子
歌
集 

心
経
百
話 

　               

　
　
　
　
　
本
27
　
妣
田
圭
子 

三
楽
記 

　
　
　
　
　   

　
　
　
　
　
本
29
　
横
山
雅 

百
働
萬
歳 

　               

　
　
　
　
　
本
31
　
森
戸
冨
仁
子 

戸
梶
金
次
郎
の
追
想
（
風
雨
同
舟
）
　
　
本
35
　
戸
梶
幸
子 

群
雄
経
営
者
は
語
る ｢

女
性
の
生
き
方
」 

尾
崎
公
子
執
筆
　
　
本
37
　
日
新
化
成
工
学
論 

が
ん
ば
れ
女
医
の
記
録
　
岩
崎
和
佳
子
　
本
39
　
岩
崎
眼
科
内
科
医
院
編 

働
く
女
性
に
伝
え
た
か
っ
た
こ
と
　          

本
45
　
芹
沢
茂
登
子 

軍
国
少
女
の
日
記 

　 

　
　
　
　
　
本
45
　
芹
沢
茂
登
子 

ス
テ
ロ
イ
ド
漬
け
の
日
々
と
骨
粗
鬆
症
　    

本
45
　
芹
沢
茂
登
子 

臨
床
化
学
と
共
に 

　 

　
　
　
　
　
高
１
　
渡
邊
富
久
子 

そ
の
日
の
お
も
て
な
し
　   

　
　
　
　
　
高
２
　
出
口
満
子 

大
阪
50
山 

大
阪
五
十
之
嶺
峰
　
山
田
博
利
　
高
３
　
大
阪
府
山
岳
連
盟 

東
洋
医
学
の
革
命
児 

平
田
内
蔵
吉
の
生
涯
と
思
想
・
詩
　

高
６
　
久
米
建
寿 

名
歌
人
生
読
本 

短
歌
に
ま
な
ぶ
日
本
の
心
　
　
高
６
　
久
米
建
寿 

女
性
の
や
る
気
が
出
る
会
社
　            

高
６
　
藤
井
則
彦 

《
逆
》
を
生
き
て
み
る 

〜
彩
り
豊
か
な
人
生
の
エ
ー
ル
集
〜
　
高
６
　
藤
井
則
彦 

い
き
い
き
ビ
ジ
ネ
ス･

ラ
イ
フ
　
脱･

会
社
漬
人
間
の
す
す
め
　
高
６
　
藤
井
則
彦 

暮
ら
し
に
み
る
企
業
社
会
貢
献 

       

高
６
　 

藤
井
則
彦 

心
に
響
く
最
後
の
こ
と
ば 

〜
古
今
東
西
200
人
の
い
き
ざ
ま
〜
　

高
６
　
藤
井
則
彦 

遊
て
ま
り 

　               

　
　
　
　
　
高
７
　
伊
藤
和
江 

テ
ー
マ
に
よ
る
美
術
鑑
賞
事
典
　
　
　
　
高
８
　
江
口
善
之
　
川
村
善
之 

陸
軍
墓
地
が
か
た
る
日
本
の
戦
争 

吉
岡
武（
記
）　
高
８
　
山
田
康
徳
　
横
山
篤
夫  

堀
田
睦
生
　
西
川
寿
勝 

編
著 

桜
木
物
語 

東
州
斎
学
長
は
こ
の
男
だ
　

高
13
　
山
下
実 

安
全
の
行
動
科
学
　 

　 

　
　
　
　
　
高
13
　
N
I
P
研
究
室 

北
川
睦
彦 

新
し
い
産
業
心
理 

　 

　
　
　
　
　
高
13   

N
I
P
研
究
室 

北
川
睦
彦 

続
ウ
・
カ
ン
ナ
ム
氏
の
軌
跡    

　
　
　
　
　
高
23  

赤
井
宏
之 

活
躍
す
る
管
理
栄
養
士     

　
　
　
　
　
高
23
　
向
井
容
子 

ウ
イ
ス
キ
ー
は
ア
イ
リ
ッ
シ
ュ 

ケ
ル
ト
の
名
酒
を
訪
ね
て  

高
25
　
武
部
好
伸 

シ
ネ
マ
テ
ィ
ー
ニ 

　 

　
　
　
　
　
高
25
　
武
部
好
伸 

ケ
ル
ト
映
画
紀
行 

　 

　
　
　
　
　
高
25
　
武
部
好
伸 

ケ
ル
ト
紀
行 

ス
ペ
イ
ン 

ガ
ル
シ
ア
地
方
を
歩
く  

高
25
　
武
部
好
伸 

ケ
ル
ト
紀
行 

ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド 

ヘ
ブ
リ
デ
ィ
ー
ズ
諸
島
を
歩
く
　

高
25
　
武
部
好
伸 

ケ
ル
ト
紀
行 

北
ア
イ
ル
ラ
ン
ド 

ア
ル
ス
タ
ー
を
歩
く
　
高
25
　
武
部
好
伸 

ぜ
ん
ぶ
大
阪
の
映
画
や
ね
ん 

　  

高
25
　
武
部
好
伸 

東
ヨ
ー
ロ
ッ
パ「
ケ
ル
ト
」
紀
行 

　  

高
25
　
武
部
好
伸 

ウ
エ
ー
ル
ズ「
ケ
ル
ト
紀
行
」 

　

高
25
　
武
部
好
伸 

フ
ラ
ン
ス「
ケ
ル
ト
紀
行
」 

     

高
25
　
武
部
好
伸 

中
央
ヨ
ー
ロ
ッ
パ「
ケ
ル
ト
紀
行
」
ボ
ビ
ー
ズ
バ
ー
　 

高
25
　
武
部
好
伸 

〈
洋
酒
の
精
〉
に
乾
杯
　 

　
　
　
　
　
　  

高
25
　
武
部
好
伸 

続 

楽
し
い
老
年
を 

 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
老
年
を
考
え
る
言
論 

つ
れ
ま
ひ(

二
） 

 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
清
友
短
歌
会 

つ
れ
ま
ひ(

三
） 

 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
清
友
短
歌
会 

吉
永
孝
雄
の
和
説
　
昭
和
の
文
楽
　
　
　
　
　
　
近
松
研
究
所
論 

　
　
　
　
書
　
　
　
名 

　
　
　
　
　

回
生 

　
著
　
　
　
　
者 

清
友
会
所
蔵
 
卒
業
生
刊
行
書
籍
紹
介
 

貸
出
も
し
て
お
り
ま
す
。
お
問
合
せ
は
清
友
会
事
務
局
ま
で
。 
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私
た
ち
は
同
窓
会
活
動
の
更
な

る
活
性
化
を
目
指
し
て
、
昨
年
４

月
に
従
来
か
ら
の
「
社
団
法
人
　

清
友
会
」
の
ほ
か
に
任
意
団
体
「
同

窓
　
清
友
会
」
を
設
立
い
た
し
ま

し
た
。
併
せ
て
健
全
な
同
窓
会
活

動
を
維
持
し
て
い
く
た
め
年
会
費

制
度
を
導
入
い
た
し
ま
し
た
。
 

　
年
会
費
は
、
2
、
0
0
0
円
で

す
。
別
紙
振
込
用
紙
に
て
ご
送
金

頂
き
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。
な
お
、
振
込
手
数
料
（
Ａ

Ｔ
Ｍ
を
ご
利
用
さ
れ
る
と
安
く
な

り
ま
す
）
に
つ
き
ま
し
て
は
、
甚

だ
恐
縮
で
す
が
お
振
込
み
者
の
ご

負
担
と
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。
 

　
さ
ら
に
、
次
の
事
項
に
つ
い
て

も
、
ご
理
解
の
程
を
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。
 

1
、
既
に
複
数
年
度
の
会
費
を
納

入
頂
い
た
方
に
も
、
発
送
作
業
の

都
合
で
振
込
用
紙
を
同
封
し
て
い

ま
す
の
で
ご
了
承
下
さ
い
。
 

　
な
お
、
納
入
状
況
が
ご
不
明
の

方
は
、
清
友
会
事
務
局
へ
お
問

い
合
わ
せ
下
さ
い
。
 

2
、
清
友
会
の
会
計
年
度
末
は
4

月
30
日
で
す
。従
っ
て
、平
成
19
年

5
月
1
日
以
降
に
振
込
ま
れ
た
会

費
に
つ
き
ま
し
て
は
、
来
年
度
分

の
会
費
と
し
て
処
理
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。
 

 年
会
費
振
込
み
 

　
ご
協
力
の
お
願
い
 

平
成
17
年
度
　
回
生
別
会
費
納
入
状
況
 

2
、8
3
3
人
か
ら
 

　
6
、2
6
4
、0
0
0
円
の
会
費
納
入
！
 

　
ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
 

回
生
代
表
の
皆
様
へ
 

ク
ラ
ブ
代
表
会
だ
よ
り
 

同
窓
　
清
友
会
 

　
　
会
長
　
原
　
二
郎
 

回
生
代
表
会
議
長
 

 
高
7
回
　
内
田
　
房
男
 

　
平
成
１７
年
４
月
、
会
員
相
互
の

親
睦
と
研
鑽
併
せ
て
母
校
へ
の
協

力
を
目
的
と
し
て
「
同
窓
清
友
会
」

が
新
設
さ
れ
ま
し
た
。
 

　
こ
れ
は
「
社
団
法
人
清
友
会
」

と
協
力
し
「
清
水
谷
同
窓
会
」
を

よ
り
発
展
さ
せ
る
た
め
で
す
。
 

　
現
在
同
期
会
は
活
発
に
開
催
さ

れ
出
席
者
も
多
い
よ
う
で
す
が
、

年
１
回
、
６
月
に
開
催
さ
れ
る
全

同
窓
会
の
決
算
総
会
と
懇
親
会
へ

の
出
席
者
は
今
年
度
312
名
で
し
た

が
、
ま
だ
充
分
と
は
言
え
ま
せ
ん
。
 

　
同
窓
会
を
よ
り
発
展
さ
せ
活
発

化
す
る
に
は
よ
り
多
く
の
出
席
者

が
必
要
で
す
。
 

　
同
期
会
と
い
う
横
の
つ
な
が
り

は
あ
り
ま
す
が
、
現
在
の
と
こ
ろ

同
窓
会
の
縦
の
つ
な
が
り
は
希
薄

で
す
。
縦
の
絆
を
深
め
る
た
め
に

「
回
生
代
表
会
」
と
「
ク
ラ
ブ
代

表
会
」
が
出
来
ま
し
た
。
 

　
「
回
生
代
表
会
」
は
 

　
　
高
６
回
　
井
上
芳
子
 

　
　
高
７
回
　
内
田
房
男
 

　
　
高
１０
回
　
竹
上
敏
子
 

　
　
高
１２
回
　
杉
野
利
彦
 

　
　
高
２８
回
　
中
才
敏
之
 

　
　
高
３５
回
　
横
路
貴
美
 

　
等
が
必
要
に
応
じ
随
時
会
議
に

参
加
、
同
窓
会
の
催
し
に
協
力
さ

せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。
 

　
平
成
１７
年
４
月
２３
日
の
「
同
窓

清
友
会
」
設
立
総
会
に
は
１８
名
の

回
生
代
表
の
方
に
出
席
し
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。
回
生
代
表
に
参
加

し
て
い
た
だ
く
会
議
に
つ
き
ま
し

て
は
連
絡
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
お

り
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
多
数
の
方
に

参
加
し
て
い
た
だ
く
よ
う
お
願
い

い
た
し
ま
す
。
 

　
会
報
「
清
友
」
で
も
お
願
い
い

た
し
て
お
り
ま
す
様
に
、
年
会
費

制
を
導
入
し
平
成
１７
年
１１
月
よ
り

年
会
費
納
入
が
始
ま
っ
て
お
り
ま

す
。
順
調
に
納
入
さ
れ
て
お
り
ま

す
が
、
な
お
一
層
の
努
力
が
必
要

で
す
。
回
生
代
表
と
し
て
同
期
の

方
々
に
、
会
費
の
納
入
、
総
会
へ

の
出
席
、
フ
ェ
ス
タ
清
友
へ
の
参

加
、
そ
の
他
清
友
会
の
催
物
へ
の

応
援
と
参
加
を
推
進
し
て
い
た
だ

く
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
 

　
清
友
会
の
催
物
へ
ま
だ
一
度
も

参
加
さ
れ
て
い
な
い
方
々
も
多
い

と
思
い
ま
す
が
、
同
期
の
方
々
と

一
緒
に
参
加
し
て
下
さ
い
。
同
窓

会
の
楽
し
さ
が
わ
か
り
、
ま
た
在

校
生
の
す
ば
ら
し
い
活
動
情
況
が

わ
か
り
ま
す
。
 

　
最
後
に
よ
り
楽
し
い
、
生
き
生

き
と
し
た
同
窓
会
活
動
を
行
う
た

め
回
生
代
表
の
方
々
の
努
力
と
協

力
を
期
待
し
て
お
り
ま
す
。
 

一
、
発
足
の
趣
旨
 

　
昨
年
４
月
に
同
窓
清
友
会
が
設

立
さ
れ
た
の
と
軌
を
一
に
し
て
「
ク

ラ
ブ
代
表
会
」
が
発
足
し
、
各
ク

ラ
ブ
O
B
・
O
G
会
の
縦
の
つ
な

が
り
を
生
か
し
同
窓
会
の
年
代
の

幅
を
広
げ
る
こ
と
を
目
的
と
し
た

活
動
を
活
発
に
繰
り
広
げ
て
お
り

ま
す
。
 

二
、
構
成
メ
ン
バ
ー
 

　
現
在
は
次
の
１６
ク
ラ
ブ
O
B
・

O
G
会
（
順
不
同
）
の
代
表
者
に

よ
っ
て
構
成
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
 

（
運
動
部
）
　
陸
上
・
硬
式
テ
ニ

ス
・
軟
式
テ
ニ
ス
・
硬
式
野
球
・

軟
式
野
球
・
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
・
ラ

グ
ビ
ー
・
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
・

器
械
体
操
・
サ
ッ
カ
ー
・
水
泳
・

ワ
ン
ダ
ー
フ
ォ
ー
ゲ
ル
 

（
文
化
部
）
　
コ
ー
ラ
ス
・
ア
ン

サ
ン
ブ
ル
・
ギ
タ
ー
・
落
語
研
究

会
 

三
、
活
動
状
況
 

a
、
発
足
以
来
、
今
日
ま
で
１０
回

に
わ
た
っ
て
会
合
を
開
催
し
、
積

極
的
な
意
見
交
換
、
提
案
、
決
議

な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。
 

b
、
一
つ
は
、
昨
年
の
第
一
回
に

続
い
て
こ
の
会
報
の
2０
ペ
ー
ジ
に

記
載
さ
れ
て
い
る
「
フ
ェ
ス
タ
清

友
」
の
企
画
・
実
施
を
全
員
で
進

め
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
代
表
会

の
下
部
機
関
と
し
て
実
行
委
員
会

を
設
け
、
具
体
的
実
効
的
な
活
動

を
展
開
し
て
い
ま
す
。
 

ｃ
、
次
い
で
、
各
ク
ラ
ブ
O
B
・

O
G
会
の
組
織
化
や
規
約
制
定
、

活
動
推
進
な
ど
に
つ
い
て
相
互
の

情
報
交
換
・
意
見
交
換
を
推
進
し
、

そ
の
実
現
に
向
け
て
取
り
組
ん
で

お
り
ま
す
。
 

四
、
組
織
化
と
新
規
加
入
の
お
す

す
め
 

　
ま
だ
ク
ラ
ブ
O
B
・
O
G
会
を

組
織
化
さ
れ
て
い
な
い
と
こ
ろ
や
、

組
織
化
さ
れ
て
い
て
も
こ
の
代
表

会
に
参
画
さ
れ
て
い
な
い
と
こ
ろ

は
清
友
会
事
務
局
宛
ご
連
絡
い
た

だ
け
る
と
嬉
し
く
存
じ
ま
す
。
 

ク
ラ
ブ
代
表
会
議
長
 

　
高
６
回
　
 
藤
井
　
則
彦
 

振
込
人
数
 

振
込
人
数
 



が
ん
の
診
断
治
療
最
前
線 

　
―
治
る
肺
が
ん
の
見
つ
け
方
、
治
し
方
― 
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高
19
回
　
森
　
正
行
 

ロ
ン
ド
ン
だ
よ
り
 

　
こ
れ
ま
で
英
国
・
ロ
ン
ド
ン
で
の

色
々
な
交
通
事
情
に
つ
い
て
お
伝
え

し
て
き
ま
し
た
が
、
大
事
な
交
通
手

段
を
忘
れ
て
い
ま
し
た
。
そ
れ
は
足

を
使
っ
た
自
転
車
と
徒
歩
。
 

　
昨
年
、
ロ
ン
ド
ン
市
内
で
起
き
た

爆
弾
テ
ロ
で
は
当
日
、
ほ
と
ん
ど
の

公
共
交
通
機
関
が
ス
ト
ッ
プ
し
て
し

ま
い
、
多
く
の
人
が
歩
い
て
帰
宅
。

ま
た
、
翌
日
か
ら
は
自
転
車
で
の
通

勤
通
学
が
一
気
に
増
え
ま
し
た
。
 

　
先
ず
、
「
自
転
車
」
で
す
が
英
国

で
は
交
通
法
規
上
「
車
」
と
い
う
扱

い
な
の
で
、
車
道
を
走
ら
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。
歩
道
を
走
る
と
罰
せ

ら
れ
ま
す
。
夜
間
の
ラ
イ
ト
点
灯
や

ヘ
ル
メ
ッ
ト
の
着
用
は
個
人
の
自
由
。

し
か
し
、
殆
ど
の
人
が
ラ
イ
ト
（
前

方
だ
け
で
な
く
、
後
方
用
の
点
滅
式

の
赤
い
ラ
イ
ト
も
）
を
点
灯
し
、
自

転
車
用
の
ヘ
ル
メ
ッ
ト
を
被
っ
て
い

ま
す
。
 

　
曲
が
る
際
に
は
そ
の
方
向
へ
手
を

伸
ば
し
て
し
っ
か
り
合
図
（
も
し
合

図
せ
ず
車
に
轢
か
れ
た
ら
、
自
転
車

が
悪
い
。
日
本
な
ら
ど
ん
な
場
合
も

車
に
責
任
が
あ
る
）
車
道
を
走
る
か

ら
に
は
自
己
防
衛
が
必
要
で
す
。
そ

ん
な
訳
で
、
小
さ
な
子
供
を
前
後
に

乗
せ
た
マ
マ
チ
ャ
リ
で
お
母
さ
ん
が

買
い
物
に
な
ど
と
い
う
の
は
ま
ず
見

か
け
ま
せ
ん
。
 

　
と
こ
ろ
で
、
自
転
車
の
盗
難
は
ロ

ン
ド
ン
で
は
日
常
茶
飯
事
。
頑
丈
な

鎖
と
鍵
で
鉄
柵
な
ど
に
く
く
り
付
け

な
け
れ
ば
、
い
と
も
簡
単
に
盗
ま
れ

ま
す
。
実
は
、
自
転
車
通
勤
し
て
い

た
我
が
社
の
社
員
が
帰
宅
し
よ
う
と

道
に
置
い
た
自
転
車
に
近
づ
く
と
男

が
鍵
を
か
け
た
鎖
を
い
じ
く
っ
て
い

る
。
「
何
し
て
る
の
？
」
と
聞
い
た

ら
男
は
「
カ
ギ
を
な
く
し
た
の
で
鎖

を
切
ろ
う
と
思
っ
て
」
「
お
い
お
い
！

こ
れ
は
オ
レ
の
自
転
車
だ
」
な
ん
て

ウ
ソ
の
よ
う
な
話
が
。
し
た
が
っ
て
、

通
勤
用
の
自
転
車
を
オ
フ
ィ
ス
の
廊

下
や
部
屋
に
置
い
て
お
く
こ
と
も
よ

く
あ
り
ま
す
。
と
は
い
っ
て
も
み
ん

な
自
転
車
が
好
き
。
健
康
に
い
い
し
、

通
勤
通
学
だ
け
で
な
く
レ
ジ
ャ
ー
に

も
使
う
。
自
転
車
を
電
車
に
乗
せ
て

遊
び
に
行
き
、
サ
イ
ク
リ
ン
グ
し
て

帰
る
小
旅
行
な
ど
に
も
よ
く
出
か
け

ま
す
。
 

　
さ
て
、
英
国
人
の
暮
ら
し
の
中
で
、

「
歩
く
こ
と
」
は
大
き
な
比
重
を
占

め
て
い
ま
す
。
私
の
住
ま
い
の
近
く

に
リ
ッ
チ
モ
ン
ド
・
パ
ー
ク
と
い
う

公
園
が
あ
り
、
野
生
の
鹿
が
い
る
こ

と
で
有
名
で
す
。
と
て
も
広
く
車
で

一
周
す
る
の
に
30
分
も
か
か
る
ほ
ど

で
す
が
、
週
末
に
な
る
と
多
く
の
人

が
こ
の
中
を
散
歩
し
て
い
ま
す
。
公

園
だ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
日
本
で

は
考
え
ら
れ
ま
せ
ん
が
、
ゴ
ル
フ
場

の
コ
ー
ス
の
中
で
も
平
気
で
歩
い
て

い
ま
す
。
ゴ
ル
フ
ァ
ー
も
人
が
い
な

く
な
る
ま
で
プ
レ
イ
を
気
長
に
待
っ

て
い
ま
す
。
で
は
何
故
、
英
国
人
は

歩
く
こ
と
が
大
好
き
な
の
で
し
ょ
う

か
？
一
番
の
理
由
は
お
金
が
か
か
ら

な
い
こ
と
で
し
ょ
う
が
、
単
に
英
国

人
が
ケ
チ
だ
か
ら
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

英
国
に
は
高
い
山
が
な
く
、
ほ
と
ん

ど
が
丘
陵
地
帯
で
覆
わ
れ
て
い
る
こ

と
で
、
ど
こ
に
で
も
「
パ
ブ
リ
ッ
ク
・

フ
ッ
ト
パ
ス
」
（
歩
行
者
用
の
散
歩

道
）
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
フ
ッ
ト
パ

ス
と
表
示
し
て
あ
る
道
は
、
た
と
え

私
有
地
で
あ
っ
て
も
誰
で
も
が
通
行

で
き
る
歩
道
。
し
か
も
法
律
で
「
通

行
の
権
利
」
が
き
ち
ん
と
保
障
さ
れ

て
い
ま
す
。
そ
の
上
、
車
は
通
行
で

き
な
い
の
で
安
全
。
 

　
し
た
が
っ
て
、
ゴ
ル
フ
場
や
牧
場

な
ど
で
誰
も
が
大
手
を
振
っ
て
歩
け

る
の
で
す
。
大
地
が
優
し
く
う
ね
る

丘
陵
地
帯
や
、
野
の
草
花
が
咲
き
乱

れ
る
草
原
を
、
羊
や
牛
と
も
出
会
い

な
が
ら
歩
く
気
分
は
爽
快
そ
の
も
の
。
 

　
英
国
を
旅
し
て
そ
の
魅
力
を
堪
能

し
た
い
な
ら
、
是
非
、
「
自
転
車
や

歩
く
こ
と
」
を
お
す
す
め
し
ま
す
。

そ
う
す
れ
ば
、
英
国
が
き
っ
と
好
き

に
な
る
は
ず
。
（
但
し
、
雨
具
を
忘

れ
ず
に
。
出
来
れ
ば
夏
に
…
冬
は
暗

い
で
す
か
ら
）
 

公
開
セ
ミ
ナ
ー
の
ご
案
内 

　
平
成
19
年
2
月
24
日（
土
） 

 
「
音
楽
の
時
間（
唱
歌
等
の
名
曲
を
歌
う
）」
 

高
31
回
　
中
村
　
佳
世
子 

高
15
回
　
楠
　
洋
子 

　
　
　
（
旧
姓
　
田
林
） 

　
誰
に
で
も
あ
っ
た
小
学
校
の
「
音

楽
の
時
間
」
。
ア
エ
イ
オ
ウ
の
口

の
形
を
描
い
た
絵
。
発
声
の
心
得

を
書
い
た
黒
板
等
を
見
た
記
憶
は

あ
り
ま
せ
ん
か
。
 

子
ど
も
の
頃
の
童
謡
・
唱
歌
は
、

聴
く
だ
け
で
も
楽
し
い
で
す
が
、

み
ん
な
で
歌
え
ば
、
昔
の
教
室
の

風
景
や
先
生
・
友
人
の
姿
ま
で
も

が
、
懐
か
し
く
思
い
出
さ
れ
る
こ

と
で
し
ょ
う
。
 

 
大
阪
及
び
関
西
の
音
楽
教
育
の

父
で
あ
る
永
井
幸
次
先
生
は
、
明

治
39
年
か
ら
昭
和
6
年
ま
で
の

約
23
年
間
、
母
校
の
前
身
で
あ

る
清
水
谷
高
等
女
学
校
で
音
楽
を

教
え
ら
れ
、
そ
の
間
、
音
楽
教
科

書
の
自
主
編
纂
や
幼
稚
園
・
小
学

校
の
歌
唱
教
育
の
改
善
に
も
力
を

注
が
れ
ま
し
た
。
私
の
よ
う
な
浅

学
非
才
の
者
が
申
し
上
げ
る
の
は

恐
縮
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
も
し
永

井
先
生
が
い
ら
っ
し
ゃ
ら
な
け
れ

ば
、
関
西
の
音
楽
教
育
は
大
き
く

遅
れ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま

す
。
清
水
谷
で
の
永
井
先
生
の
熱

血
指
導
ぶ
り
を
、
資
料
に
基
づ
き

振
り
返
り
な
が
ら
、
唱
歌
等
名
曲

の
数
々
を
ご
一
緒
に
楽
し
く
歌
い

た
い
と
思
い
ま
す
。
（
小
学
唱
歌

集
、
尋
常
小
学
唱
歌
集
、
昔
の
音

楽
教
科
書
・
教
材
等
を
展
示
）
 

  
な
お
、
リ
ト
ミ
ッ
ク
と
コ
レ
ペ

テ
ィ
的
観
点
よ
り
と
い
た
し
ま
し

た
の
は
、
今
日
、
音
楽
教
育
の
現

場
で
は
、
楽
器
演
奏
、
ピ
ア
ノ
弾

き
歌
い
、
指
揮
等
の
総
合
的
な
音

楽
能
力
が
益
々
指
導
者
に
求
め
ら

れ
て
き
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な

観
点
か
ら
、
皆
様
の
歌
唱
力
ア
ッ

プ
の
お
手
伝
い
を
少
し
さ
せ
て
い

た
だ
け
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。

今
回
は
そ
ん
な
大
人
の
「
音
楽
の

時
間
」
で
す
。
多
く
の
方
の
ご
参

加
を
心
よ
り
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。
 

 （
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
）
 

大
阪
芸
術
大
学
演
奏
学
科
卒
。
ピ
ア

ニ
ス
ト
さ
ら
に
ソ
プ
ラ
ノ
歌
手
と
し

て
、
ソ
ロ
活
動
や
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
・

合
唱
団
と
の
共
演
を
行
う
ほ
か
、
フ

ル
ー
ト
伴
奏
に
よ
る
日
本
歌
曲
の
野

外
コ
ン
サ
ー
ト
や
ピ
ア
ノ
弾
き
歌
い

等
の
独
自
の
分
野
も
展
開
し
て
い

る
。
ま
た
教
育
の
分
野
で
は
、
大
阪

芸
術
大
学
及
び
短
期
大
学
部
講
師
と

し
て
後
進
の
指
導
に
あ
た
り
、
ま
た

社
会
人
を
対
象
に
リ
ト
ミ
ッ
ク
・
音

楽
教
室
、
合
唱
団
の
指
揮
・
ヴ
ォ
イ

ス
ト
レ
ー
ナ
ー
兼
ピ
ア
ニ
ス
ト
も
務

め
る
。
日
本
ピ
ア
ノ
連
盟
及
び
関
西

歌
曲
研
究
会
会
員
。
 

  

 

―
―
リ
ト
ミ
ッ
ク
と
コ
レ
ペ
テ
ィ
的
観
点
よ
り
―
― 

【
こ
れ
ま
で
の
軌
跡
】
 

　
大
学
時
代
よ
り
、
肺
が
ん
グ
ル

ー
プ
に
属
し
、
肺
が
ん
の
診
断
治

療
の
研
究
に
携
わ
っ
て
き
ま
し

た
。
抗
癌
化
学
療
法
の
分
野
で
今

や
世
界
的
に
有
名
な
福
岡
正
博
先

生
（
現
、
近
大
堺
病
院
院
長
兼
近

大
臨
床
腫
瘍
内
科
教
授
）
に
師
事

し
、
肺
が
ん
の
道
一
筋
で
来
ま
し

た
の
で
一
般
医
師
か
ら
見
る
と
非

常
に
偏
っ
た
知
職
し
か
学
ん
で
こ

な
か
っ
た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

そ
れ
故
か
光
栄
な
こ
と
に
今
年
の

7
月
の
雑
誌
Ａ
Ｅ
Ｒ
Ａ
の
特
集
号

「
が
ん
は
女
医
が
治
す
」
に
、
が

ん
に
関
わ
っ
て
い
る
全
国
の
女
医

の
肺
が
ん
関
連
4
人
の
中
に
選
ば

れ
ま
し
た
。
「
ど
う
し
て
結
婚
し

て
も
公
立
病
院
の
中
で
こ
こ
ま
で

や
っ
て
こ
ら
れ
た
の
か
？
」
と
、

後
輩
の
女
性
医
師
達
に
よ
く
質
問

さ
れ
ま
す
。
主
人
や
子
供
の
容
認

に
甘
え
ら
れ
た
こ
と
も
大
き
い
で

す
が
、
恩
師
を
始
め
グ
ル
ー
プ
の

先
生
方
の
協
力
や
半
分
は
女
性
だ

か
ら
と
の
お
情
け
も
あ
り
、
不
真

面
目
に
も
続
け
ら
れ
た
も
の
と
思

わ
れ
ま
す
。
尊
敬
で
き
る
恩
師
達

に
お
会
い
で
き
た
こ
と
が
仕
事
へ

の
大
き
な
求
心
力
の
1
つ
で
す
。
 

　
医
学
部
卒
業
当
時
、
男
性
は
大

学
で
研
究
を
し
な
け
れ
ば
と
思
い
、

私
は
け
な
げ
に
も
主
人
と
の
生
計

を
立
て
る
た
め
に
ど
こ
か
の
病
院

へ
就
職
を
す
る
予
定
で
し
た
が
、

医
局
に
入
る
と
就
職
ど
こ
ろ
か
、

抗
癌
化
学
療
法
の
臨
床
試
験
の
創

世
期
的
な
仕
事
や
、
呼
吸
器
内
視

鏡
（
気
管
支
鏡
）
検
査
で
の
が
ん

の
診
断
に
真
剣
に
取
り
組
ん
で
お

ら
れ
た
恩
師
の
先
生
方
の
お
仕
事

振
り
に
徐
々
に
魅
せ
ら
れ
て
、
気

が
付
け
ば
”肺
が
ん
バ
カ
“
に
な

っ
て
い
ま
し
た
。
 

　
い
ま
だ
に
気
管
支
鏡
を
握
っ
て

検
査
に
入
り
、
新
た
な
機
器
の
開

発
を
含
む
診
断
・
治
療
が
仕
事
の

中
心
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
さ
ら

に
成
人
病
セ
ン
タ
ー
で
培
っ
た
肺

が
ん
Ｃ
Ｔ
検
診
の
研
究
な
ど
も
含

め
て
、
早
期
肺
が
ん
の
診
断
と
治

療
が
ラ
イ
フ
ワ
ー
ク
に
な
り
ま
し

た
。
 

　
今
回
の
セ
ミ
ナ
ー
で
は
、
悪
性

腫
瘍
の
中
で
も
死
亡
率
が
ト
ッ
プ

の
坐
を
占
め
る
肺
が
ん
に
つ
い

て
、
”
治
る
肺
が
ん
の
見
つ
け
方
、

治
し
方
“
を
中
心
に
お
話
し
す
る

予
定
で
す
。
 

　
少
し
で
も
お
役
に
立
て
る
お
話

が
で
き
る
か
ど
う
か
心
配
で
す
が
、

卒
業
以
来
ご
無
沙
汰
致
し
て
お
り

ま
す
皆
様
方
に
お
会
い
で
き
る
こ

と
を
楽
し
み
に
致
し
て
お
り
ま
す
。
 

 （
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
）
 

1
9
6
3
年
3
月
 

 
大
阪
府
立
清
水
谷
高
等
学
校
卒
業
 

1
9
7
0
年
9
月
　
　
 

 
大
阪
市
立
大
学
医
学
部
卒
業
（
学
園
紛

　
争
で
卒
業
延
期
）
 

1
9
7
1
年
1
月
　
 

 
大
阪
市
立
大
学
医
学
部
附
属
病
院
臨
床

　
研
修
医
 

1
9
8
1
年
6
月
　
　
 

 
同
上
　
医
学
研
究
科
　
助
手
 

1
9
8
4
年
8
月
　
 

 
大
阪
府
立
羽
曳
野
病
院
第
2
内
科
医
長
 

1
9
9
6
年
4
月
　
 

　
大
阪
府
立
成
人
病
セ
ン
タ
ー
　
調
査
部

　
疫
学
課
　
課
長
 

2
0
0
5
年
9
月
　
 

 
独
立
行
政
法
人
国
立
病
院
機
構
近
畿
中
 
 
 

 
央
胸
部
疾
患
セ
ン
タ
ー
 

 
臨
床
研
究
セ
ン
タ
ー
　
政
策
医
療
企
画
 
 

 
研
究
部
　
部
長
 

2
0
0
6
年
5
月
　
 

 
同
上
　
肺
が
ん
検
診
セ
ン
タ
ー
長
兼
任
 

　
現
在
に
至
る
 

そ
の
他
 

　
大
阪
市
立
大
学
医
学
部
臨
床
教
授
 

　
近
畿
大
学
医
学
部
非
常
勤
講
師
 

　
学
会
活
動
多
数
 

主
な
著
書
（
共
著
）
 

「
肺
が
ん
の
診
断
と
治
療
」
 

「
気
管
支
鏡
―
臨
床
医
の
た
め
の
テ
ク
　

　
ニ
ッ
ク
と
画
像
診
断
」
 

「
臨
床
腫
瘍
学
」
改
訂
第
2
版
　
 

「
蛍
光
気
管
支
鏡
」
 

「
肺
が
ん
取
り
扱
い
規
約
」
 

「
肺
が
ん
診
療
と
化
学
療
法
」
 

「
Ｅ
Ｂ
Ｍ
に
よ
る
肺
が
ん
診
療
ガ
イ
ド
ラ

　
イ
ン
」
 

「
低
線
量
Ｃ
Ｔ
に
よ
る
肺
が
ん
検
診
の
手

　
引
き
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
な
ど
 

　
平
成
18
年
11
月
25
日（
土
） 
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前
年
度
の
講
演
要
旨
（
第
２４
回
公
開
セ
ミ
ナ
ー
） 

¡
平
成
平
成
17
年
11
月
26
日（
土
） 

「
チ
ベ
ッ
ト
を
越
え

を
越
え
て
ヒ
マ
ラ
ヤ
へ
」 

　
―
続

　
―
続
・
ヒ
マ
ラ
ヤ
に
魅
せ
ら
れ
て
― 

高
7
回
　
酒
井
　
重
幸 

 

「
心
の
中
に
太
陽
を
」 

　
　
　
高
6
回
　
浜
崎
　
信
子 

 

　
　
1
9
9
0
年
に
始
ま
っ
た
清
友

会
有
志
の
、
美
術
と
グ
ル
メ
の
旅
も
、

回
を
重
ね
て
17
回
目
に
な
っ
た
。
こ

の
長
き
会
の
継
続
を
誰
が
予
測
し
得

た
だ
ろ
う
か
？
そ
の
秘
密
は
ど
こ
に

あ
る
の
だ
ろ
う
か
？
 

　
そ
れ
は
添
乗
員
に
、
「
清
友
会
っ

て
ど
ん
な
会
で
す
か
？
」
と
聞
か
れ
て
、

皆
が
そ
れ
ぞ
れ
に
自
問
自
答
し
た
こ

と
に
集
約
さ
れ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ

う
か
？
 

　
曰
く
、
伝
統
あ
る
旧
制
女
学
校
そ

れ
を
受
け
継
ぐ
高
等
学
校
に
、
共
に

学
ん
だ
誇
り
。
清
く
正
し
く
を
モ
ッ

ト
ー
に
送
っ
た
学
生
生
活
。
友
情
を

育
ん
だ
学
び
舎
へ
の
愛
着
な
ど
な
ど

を
共
有
し
て
い
る
事
に
尽
き
る
と
思
う
。
 

　
と
も
あ
れ
、
同
じ
目
標
に
向
か
っ

て
進
む
力
は
旅
行
に
於
い
て
も
存
分

に
発
揮
さ
れ
る
。
 

　
ま
あ
若
い
と
は
言
い
難
い
参
加
者
が
、

年
令
を
超
越
し
て
、
ま
る
で
少
年
少

女
の
よ
う
に
活
気
に
溢
れ
て
お
し
ゃ

べ
り
し
、
食
事
中
も
笑
い
が
絶
え
な
い
。

助
け
合
い
の
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
も
と
て

も
良
い
。
 

　
だ
か
ら
、
初
め
て
参
加
し
た
人
も
、

10
年
来
の
知
己
の
よ
う
に
う
ち
と
け

て
す
ぐ
に
輪
の
中
に
溶
け
込
め
る
良

さ
は
、
他
に
類
を
見
な
い
？
ほ
ど
で

あ
る
。
 

　
本
題
に
戻
す
と
、
今
回
の
旅
行
は
、

雨
が
最
大
の
難
敵
と
な
っ
た
。
い
つ

も
は
、
我
こ
そ
が
晴
れ
男
・
晴
れ
女

を
自
称
す
る
面
々
に
支
え
ら
れ
、
滅

多
に
傘
な
ど
さ
さ
な
い
が
、
今
回
は
、

世
界
的
な
異
常
気
象
の
影
響
で
、
1
、

2
日
を
除
い
て
殆
ど
が
雨
だ
っ
た
。

そ
の
上
寒
か
っ
た
。
事
実
帰
国
の
日

の
ド
イ
ツ
の
天
気
予
報
で
は
、
夜
に

山
間
部
で
は
雪
に
な
る
と
か
。
 

　
し
か
し
我
々
は
、
毎
日
元
気
に
旅

を
続
け
、
古
い
ロ
ー
マ
時
代
の
面
影

が
残
る
古
都
ト
リ
ア
を
手
始
め
に
、

世
界
遺
産
を
4
つ
も
巡
り
、
大
聖
堂
・

古
城
・
門
・
庭
園
・
美
術
館
・
博
物

館
・
遺
蹟
・
街
並
み
・
グ
ル
メ
な
ど

な
ど
、
古
き
良
き
時
代
か
ら
現
代
ま

で
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
芸
術
・
文
化
を

堪
能
し
た
。
 

　
中
で
も
、
ト
リ
ア
の
中
世
そ
の
ま

ま
の
街
中
に
残
る
、
消
し
炭
の
様
な

黒
い
門
―
ポ
ル
タ
・
ニ
グ
ラ
、
少
し

整
っ
た
絵
画
の
よ
う
な
ル
ク
セ
ン
ブ

ル
グ
の
街
並
み
、
邸
宅
の
外
側
も
内

側
も
す
べ
て
が
ア
ー
ル
ヌ
ー
ヴ
ォ
ー

に
彩
ら
れ
た
、
創
始
者
オ
ル
タ
美
術

館
（
邸
）
で
は
、
誰
も
が
そ
の
美
し

さ
に
魅
せ
ら
れ
て
こ
こ
に
住
み
た
い

と
さ
え
思
っ
た
ほ
ど
だ
っ
た
。
 

　
天
に
向
っ
て
ど
こ
ま
で
も
の
び
て

い
る
ケ
ル
ン
の
大
聖
堂
の
先
端
や
、

内
部
の
天
井
の
ア
ー
チ
を
首
が
痛
く

な
る
ま
で
眺
め
た
り
し
た
。
 

　
ベ
ル
ギ
ー
名
物
の
ム
ー
ル
貝
を
た

ら
ふ
く
賞
味
し
、
両
手
一
杯
の
チ
ョ

コ
レ
ー
ト
の
お
土
産
を
買
っ
た
。
 

　
日
が
照
っ
た
の
は
僅
か
だ
っ
た
が
、

添
乗
員
さ
ん
の
、
皆
さ
ん
の
心
の
中

に
は
い
つ
も
太
陽
が
あ
る
の
が
分
か

り
ま
す
よ
と
い
う
言
葉
に
、
皆
は
頷

い
て
、
楽
し
く
、
つ
つ
が
な
く
旅
を

続
け
た
。
 

　
余
談
だ
が
、
帰
り
の
飛
行
機
の
中

で
ダ
マ
ス
カ
ス
生
ま
れ
、
ロ
ン
ド
ン

在
住
の
シ
リ
ア
人
の
青
年
と
隣
り
合

わ
せ
に
な
っ
た
。
目
が
合
う
と
に
こ

に
こ
し
て
、
窓
を
開
け
て
は
、
外
の

美
し
い
雲
や
景
色
を
見
せ
て
く
れ
た
。

又
、
私
が
両
膝
に
カ
イ
ロ
を
貼
っ
て

る
の
を
見
て
、
ヒ
ー
リ
ン
グ
し
て
あ

げ
よ
う
か
と
数
分
間
目
を
閉
じ
て
そ

こ
に
両
手
を
か
ざ
し
て
く
れ
た
。
ど

う
だ
と
聞
く
の
で
少
し
ク
ー
ル
に
な

っ
た
よ
う
だ
と
答
え
る
と
、
笑
顔
で

頷
い
た
。
と
て
も
優
し
い
目
を
し
た

青
年
だ
っ
た
。
ま
た
一
つ
旅
の
思
い

出
が
増
え
た
。
 

　
全
員
が
無
事
に
旅
を
終
え
た
事
に
、

ベ
ル
ギ
ー
ビ
ー
ル
で
乾
杯
！
 

 

　
ネ
パ
ー
ル
か
ら
の
エ
ベ
レ
ス

ト
が
正
面
か
ら
の
姿
と
す
る
な

ら
ば
、
反
対
側
は
中
国
・
チ
ベ

ッ
ト
か
ら
の
壮
大
な
北
壁
で
す
。

平
成
１５
年
１１
月
に
「
ヒ
マ
ラ

ヤ
に
魅
せ
ら
れ
て
」
と
い
う
テ

ー
マ
で
ス
ラ
イ
ド
を
中
心
に
過

去
三
度
の
ヒ
マ
ラ
ヤ
ト
レ
ッ
キ

ン
グ
紀
行
を
聞
い
て
い
た
だ
き

ま
し
た
が
、
今
回
は
エ
ベ
レ
ス

ト
北
壁
を
目
指
し
、
ラ
サ
（
チ

ベ
ッ
ト
）
か
ら
カ
ト
マ
ン
ズ
（
ネ

パ
ー
ル
）
ま
で
ラ
ン
ド
ク
ル
ー

ザ
ー
で
行
く
千
粁
米
超
の
旅
日

記
で
す
。
 

　
平
成
１７
年
５
月
２４
日
出
発

の
今
回
の
旅
の
始
ま
り
は
、
い

き
な
り
高
度
調
整
で
す
。
ラ
サ

か
ら
の
平
均
４
、
５
０
０
０
米

の
高
地
、
高
山
病
対
策
で
す
。

高
山
病
と
は
や
っ
か
い
な
病
？

で
原
因
は
単
に
酸
素
不
足
で
す

が
、
そ
の
症
状
は
様
々
で
す
。

普
通
は
目
眩
、
頭
痛
、
倦
怠
感

…
で
す
が
、
死
に
到
る
こ
と
も

あ
る
よ
う
で
す
。
そ
の
対
策
は

と
い
う
と
こ
れ
と
い
う
も
の
は

あ
り
ま
せ
ん
。
一
般
に
は
大
き

な
呼
吸
を
し
、
ゆ
っ
く
り
と
歩

き
、
水
を
多
く
と
る
…
の
程
度

で
す
が
、
今
回
の
仲
間
５
人
（
内

女
性
１
人
）
は
そ
れ
ぞ
れ
自
分

な
り
の
対
応
を
出
発
前
か
ら
持

っ
て
い
た
よ
う
で
す
。
日
本
で

お
医
者
さ
ん
か
ら
体
内
で
酸
素

を
作
る
薬
（
そ
ん
な
薬
が
あ
る

よ
う
で
す
）
を
持
参
、
風
船
を

ふ
く
ら
ま
せ
る
呼
吸
法
等
様
々

で
す
。
私
は
過
去
三
度
の
経
験

を
想
い
出
し
、
特
に
神
経
質
に

な
ら
な
い
よ
う
心
掛
け
ま
し
た
。

た
だ
ガ
イ
ド
さ
ん
か
ら
の
禁
酒

令
に
は
従
わ
ざ
る
を
得
ま
せ
ん

で
し
た
。
 

　
早
速
そ
の
対
応
と
し
て
２
日

間
、
中
国
最
大
の
湖
で
あ
る
青

海
湖
（
３
、
１
５
０
米
）
を
た

ず
ね
る
ド
ラ
イ
ブ
に
出
発
し
ま

し
た
。
途
中
４
、
８
５
０
米
の

砂
漠
の
峠
を
通
過
、
早
く
も
そ

の
症
状
に
お
そ
わ
れ
る
人
が
出

ま
し
た
。
そ
れ
に
し
て
も
遠
々

と
続
く
広
大
な
原
野
、
点
々
と

し
た
ひ
つ
じ
と
ヤ
ク
の
群
、
ネ

パ
ー
ル
と
は
違
っ
た
中
国
の
底

深
さ
を
い
き
な
り
見
せ
つ
け
ら

れ
ま
し
た
。
 

　
２７
日
は
空
路
ラ
サ
へ
一
気
に

移
動
、
チ
ベ
ッ
ト
入
り
で
す
。

も
う
一
段
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
し
た

高
度
調
整
で
す
。
３
、
７
０
０

米
の
ラ
サ
の
空
の
青
さ
と
強
烈

な
日
射
し
は
聞
く
に
あ
ま
り
あ

る
も
の
で
す
。
世
界
遺
産
ポ
タ

ラ
宮
に
代
表
さ
れ
る
都
市
は
、

寺
院
で
は
、
ダ
ラ
イ
ラ
マ
を
拝

み
五
体
投
地
で
身
を
捧
げ
る
人
々

が
絶
え
ま
せ
ん
。
折
し
も
２
０

０
５
年
は
１
９
６
５
年
に
チ
ベ

ッ
ト
自
治
区
が
独
立
し
て
４０

年
の
節
目
の
年
と
あ
っ
て
寺
院

の
改
築
他
中
国
政
府
の
力
の
入

れ
よ
う
は
す
ご
い
も
の
で
す
。

し
か
し
こ
の
間
チ
ベ
ッ
ト
の
人
々

は
ダ
ラ
イ
１４
世
の
亡
命
に
悲

し
み
、
歴
史
と
文
化
を
血
み
ど

ろ
で
守
っ
て
き
た
の
で
し
ょ
う
。

今
も
１４
世
は
イ
ン
ド
の
地
で

祖
国
の
人
々
の
幸
せ
を
祈
っ
て

い
ま
す
。
 

　
ポ
タ
ラ
宮

の
一
番
高
い

所
は
富
士
山

の
高
さ
で

す
。
半
日
の

参
拝
は
ち
ょ

っ
と
し
た
ト

レ
ッ
キ
ン
グ

で
す
。
 

２９
日
に
は

ナ
ム
ッ
オ
に

あ
る
、
４
、

７
０
０
米
の

世
界
最
高
湖

へ
と
出
掛
け

た
。
途
中
、

５
、
１
０
０

米
を
超
え
る

峠
を
通
過
、
調
整
は
着
実
に
進

み
ま
し
た
。
周
囲
に
７
、
０
０

０
米
の
山
々
を
仰
ぐ
天
空
の
湖

で
す
。
往
路
、
帰
路
共
、
完
成

寸
前
の
チ
ン
ザ
ン
鉄
道
の
建
設

を
車
窓
か
ら
眺
め
る
事
が
出
来

ま
し
た
。
ゴ
マ
粒
の
様
に
働
く

人
々
の
姿
が
印
象
的
で
し
た
。

２
０
０
７
年
夏
に
は
北
京
か
ら

ラ
サ
迄
４８
時
間
の
鉄
道
が
完

成
す
る
総
工
費
４
、
２
０
０
億
。

１
、
９
５
６
粁
米
に
及
ぶ
中
国

国
家
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
、
西
部
大

開
発
の
一
端
で
す
。
５
〜
１０

年
後
に
は
こ
の
列
車
で
旅
行
社

の
ツ
ア
ー
が
組
ま
れ
て
い
る
こ

と
で
し
ょ
う
。
し
か
し
こ
こ
で

も
高
度
、
気
温
マ
イ
ナ
ス
４０

度
、
酸
素
５０
％
の
ク
リ
ア
ー

が
必
要
と
の
こ
と
で
す
。
こ
の

巨
大
開
発
の
狙
い
は
観
光
か
資

源
開
発
か
、
は
た
ま
た
軍
事
か
、

い
ず
れ
中
国
の
将
来
に
大
き
な

影
響
を
及
ぼ
す
こ
と
で
し
ょ
う
。
 

　
３１
日
い
よ
い
よ
北
壁
へ
の

出
発
で
す
。
２
台
の
ト
ヨ
タ
ラ

ン
ド
ク
ル
ー
ザ
ー
は
現
地
で
も

絶
対
の

信
頼
を

得
て
い

る
よ
う

で
す
。

ス
タ
ー

ト
ま
も

な

く

５
、
０

０
０
米

級
の
カ

ン

パ

ラ
、
カ

ロ
ラ
峠

を
経
て

巨
大
湖

ヤ
ム
ド

ゥ
ク
湖

畔
を
進

み
最
初
の
町
ギ
ャ
ン
ツ
ェ
入
り

し
た
。
１
９
０
３
年
イ
ギ
リ
ス

軍
の
侵
入
で
た
っ
た
３
ヶ
月
で

敗
北
し
た
城
壁
の
み
が
歴
史
の

臭
い
を
残
し
て
い
ま
し
た
。
 

　
こ
の
日
６９
才
の
誕
生
日
を

感
謝
し
、
チ
ベ
ッ
ト
最
大
の
仏

塔
、
パ
ン
コ
ル
チ
ョ
ル
テ
ン
に

そ
っ
と
掌
を
合
わ
せ
ま
し
た
。

そ
し
て
次
第
に
近
ず
く
エ
ベ
レ

ス
ト
を
目
指
し
シ
ガ
ッ
エ
、
シ

ャ
カ
ー
ル
の
町
へ
と
進
み
ま
す
。

こ
こ
ま
で
く
る
と
峠
で
は
遙
か

に
ヒ
マ
ラ
ヤ
山
系
の
姿
が
垣
間

見
え
ま
す
。
茶
緑
紫
色
の
無
機

質
の
山
々
、
川
で
途
切
れ
る
道

を
ク
ル
ー
ザ
ー
は
黙
々
と
進
み

ま
す
。
突
如
、
山
間
が
開
け
、

８
、
８
４
４
米
の
エ
ベ
レ
ス
ト

が
現
れ
ま
し
た
。
そ
の
巨
大
な

姿
は
ネ
パ
ー
ル
側
よ
り
も
も
っ

と
間
近
で
大
き
い
も
の
で
し
た
。

ベ
ー
ス
キ
ャ
ン
プ
迄
の
１０
粁

米
は
、
も
は
や
車
の
通
行
は
不

可
で
す
。
往
路
は
馬
車
、
帰
路

は
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
と
し
ま
し
た
。

目
の
前
に
写
真
で
見
た
北
壁
の

イ
エ
ロ
ー
バ
ン
ド
と
呼
ば
れ
る

黄
色
い
帯
状
の
筋
、
２
億
年
前
、

海
中
の
石
灰
石
（
サ
ン
ゴ
）
が

作
り
出
し
た
も
の
で
す
。
い
つ

の
間
に
か
シ
ャ
ッ
タ
ー
を
押
し

続
け
て
い
ま
し
た
。
夕
暮
れ
の

紫
に
染
ま
る
姿
を
い
つ
ま
で
も

見
続
け
ま
し
た
。
ベ
ー
ス
キ
ャ

ン
プ
の
小
屋
で
は
ガ
イ
ド
の
指

示
で
枕
元
に
酸
素
ボ
ン
ベ
が
用

意
さ
れ
ま
し
た
。
使
用
す
る
こ

と
は
な
か
っ
た
が
夢
か
朧
の
一

夜
で
し
た
。
帰
途
の
小
さ
な
町

テ
ィ
ン
リ
ー
で
は
遠
く
夕
日
に

映
え
る
エ
ベ
レ
ス
ト
に
名
残
り

を
惜
し
み
、
６
月
５
日
に
は
ネ

パ
ー
ル
と
の
境
界
の
町
へ
と
３
、

０
０
０
米
を
一
気
に
急
降
下
で

す
。
 

　
そ
し
て
１
、
０
０
０
粁
を
完

走
し
て
く
れ
た
３
人
の
助
っ
人

に
感
謝
し
友
好
の
橋
の
向
こ
う

に
出
迎
え
て
く
れ
た
ネ
パ
ー
ル

の
友
へ
と
急
ぎ
ま
し
た
。
 

　
終
わ
り
に
「
あ
な
た
は
何
故

そ
ん
な
に
ヒ
マ
ラ
ヤ
に
魅
せ
ら

れ
る
の
で
す
か
」
と
よ
く
質
問

を
受
け
ま
す
。
そ
れ
は
や
っ
ぱ

り
、
誰
か
が
言
っ
た
 

"Because  it  is  there"

で
す
。
 

美
術
と
グ
ル
メ
の
旅 

平
成
17
年
11
月
26
日（
土
） 

「
チ
ベ
ッ
ト
を
越
え
て
ヒ
マ
ラ
ヤ
へ
」 

　
―
続
・
ヒ
マ
ラ
ヤ
に
魅
せ
ら
れ
て
― 
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平
成
18
年
2
月
25
日（
土
） 

『
中
小
企
業
経
営
を
と
り
ま
く
諸
問
題
』 

　
生
き
残
る
た
め
の
経
営
戦
略
か
ら 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
事
業
承
継
ま
で 

高
22
回
　
日
根
野
　
文
三 

企画・案内江口善之（高8回） 

ドナウの真珠 
  ブタペストを中心に魅惑の中欧を巡る 

　清友会有志による「ユニークな海外旅行」は、ありきたりのパック旅行では行かないが、有意義な見
学先を求めてヨーロッパの各地を１０数年にわたって巡ってきました。 
　それは遺跡、神殿、円形劇場、闘技場、聖堂、修道院、城塞、宮殿などの建造物、大小の美術館の見学の
みならず、氷河やアルプスの高原や河川などの自然美を愛で夜はオペラ、バレー、コンサート、ミュージ
カル、フラメンコ、ファドなどを楽しんできました。 
　ところで平成１９年度は中欧のハンガリー、チェコ、スロバキアの各地を巡ることにしました。主な見
学先や日程等は下記のとおりですが、ドナウ河畔のブタペスト、プラハの大都市や民族色豊かな各地の
小都市や村落、田園地帯はきっと皆様方を魅了することでしょう。特筆すべきはハンガリーでは民族舞踊、
チェコではギニョールの鑑賞もスケジュールに入っていることです。 

一
、
日
根
野
公
認
会
計
士
事

　
　
務
所
の
事
業
継
承
談
 

　
昭
和
五
八
年
に
父
が
亡
く

な
り
、
朝
日
監
査
法
人
（
現

あ
ず
さ
監
査
法
人
）
を
急
遽

退
職
し
、
事
務
所
を
引
き
継

い
だ
が
、
当
時
の
顧
問
先
は
、

法
人
七
社
、
個
人
約
二
〇
社

程
度
で
、
す
べ
て
父
の
顧
客

で
あ
っ
た
た
め
全
員
年
上
の

方
ば
か
り
で
、
ビ
ジ
ネ
ス
を

初
め
社
会
的
な
こ
と
も
教
え

て
い
た
だ
い
て
い
る
の
に
顧

問
料
を
頂
戴
す
る
と
い
う
時

代
が
暫
く
続
い
た
。
ま
た
、

税
務
調
査
で
、
会
社
の
規
模

に
比
べ
、
関
わ
っ
て
い
る
私

が
若
い
の
で
、
税
務
署
の
人

に
、
「
先
生
は
来
ら
れ
ま
す

か
」
と
尋
ね
ら
れ
、
「
私
で

す
」
と
答
え
る
よ
う
な
こ
と

も
あ
っ
た
。
事
務
所
の
財
政

状
態
は
逼
迫
し
て
お
り
、
新

規
顧
問
先
獲
得
に
向
け
て
必

死
で
、
ま
ず
人
に
会
っ
て
話

を
し
、
信
頼
を
得
、
一
人
の

お
客
様
の
後
ろ
に
は
三
人
位

の
お
客
様
が
こ
ち
ら
を
見
て

お
ら
れ
る
と
意
識
し
て
臨
ん

で
い
た
。
お
か
げ
様
で
着
実

に
顧
客
数
が
増
え
、
事
務
所

の
規
模
も
大
き
く
な
り
、
現

況
は
、
①
現
顧
客
の
仕
事
を

確
実
に
実
行
　
②
自
分
の
ス

キ
ル
を
部
下
に
移
行
　
③
自

分
は
情
報
収
集
に
専
念
　
④

学
術
専
門
書
を
休
日
に
読
む

と
い
う
状
態
で
あ
る
。
 

二
、
中
小
企
業
の
事
業
継
承

　
　
の
最
重
要
点
 

　
こ
れ
に
関
し
て
は
、
「
継

承
者
が
自
分
の
意
思
で
事
業

を
継
ぐ
」
と
い
う
事
実
が
最

も
大
事
と
い
う
一
言
に
尽
き

る
。
中
小
企
業
経
営
者
（
創

業
者
）
は
概
ね
、
戦
後
焼
け

野
原
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
、
貧

困
の
中
、
国
の
経
済
成
長
と

共
に
走
り
続
け
、
工
場
・
家
・

車
を
所
有
し
、
少
々
の
失
敗

に
も
屈
せ
ず
が
む
し
ゃ
ら
に

生
き
て
き
た
。
一
方
、
継
承

者
は
、
そ
の
土
台
の
上
に
最

初
か
ら
立
ち
、
周
囲
か
ら
は

更
な
る
発
展
を
期
待
さ
れ
て

い
る
と
い
う
ケ
ー
ス
が
多
い
。

一
般
論
で
は
あ
る
が
、
事
業

継
承
者
に
は
「
決
断
と
実
行
」

の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
早
く
か

ら
体
験
さ
せ
失
敗
し
て
も
起

き
上
が
れ
る
バ
イ
タ
リ
テ
ィ

の
育
成
が
重
要
で
あ
る
。
そ

の
た
め
に
は
で
き
る
だ
け
早

く
最
高
責
任
者
に
就
任
さ
せ

る
、
そ
れ
が
不
可
能
な
ら
、

別
会
社
を
設
立
し
て
そ
こ
の

社
長
に
す
る
か
、
地
方
担
当

と
し
て
厳
格
な
責
任
を
持
た

せ
、
『
資
金
調
達
を
自
分
で

さ
せ
る
』
の
が
最
も
大
事
で

あ
る
。
つ
ま
り
「
決
断
と
実

行
」
を
自
分
の
も
の
に
さ
せ

る
と
い
う
こ
と
で
、
こ
の
前

提
と
し
て
冒
頭
の
「
自
分
の

意
思
で
継
ぐ
」
と
い
う
事
実

の
重
み
が
必
要
に
な
っ
て
く

る
。
こ
れ
を
意
識
し
て
お
か

な
い
と
、
順
境
の
と
き
は
良

い
が
、
逆
境
に
入
る
と
踏
ん

張
れ
な
く
な
る
。
私
自
身
の

体
験
か
ら
言
え
ば
、
父
の
後

ろ
に
付
い
て
家
業
を
手
伝
っ

て
い
た
十
年
間
の
こ
と
は
あ

ま
り
記
憶
に
な
く
、
引
き
継

い
で
改
め
て
「
ハ
ン
コ
を
押

す
」
こ
と
の
重
大
さ
、
「
す

べ
て
の
責
任
は
自
分
に
あ
る
」

と
い
う
事
実
の
重
さ
が
分
か

っ
た
。
つ
ま
り
竹
刀
に
よ
る

剣
道
と
、
真
剣
に
よ
る
勝
負

は
全
く
違
う
の
で
あ
る
。
成

功
し
て
も
失
敗
し
て
も
自
信

に
繋
が
っ
て
い
く
の
が
実
感

さ
れ
る
。
通
常
、
事
業
継
承

問
題
と
い
え
ば
、
株
式
の
引

継
ぎ
や
、
相
続
税
対
策
な
ど

が
取
り
上
げ
ら
れ
る
が
、
今

述
べ
た
こ
と
に
比
べ
れ
ば
、

次
元
も
異
な
る
内
容
で
は
あ

る
が
、
一
番
の
根
本
と
な
る

意
識
の
問
題
で
あ
り
、
核
に

な
る
問
題
だ
と
思
わ
れ
る
。
 

三
、
中
小
企
業
の
問
題
点
に

つ
い
て
 

①
気
付
方
法
　
②
解
決
の
優

先
順
位
の
付
け
方
 

　
経
営
者
は
自
社
の
問
題
点

に
気
が
つ
い
て
そ
れ
を
明
確

化
し
、
限
り
あ
る
ヒ
ト
・
モ

ノ
・
カ
ネ
を
合
理
的
に
投
入

し
て
問
題
解
決
に
努
め
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。
数
字
を
よ

く
把
握
し
、
例
え
ば
、
新
製

品
の
ヒ
ン
ト
が
不
足
し
て
い

れ
ば
、
大
会
社
で
は
、
新
規

開
発
を
自
社
で
行
い
製
品
完

成
ま
で
外
部
に
漏
ら
さ
ず
に

完
結
さ
せ
た
り
、
中
小
企
業

で
は
、
研
究
開
発
の
ヒ
ン
ト

を
外
部
に
求
め
代
価
を
支
払

う
な
ど
し
て
、
常
に
新
し
い

試
み
を
継
続
し
て
い
く
必
要

が
あ
る
。
次
に
具
体
的
に
製

品
化
さ
れ
れ
ば
、
外
国
と
技

術
提
携
・
補
助
金
問
題
・
ま

た
、
流
通
の
無
駄
を
で
き
る

だ
け
省
く
な
ど
、
気
付
か
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
問
題
は
限

り
な
く
存
在
す
る
。
そ
し
て
、

問
題
に
気
付
け
ば
次
に
そ
の

解
決
の
優
先
順
位
を
つ
け
る

必
要
が
あ
る
。
①
売
上
不
足

②
原
価
引
下
げ
③
経
費
削
減

④
そ
の
他
　
の
ど
こ
に
問
題

が
あ
る
の
か
、
「
経
営
計
画
」

「
実
績
」
「
予
算
編
成
」
な

ど
様
々
な
ツ
ー
ル
を
使
い
比

較
し
て
、
会
社
を
い
ろ
ん
な

角
度
か
ら
見
直
し
て
い
け
ば
、

自
ず
と
優
先
順
位
が
決
ま
っ

て
く
る
。
ま
た
、
そ
の
他
の

問
題
と
し
て
、
特
に
中
小
企

業
向
け
で
は
あ
る
が
、
組
織

が
問
題
に
な
っ
て
い
る
場
合

が
あ
る
。
①
一
族
の
能
力
だ

け
で
や
っ
て
い
る
よ
う
な
ケ

ー
ス
で
、
こ
れ
で
も
良
い
が
、

新
し
い
血
を
入
れ
る
必
要
が

あ
る
。
ま
た
、
各
部
署
で
従

業
員
の
頭
を
使
わ
せ
る
た
め

に
、
あ
る
方
向
性
を
示
し
て
、

リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
で
引
っ
張

り
、
成
果
を
上
げ
る
と
い
う

ケ
ー
ス
も
あ
る
。
リ
ー
ダ
ー

シ
ッ
プ
が
う
ま
く
発
揮
さ
れ

る
た
め
に
は
、
人
格
・
知
識
・

技
術
の
優
位
性
が
求
め
ら
れ
、

こ
れ
に
、
「
ほ
う
・（
報
告
）

れ
ん
（
連
絡
）
そ
う
（
相

談
）
」
が
う
ま
く
機
能
し
て

い
る
の
が
望
ま
し
い
組
織
の

在
り
方
と
い
え
る
。
 

四
、
中
小
企
業
の
今
後
と
結
び
 

　
好
景
気
に
な
っ
て
き
た
と

は
い
え
、
ま
だ
ま
だ
マ
ダ
ラ

色
で
あ
り
、
ト
レ
ン
ド
を
捕

ま
え
て
、
陽
の
当
る
場
所
に

走
り
こ
ま
な
け
れ
ば
生
き
残

れ
な
い
。
そ
の
た
め
に
は
常

に
情
報
収
集
に
努
め
、
各
製

品
を
丁
寧
に
検
証
す
る
と
い

う
日
々
の
細
か
な
積
み
重
ね

が
大
事
で
あ
る
。
 

　
今
ま
で
こ
の
仕
事
に
携
わ

っ
て
い
ろ
ん
な
会
社
を
見
せ

て
い
た
だ
け
た
こ
と
は
非
常

に
貴
重
か
つ
興
味
深
い
経
験

で
あ
っ
た
し
、
今
後
新
し
い

時
代
、
新
し
い
経
営
者
を
見

せ
て
い
た
だ
け
る
こ
と
を
楽

し
み
に
し
て
い
る
次
第
で
あ

る
。
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八
潮
会 

回
生
だ
よ
り 

　
　
　
本
41
回
　
梶
田
　
幸
子
 

　
今
年
、
傘
寿
を
迎
え
る
私
達

で
す
。
４
月
１３
日
、
ザ
・
リ
ッ

ツ
・
カ
ー
ル
ト
ン
大
阪
に
、
３８

名
が
集
ま
り
ま
し
た
。
足
が
痛

い
の
腰
が
痛
い
の
と
言
い
な
が

ら
も
、
元
気
な
お
声
が
飛
び
交

い
ま
す
。
 

　
卒
業
以
来
６２
年
、
夫
々
の
運

命
を
生
き
抜
い
て
、
立
派
に
役

目
を
果
た
さ
れ
た
皆
様
の
お
顔

は
、
お
だ
や
か
で
、
や
さ
し
く

て
、
自
信
に
あ
ふ
れ
て
い
ら
っ

し
ゃ
る
よ
う
に
も
思
え
ま
し
た
。
 

　
み
ん
な
若
い
で
す
。
来
た
く

て
も
来
れ
な
い
方
や
、
先
立
っ

て
し
ま
わ
れ
た
方
々
の
事
を
思

う
と
、
集
う
こ
と
の
で
き
た
私

達
は
、
幸
せ
者
で
す
。
ホ
テ
ル

の
ス
タ
ッ
フ
の
暖
か
い
心
遣
い

も
嬉
し
く
て
、
あ
っ
と
い
う
間

の
３
時
間
で
ご
ざ
い
ま
し
た
。

来
年
も
、
健
や
か
で
会
い
た
い

と
の
願
い
を
込
め
て
、
「
幸
の

花
」
の
替
え
歌
を
う
た
い
、
校

歌
も
歌
い
上
げ
た
あ
と
、
い
い

顔
を
し
て
、
千
葉
様
の
カ
メ
ラ

に
収
ま
り
ま
し
た
。
片
岡
様
、

千
葉
様
に
写
し
て
頂
い
た
ス
ナ

ッ
プ
が
、
清
水
谷
の
思
い
出
の

一
ペ
ー
ジ
と
し
て
、
又
、
残
り

ま
し
た
。
 

　
次
は
、
七
夕
旅
行
の
案
内
が

届
い
て
い
ま
す
。
７
月
４
日
か

ら
６
日
の
予
定
で
、
南
信
州
ま

で
連
れ
て
下
さ
る
そ
う
で
す
。

天
竜
下
條
温
泉
の
「
月
下
美
人
」

と
南
知
多
温
泉
郷
の
「
源
氏
香
」

に
泊
ま
る
と
か
、
途
中
、
ご
病

気
の
小
園
様
に
お
会
い
す
る
計

画
も
入
れ
て
お
ら
れ
る
よ
う
で
、

幹
事
さ
ん
は
大
変
！
杖
を
つ
い

た
り
、
ベ
ッ
ド
で
し
か
寝
め
な

い
者
が
ふ
え
て
、
旅
行
社
の
方

も
ホ
テ
ル
選
び
が
大
変
で
す
。

で
も
、
毎
年
お
世
話
願
っ
て
る

の
で
、
安
心
し
て
参
加
で
き
ま

す
。
そ
の
為
に
は
、
一
人
一
人

体
調
を
整
え
て
お
か
な
く
て
は

…
。
今
年
も
仲
間
に
入
れ
て
も

ら
え
る
か
な
と
、
少
し
ば
か
り

不
安
な
の
は
、
や
は
り
歳
で
し

ょ
う
ね
。
秋
に
は
、
爽
風
会
と

し
て
も
集
ま
り
ま
す
。
 

　
出
掛
け
る
機
会
を
与
え
て
頂

け
る
事
に
感
謝
し
、
自
分
自
身

の
健
康
に
感
謝
し
、
周
囲
の
理

解
、
支
え
に
も
感
謝
し
つ
つ
、

も
う
暫
く
は
元
気
で
居
り
た
い

８０
歳
で
す
。
 

愛
し
き
会 

み
の
り
会 

い
づ
み
会
 

　
　
　
本
39
回
　
岩
田
　
郁
子
 

　
年
に
一
度
の
ク
ラ
ス
会
で
す

が
、
今
年
は
参
加
者
が
少
な
く

６
名
と
な
り
ま
し
た
。
そ
れ
で

も
再
会
を
喜
び
、
５
月
１０
日
、

小
雨
降
る
新
緑
の
沿
道
を
楽
し

み
な
が
ら
、
一
路
有
馬
「
瑞
苑
」

へ
と
向
か
い
ま
し
た
。
緑
一
色

の
庭
園
の
中
で
一
際
赤
い
紅
葉

や
、
池
の
大
き
な
緋
鯉
も
去
年

の
ま
ま
の
姿
で
私
達
を
迎
え
て

く
れ
ま
し
た
。
香
の
た
ち
こ
め

た
宿
の
美
し
い
事
、
落
ち
着
い

た
雰
囲
気
の
中
で
、
抹
茶
と
和

菓
子
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
先

に
お
風
呂
を
と
い
う
事
で
、
有

馬
名
物
の
温
泉
に
入
り
、
あ
と

は
食
事
で
す
。
足
の
悪
い
方
も

あ
り
、
椅
子
席
を
用
意
し
て
下

さ
い
ま
し
た
。
次
か
ら
次
へ
と

出
る
芸
術
的
な
日
本
料
理
に
、

話
が
は
ず
み
、
時
の
経
つ
の
を

忘
れ
る
程
で
し
た
。
福
井
の
方

は
、
神
戸
の
娘
さ
ん
の
所
へ
お

泊
ま
り
な
ど
、
そ
れ
ぞ
れ
再
会

を
約
束
し
て
、
帰
路
に
着
き
ま

し
た
。
 

　
６０
年
数
年
続
き
ま
し
た
「
愛

し
き
会
」
も
一
応
今
年
で
解
散

と
い
う
事
に
な
り
ま
し
た
。
皆

様
方
と
又
お
会
い
す
る
事
も
あ

り
ま
し
ょ
う
。
お
元
気
に
お
過

ご
し
下
さ
い
ま
せ
。
 

 　
新
緑
の
有
馬
に
集
う
八
十
の
友
 

 

　
　
　
本
43
回
　
中
谷
　
等
子
 

 

喜
寿
を
迎
え
て
 

　
　い
よ
い
よ
強
い
同
級
生
の
絆
 

　
　
　
本
44
回
　
生
駒
　
節
子
 

 
◆
喜
寿
記
念
ア
ル
バ
ム
の
作
製

　
清
水
谷
ブ
ル
ー
の
表
紙
を
開

く
と
校
門
か
ら
の
桜
の
坂
道
、

合
格
発
表
風
景
、
お
か
っ
ぱ
の

一
年
生
、
戦
時
体
制
下
全
国
同

一
制
服
の
ヘ
チ
マ
衿
の
上
衣
に

フ
レ
ヤ
ー
ス
カ
ー
ト
の
二
年
生
、

ス
カ
ー
ト
が
モ
ン
ペ
に
変
わ
っ

た
三
年
生
、
勤
労
動
員
の
工
場

で
の
作
業
衣
姿
の
四
年
生
と
い

う
各
学
年
の
学
級
写
真
、
造
兵

工
廠
で
の
旋
盤
作
業
の
貴
重
な

資
料
写
真
が
つ
づ
き
ま
す
。
 

　
終
戦
翌
年
の
卒
業
後
か
ら
毎

年
の
同
期
会
の
写
真
で
は
や
っ

と
粧
え
る
世
に
な
っ
て
、
羽
織

や
袖
丈
の
変
化
、
洋
服
の
デ
ザ
 

　
　
　
　
本
40
回
　
本
田
　
博
子
 

 　
本
科
４０
回
（
み
の
り
会
）
は

昭
和
１３
年
入
学
。
１６
年
第
二
次

世
界
大
戦
開
戦
。
１８
年
卒
業
。

女
子
挺
身
隊
。
進
学
し
た
者
は

学
徒
報
国
隊
と
し
て
、
お
国
の

た
め
に
働
き
、
空
襲
で
家
を
焼

か
れ
機
銃
掃
射
に
あ
い
、
生
き

の
び
て
昭
和
２０
年
８
月
終
戦
。

青
春
時
代
を
戦
争
と
共
に
生
き

た
世
代
。
 

　
初
代
校
長
大
村
先
生
の
か
か

げ
ら
れ
た
「
愛
と
恕
」
。
校
訓

「
誠
実
。
質
素
。
勤
勉
」
を
真

面
目
に
生
き
た
。
戦
後
６０
年
。

様
々
な
経
験
を
の
り
こ
え
て
満

８０
歳
を
迎
え
た
今
は
。
今
で
も

生
涯
現
役
と
し
て
日
本
は
も
と

よ
り
、
海
外
で
で
も
活
躍
中
の

３
名
を
紹
介
し
ま
す
。
 

○
牧
田
葉
子
さ
ん
。
恕
葉
会
代

表
「
愛
す
る
日
本
を
、
和
の
心

で
箏
（
コ
ト
）
を
奏
で
、
美
し

い
日
本
の
歌
を
謳
っ
て
交
流
す

る
」
を
モ
ッ
ト
ー
。
 

　
１
９
７
９
年
兵
庫
県
国
際
交

流
並
び
に
、
エ
メ
ッ
ク
ス
国
際

会
議
に
参
加
以
来
、
環
太
平
洋
、

環
日
本
海
、
兵
庫
県
姉
妹
提
携

友
好
諸
国
を
は
じ
め
、
北
半
球
、

南
半
球
の
数
十
カ
国
を
訪
問
。

各
種
フ
ォ
ー
ラ
ム
、
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
、
チ
ャ
リ
テ
ィ
、
レ
セ
プ

シ
ョ
ン
で
和
楽
器
、
箏
を
演
奏
。

カ
ー
ネ
ギ
ー
ホ
ー
ル
で
も
演
奏

し
た
。
そ
の
間
グ
リ
ー
ン
リ
ボ

ン
賞
受
賞
。
 

　
日
本
国
内
で
は
阪
神
淡
路
大

震
災
復
興
支
援
、
J
R
尼
崎
脱

線
事
故
被
災
者
義
援
、
交
通
遺

児
を
励
ま
す
催
し
、
淡
路
人
形

浄
瑠
璃
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
公
演
に

参
加
。
「
高
齢
者
を
元
気
に
　

楽
し
く
」
と
「
グ
リ
ー
ン
サ
ー

ク
ル
」
を
主
催
す
る
な
ど
数
限

り
な
い
八
面
六
臂
の
働
き
。
 

　
今
年
は
初
心
に
か
え
っ
て
１２

月
２
日
「
源
氏
物
語
（
桐
壺
。

須
磨
。
明
石
。
浮
舟
）
を
謳
う
」

を
箏
と
歌
で
し
ま
す
。
 

○
西
川
紫
洲
江
さ
ん
。
関
西
芸

術
座
。
芸
名
　
河
東
け
い
 

　
１
９
５
０
年
、
劇
作
家
阪
中

正
夫
氏
に
出
合
い
師
事
。
以
来

半
世
紀
以
上
こ
の
道
一
筋
。
１

９
５
７
年
関
西
芸
術
座
創
立
に

参
加
。
女
優
、
演
出
家
と
し
て

活
躍
中
。
 

　
１
９
５
８
年
イ
ブ
セ
ン
作
「
野

鴨
」
ギ
ー
ナ
役
、
大
阪
日
日
新

聞
賞
。
１
９
７
７
年
〜
７
９
年
。

１
９
８
５
年
〜
８
７
年
、
Ｗ
ギ

ブ
ソ
ン
作
「
奇
跡
の
人
」
。
ヘ

レ
ン
ケ
ラ
ー
を
育
て
た
サ
リ
バ

ン
役
。
合
計
６００
回
以
上
出
演
。

新
劇
女
優
演
技
賞
受
賞
。
そ
の

他
「
セ
ー
ル
ス
マ
ン
の
死
」
「
八

月
の
鯨
」
「
請
願
」
他
数
多
く

の
作
品
。
三
浦
綾
子
作
「
母
」

小
林
セ
キ
役
の
独
り
芝
居
他
演

技
と
演
出
。
N
H
K
朝
ド
ラ
「
火

の
国
に
て
」
「
女
は
度
胸
」
他

多
数
。
２
０
０
０
年
度
文
化
庁

芸
術
家
在
外
研
究
員
と
し
て
ア

イ
ル
ラ
ン
ド
演
劇
研
修
。
平
成

５
年
度
大
阪
府
民
劇
場
奨
励
賞
。

平
成
１５
年
度
大
阪
市
文
化
功
労
賞
。

平
成
１６
年
度
神
戸
市
文
化
活
動

功
労
賞
。
平
成
１７
年
度
新
劇
フ

ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
女
優
演
技
賞
等

受
賞
。
 

　
平
成
１８
年
９
月
２１
日
〜
２８
日

迄
、
中
国
よ
り
の
招
請
状
と
国

際
交
流
基
金
か
ら
往
復
の
旅
費

の
み
の
援
助
で
、
上
海
の
ア
ジ

ア
演
劇
祭
参
加
。
北
京
の
戯
劇

学
院
（
演
劇
大
学
）
で
の
学
術

交
流
参
加
と
、
独
り
芝
居
「
母
」

の
上
演
が
き
ま
り
、
諸
経
費
の

捻
出
と
、
練
習
、
持
参
す
る
道

具
な
ど
の
準
備
に
目
下
奮
闘
中
。

御
好
意
が
あ
れ
ば
カ
ン
パ
し
て

あ
げ
て
下
さ
い
。
よ
ろ
し
く
お

願
い
し
ま
す
。
 

　
帰
国
報
告
会
は
１０
月
の
予
定
。
 

○
岩
橋
千
賀
子
さ
ん
 

　
大
阪
府
ボ
ー
ル
ル
ー
ム
ダ
ン

ス
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
理
事
長
。
 

　
ボ
ー
ル
ル
ー
ム
ダ
ン
ス
と
は

耳
新
し
い
言
葉
の
よ
う
だ
が
俗

に
い
う
「
社
交
ダ
ン
ス
」
の
世

界
共
通
語
。
偏
見
な
ど
の
多
く

の
苦
労
を
の
り
こ
え
、
ダ
ン
ス

の
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
に
と
地
域

体
育
協
会
に
加
盟
し
た
り
（
ダ

ン
ス
の
団
体
で
は
珍
し
い
）
。

行
政
サ
イ
ド
の
全
国
大
会
、
大

阪
府
大
会
の
企
画
、
運
営
に
も

参
画
。
目
下
学
校
ス
ポ
ー
ツ
プ

ロ
グ
ラ
ム
（
青
少
年
育
成
運
動
）

に
の
せ
な
け
れ
ば
一
人
前
で
な

い
と
、
頑
張
っ
て
い
ま
す
。
 

　
生
涯
現
役
ス
ポ
ー
ツ
賞
の
第

一
回
目
を
受
賞
。
こ
れ
は
大
阪

府
知
事
賞
で
今
年
は
５
回
目
。
 

　
こ
の
よ
う
に
元
気
に
活
躍
し

て
お
ら
れ
ま
す
。
そ
の
源
は
清

水
谷
で
学
ん
だ
こ
と
と
感
謝
し

て
い
ま
す
。
 

　
私
達
が
清
水
谷
高
女
を
卒
業

し
て
６１
年
を
過
ぎ
た
平
成
１８
年

４
月
１６
日
、
ホ
テ
ル
グ
ラ
ン
ヴ

ィ
ア
大
阪
で
い
づ
み
会
を
開
催

い
た
し
ま
し
た
。
私
も
今
年
の

幹
事
の
一
人
と
し
て
務
め
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
が
会
場
の

受
付
に
５４
名
の
に
こ
や
か
な
顔

を
見
る
こ
と
が
出
来
た
時
、
嬉

し
さ
と
責
任
の
重
大
さ
に
す
っ

か
り
興
奮
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。

で
も
皆
様
に
声
を
か
け
て
い
た

だ
き
何
と
か
落
ち
着
く
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
会
が
は
じ
ま
り

皆
様
の
若
々
し
い
昔
に
変
わ
ら

ぬ
御
様
子
と
お
元
気
さ
に
６１
年

前
の
こ
と
が
思
い
出
さ
れ
、
天

の
川
工
場
で
一
年
余
り
一
生
懸

命
旋
盤
工
と
し
て
油
ま
み
れ
に

な
り
、
食
事
も
粗
末
な
も
の
を

い
た
だ
き
、
で
も
そ
の
お
陰
で

現
在
節
約
す
る
こ
と
を
厭
わ
ず

暮
ら
し
て
い
け
る
よ
う
に
思
い

ま
す
。
こ
の
よ
う
な
事
を
考
え

て
い
る
間
に
も
会
は
進
ん
で
い

き
、
次
に
清
友
会
副
理
事
長
の

岡
本
和
子
様
か
ら
、
昨
年
度
か

ら
年
会
費
を
年
２
千
円
徴
収
す

る
事
に
な
っ
た
い
き
さ
つ
、
又
、

43
回
生
の
納
入
率
が
大
変
よ
い

こ
と
に
対
し
て
の
、
お
礼
と
ご

報
告
が
あ
り
ま
し
た
。
二
村
さ

ん
を
は
じ
め
、
澤
希
代
子
さ
ん
、

澤
田
知
余
さ
ん
の
心
の
籠
も
っ

た
お
話
を
聞
く
こ
と
が
出
来
、

皆
様
の
平
生
の
心
構
え
の
よ
う

な
も
の
が
し
み
じ
み
と
感
じ
ら

れ
ま
し
た
。
今
年
は
私
ど
も
も

喜
寿
の
年
を
迎
え
ま
し
た
が
体

に
は
充
分
気
を
つ
け
て
明
る
く

過
ご
し
て
い
こ
う
と
思
い
ま
す
。
 

　
い
づ
み
会
に
欠
席
さ
れ
た
人

の
中
に
は
足
腰
を
痛
め
て
い
ら

っ
し
ゃ
る
人
が
多
く
、
私
も
足

腰
の
痛
さ
に
困
っ
て
い
ま
す
が
、

外
へ
出
る
と
痛
さ
を
忘
れ
る
こ

と
が
出
来
る
の
も
事
実
の
よ
う

で
す
。
 

　
東
京
か
ら
又
九
州
か
ら
と
遠

方
か
ら
出
席
し
て
下
さ
っ
た
方
々

も
ど
う
ぞ
い
つ
ま
で
も
お
元
気

で
、
又
お
目
に
か
か
る
こ
と
を

楽
し
み
に
し
て
お
り
ま
す
。
 

　
行
き
届
か
な
い
こ
と
も
多
々

あ
り
ま
し
た
が
、
ど
う
ぞ
お
許

し
下
さ
い
ま
せ
。
 

　
１８
年
度
幹
事
 

世
古
口
・
竹
原
・
北
村
・
根
本
・

雨
森
・
中
谷
 



　
　
　
本
45
回
　
平
瀬
美
知
子
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し
い
の
実
会
 

　
１７
年
度
の
し
い
の
実
会
は
１１
月

１０
日
、
ホ
テ
ル
日
航
大
阪
孔
雀
の

間
で
開
催
し
ま
し
た
。
 

　
来
賓
に
は
恩
師
氏
田
芳
夫
先
生
、

谷
口
生
子
先
生
が
ご
出
席
下
さ
り
、

総
勢
７２
名
の
賑
や
か
な
会
合
と
な

り
ま
し
た
。
初
め
に
両
先
生
よ
り

お
言
葉
を
頂
き
ま
し
た
。
 

　
両
先
生
夫
々
今
も
ご
専
門
の
道

に
携
わ
れ
、
而
も
お
独
り
で
充
実

し
た
ご
生
活
を
お
過
ご
し
の
ご
様

子
を
伺
い
、
老
後
生
活
第
一
歩
の

私
達
に
活
力
を
お
与
え
下
さ
い
ま

し
た
。
 

　
続
い
て
谷
口
先
生
の
米
寿
の
お

祝
い
の
演
奏
会
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
に

入
り
ま
し
た
。
演
奏
は
、
近
年
レ

ビ
ュ
ー
さ
れ
た
佐
藤
奈
加
子
様
（
会

員
佐
藤
恵
子
様
の
お
孫
様
）
が
ソ

プ
ラ
ノ
の
歌
曲
数
曲
を
ご
披
露
下

さ
い
ま
し
た
。
今
日
の
お
席
の
為

に
心
を
こ
め
て
の
絶
唱
は
オ
ペ
ラ

ハ
ウ
ス
で
の
感
動
さ
な
が
ら
、
深

い
癒
し
を
頂
い
た
一
時
で
し
た
。
 

　
お
洒
落
で
食
べ
や
す
い
お
食
事

に
歓
談
も
す
す
み
、
そ
の
間
作
成

し
た
寄
せ
書
色
紙
を
谷
口
先
生
に

贈
呈
い
た
し
ま
し
た
。
先
生
も
と

て
も
お
喜
び
下
さ
り
、
感
涙
さ
れ

乍
ら
の
御
礼
の
お
言
葉
は
私
達
の

心
に
も
想
い
出
深
い
場
面
と
な
り

ま
し
た
。
（
写
真
参
照
）
 

　
最
後
に
校
歌
を
斉
唱
し
、
名
残

り
を
惜
し
み
つ
つ
再
会
を
約
し
て

お
開
き
と
い
た
し
ま
し
た
。
 

　
喜
寿
を
迎
え
る
私
達
、
在
校
中

は
戦
中
戦
後
の
物
心
満
た
さ
れ
な

い
時
代
で
、
そ
れ
を
共
有
し
た
太

い
絆
を
出
席
の
都
度
感
じ
ま
す
。
 

　
そ
し
て
今
日
平
和
な
生
活
を
過

ご
せ
る
幸
せ
を
か
み
し
め
乍
ら
会

場
を
後
に
し
ま
し
た
。
 

讃
！
 

　
渡
邊
　
富
久
子
さ
ん
 

母
校
の
ト
ピ
ッ
ク
ス
 

　
　
　
高
2
回
　
山
崎
　
和
子

　
昨
年
か
ら
母
校
の
同
窓
会
が

「
社
団
法
人
清
友
会
」
と
「
同

窓
清
友
会
」
の
二
本
立
と
な
り

ま
し
た
が
、
概
念
と
し
て
は
清

水
谷
同
窓
会
で
、
こ
れ
ま
で
の

よ
う
に
運
営
が
行
わ
れ
て
い
ま

す
。
ま
た
昨
年
か
ら
「
同
窓
清

友
会
」
に
年
会
費
２
０
０
０
円

を
納
め
る
事
に
な
り
ま
し
た
か

ら
、
１０
月
２０
日
に
学
年
会
を
開

催
し
た
清
苑
会
で
は
、
出
席
者

の
皆
さ
ん
か
ら
早
速
納
め
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。
全
会
員
の
納

入
状
況
を
み
ま
す
と
、
納
入
率

５４
・
3
パ
ー
セ
ン
ト
第
２
位
で

は
あ
り
ま
せ
ん
か
。
少
々
い
い

気
分
で
す
。
今
年
は
各
ク
ラ
ス

会
で
１８
年
度
の
会
費
を
集
め
、

番
付
表
の
上
位
で
居
座
り
た
い

と
願
っ
て
い
ま
す
。
 

　
６
月
２４
日
の
総
会
で
は
、
校

長
先
生
か
ら
母
校
の
様
々
な
ニ

ュ
ー
ス
を
お
伝
え
下
さ
い
ま
し

た
。
 

　
大
学
受
験
率
、
浪
人
数
な
ど

の
お
話
の
中
か
ら
、
コ
ー
ラ
ス

部
と
家
庭
科
ク
ラ
ブ
の
活
躍
を

ご
紹
介
し
ま
す
。
 

　
コ
ー
ラ
ス
部
は
以
前
か
ら
関

西
合
唱
コ
ン
ク
ー
ル
で
「
金
賞
」

「
銀
賞
」
受
賞
の
好
成
績
で
す

が
、
来
年
は
ド
イ
ツ
の
合
唱
団

と
「
い
ず
み
ホ
ー
ル
」
で
ジ
ョ

イ
ン
ト
コ
ン
サ
ー
ト
を
催
し
ま

す
し
、
更
に
次
の
年
に
は
清
水

谷
高
校
コ
ー
ラ
ス
部
が
ド
イ
ツ

に
行
き
ま
す
！
と
の
事
、
思
わ

ず
歓
声
が
挙
が
り
ま
し
た
。
清

友
会
で
は
「
応
援
団
」
よ
ろ
し

く
「
ド
イ
ツ
旅
行
」
を
と
動
き

始
め
る
そ
う
で
す
。
 

　
家
庭
科
ク
ラ
ブ
で
は
栄
養
改

善
普
及
会
主
催
の
発
表
会
で
、

江
戸
時
代
か
ら
栽
培
さ
れ
て
い

た
な
に
わ
の
伝
統
野
菜
「
玉
造

黒
門
越
瓜
」
を
使
っ
た
ク
ッ
キ

ー
が
、
文
部
科
学
大
臣
賞
を
受

賞
ア
ッ
パ
レ
！！
で
す
。
健
康
素

材
の
ク
ッ
キ
ー
を
考
え
て
作
り
、

文
化
祭
で
試
作
品
を
出
品
し
て

全
生
徒
か
ら
ア
ン
ケ
ー
ト
を
取

り
、
一
番
美
味
し
い
ク
ッ
キ
ー

が
出
来
上
が
っ
た
と
の
事
。
今

で
は
清
水
谷
高
校
の
北
に
あ
る

カ
フ
ェ
・
カ
・
バ
ー
で
も
売
り

出
し
て
い
ま
す
。
 

　
こ
の
二
つ
の
ニ
ュ
ー
ス
に
我

等
先
輩
は
、
清
水
谷
高
校
の
豊

か
な
セ
ン
ス
が
今
も
受
け
継
が

れ
て
い
る
と
、
心
を
熱
く
し
て

セ
ー
ラ
ー
姿
の
後
輩
に
エ
ー
ル

を
送
り
ま
し
た
。
 

高
３
回
生
便
り
 

高
６
回
生
便
り
 

　
　
　
高
1
回
　
瀧
華
　
英
子

　
清
水
谷
高
女
４５
回
の
卒
業
生

で
翌
年
高
１
回
卒
業
の
渡
邊
富

久
子
さ
ん
は
、
臨
床
化
学
の
研

究
で
立
派
な
業
績
を
挙
げ
ら
れ
、

益
々
の
御
活
躍
を
期
待
さ
れ
て

い
ま
し
た
の
に
、
難
病
に
か
か

っ
て
２
年
近
く
の
闘
病
の
末
、

平
成
１７
年
９
月
に
他
界
さ
れ
ま

し
た
。
昭
和
２４
年
神
戸
女
子
薬

大
の
１
回
生
と
し
て
入
学
、
優

秀
な
成
績
で
卒
業
後
「
病
気
と

最
も
繋
が
り
の
深
い
仕
事
」
を

希
望
。
初
め
て
創
設
さ
れ
た
阪

大
病
院
中
央
検
査
部
で
研
究
後

３８
年
に
は
医
学
博
士
の
学
位
を

授
与
さ
れ
て
４２
年
に
母
校
の
薬

大
助
教
授
に
迎
え
ら
れ
、
阪
大

医
学
部
の
講
師
も
勤
め
て
居
ら

れ
ま
し
た
。
４９
年
に
薬
大
で
初

の
女
性
教
授
に
就
任
さ
れ
、
５２

年
に
は
ス
ペ
イ
ン
王
立
薬
学
会

か
ら
日
本
人
で
初
め
て
招
待
を

受
け
特
別
会
員
に
な
ら
れ
ま
し

た
。
所
属
し
て
い
た
諸
学
会
で

の
活
躍
は
勿
論
の
事
、
中
で
も

平
成
５
年
の
第
３３
回
「
日
本
臨

床
化
学
会
」
で
は
女
性
初
の
年

会
長
と
し
て
、
特
色
の
あ
る
企

画
で
立
派
に
責
任
を
果
た
さ
れ

た
と
聞
い
て
い
ま
す
。
女
性
と

し
て
初
め
て
の
道
を
次
々
と
切

り
開
き
、
学
内
で
は
就
職
部
長

や
あ
ま
た
の
役
職
も
き
ち
ん
と

こ
な
さ
れ
、
多
忙
な
方
で
し
た
。

こ
ん
な
研
究
一
筋
の
学
者
で
あ

り
な
が
ら
、
私
達
と
会
っ
て
い

る
時
は
、
「
ナ
ベ
さ
ん
」
の
愛

称
と
共
に
女
学
生
時
代
に
帰
り
、

と
ぼ
け
た
と
こ
ろ
も
あ
っ
て
大

笑
い
し
合
っ
た
時
の
お
顔
や
声

を
、
な
つ
か
し
く
思
い
出
し
ま

す
。
又
和
服
の
似
合
う
長
唄
の

名
取
り
で
あ
り
、
女
ら
し
い
や

さ
し
い
方
で
し
た
。
以
前
か
ら

定
年
に
な
っ
た
ら
、
の
ん
び
り

と
出
か
け
た
り
好
き
な
事
を
い

ろ
い
ろ
し
た
い
と
言
わ
れ
て
い

ま
し
た
が
、
足
を
悪
く
さ
れ
そ

の
治
療
を
し
乍
ら
長
時
間
の
講

義
も
続
け
ら
れ
、
又
大
学
の
同

窓
会
長
も
引
き
受
け
て
、
持
前

の
責
任
感
の
強
さ
で
頑
張
っ
て

こ
ら
れ
ま
し
た
。
渡
邊
さ
ん
は
、

私
達
の
学
年
「
し
い
の
実
会
」

の
誇
り
で
あ
り
、
亡
く
な
ら
れ

た
事
は
本
当
に
残
念
で
あ
り
、

寂
し
く
て
た
ま
り
ま
せ
ん
。
 

　
定
年
の
時
に
出
版
さ
れ
た
本

「
臨
床
化
学
と
共
に
」
が
、
清

友
会
事
務
局
に
置
い
て
あ
り
ま

す
の
で
、
お
読
み
に
な
っ
て
い

た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。
 

　
　
　
高
6
回
　
安
江
　
貞
夫
 

　
昨
春
「
古
希
を
祝
う
会
」
で

百
名
余
り
の
出
会
い
が
あ
り
ま

し
た
。
 

さ
て
次
回
の
同
期
会
は
、
19
年

3
月
11
日
（
日
）
に
予
定
し
て

い
ま
す
。
E
・
F
組
が
時
間
、

場
所
な
ど
目
下
検
討
中
で
す
が

皆
様
楽
し
み
に
ご
予
定
く
だ
さ

い
。
 

　
次
に
同
期
で
の
話
題
を
少
し

ご
報
告
い
た
し
ま
す
。
 

◎
東
京
地
区
の
集
い
 

　
東
京
地
区
に
は
6
回
生
が
40

〜
50
名
登
録
さ
れ
て
お
り
毎
年

1
回
の
集
い
を
楽
し
ん
で
お
り

ま
す
。
今
年
は
C
組
の
潮
、
和

田
、
新
庄
各
氏
の
お
世
話
で
、

去
る
5
月
30
日
東
京
會
舘
の
中

華
料
理
を
囲
み
、
25
名
の
賑
や

か
な
会
と
な
り
ま
し
た
。
大
阪

の
会
と
調
整
し
な
が
ら
計
画
し

て
い
ま
す
し
、
遠
来
の
客
も
歓

迎
の
よ
う
で
す
。
 

◎
3
年
C
組
の
会
 

　
こ
ち
ら
は
卒
業
時
の
ク
ラ
ス

の
メ
ン
バ
ー
の
集
い
で
す
。
年

1
回
の
会
で
す
が
、
今
年
は
6

月
9
日
岩
本
先
生
の
案
内
で
奈

良
を
散
策
し
、
飛
火
野
荘
で
1

泊
し
ま
し
た
。
15
名
の
参
加
で

し
た
。
 

◎
第
4
回
高
6
ゴ
ル
フ
会
 

　
本
会
は
3
年
前
に
有
志
で
立

ち
上
げ
、
春
秋
2
回
を
原
則
に
、

約
25
名
の
登
録
会
員
で
す
。
輪

を
広
げ
る
べ
く
大
い
に
入
会
者

を
歓
迎
し
て
お
り
ま
す
。
 

　
さ
て
今
春
は
6
月
1
日
（
木
）

快
晴
の
西
宮
高
原
Ｇ
Ｃ
で
、
11

名
の
仲
間
で
賑
や
か
な
う
ち
に

も
真
剣
な
ラ
ウ
ン
ド
を
楽
し
み

ま
し
た
。
メ
ン
バ
ー
は
遠
来
の

河
野
・
提
中
両
氏
に
常
連
女
性
 

イ
ン
は
服
飾
史
の
参
考
に
な
り

そ
う
で
す
。
 

　
空
襲
で
焼
け
、
物
資
の
不
自

由
な
暮
ら
し
を
切
り
抜
け
た
日
々

は
昨
日
の
こ
と
の
よ
う
に
思
わ

れ
ま
す
の
に
、
幼
子
連
れ
の
写

真
の
若
き
日
は
遠
く
、
今
は
両

親
の
み
な
ら
ず
伴
侶
を
見
送
っ

た
人
も
多
く
な
り
、
し
の
び
寄

る
老
化
に
抵
抗
し
な
が
ら
こ
の

ア
ル
バ
ム
を
手
に
し
て
、
万
感

溢
れ
る
思
い
の
私
達
で
す
。
 

◆
喜
寿
を
祝
う
集
い
 

　
４
月
６
日
ロ
イ
ヤ
ル
ホ
テ
ル

で
の
集
い
に
は
住
所
判
明
者
の

半
数
９７
名
が
出
席
。
会
食
、
ス

ピ
ー
チ
、
自
由
な
語
ら
い
の
ひ

と
と
き
も
あ
っ
て
喜
寿
を
祝
う

即
興
の
踊
り
を
楽
し
み
、
幹
事

手
づ
く
り
の
沖
縄
の
厄
除
け
シ

ー
サ
ー
の
図
柄
の
紅
型
染
め
の

お
土
産
を
携
え
て
旧
交
を
温
め

た
充
実
の
半
日
で
し
た
。
 

　
た
だ
す
で
に
約
５０
名
、
２０
％

の
友
が
故
人
と
な
ら
れ
て
い
る

こ
と
は
寂
し
い
限
り
で
す
。
 

◆
秋
の
宿
泊
旅
行
 

　
今
年
は
１５
回
と
な
り
１０
月
２５

日
に
「
ひ
る
が
野
」
へ
出
か
け

る
予
定
で
す
。
 

　
　
　
高
3
回
　
小
森
　
弘
　

　
古
希
を
過
ぐ
る
こ
と
４
年
、
同

級
生
の
集
い
は
一
段
と
盛
ん
で

す
。
毎
年
清
友
会
総
会
出
席
者

数
・
年
会
費
納
入
者
等
比
較
的

好
成
績
を
残
せ
る
の
は
歴
代
回

生
代
表
・
学
年
幹
事
等
の
熱
意

の
賜
物
で
す
。
 

　
藤
原
サ
ン
編
集
の
会
報
は
年

二
回
全
員
に
配
布
さ
れ
貴
重
な

ニ
ュ
ー
ス
源
で
す
。
編
集
も
プ

ロ
級
で
既
に
１０
年
以
上
続
い
て

い
ま
す
。
 

　
高
田
サ
ン
は
そ
の
基
盤
の
名

簿
の
整
備
・
同
級
生
消
息
フ
ォ

ロ
ー
・
パ
ソ
コ
ン
技
術
を
駆
使

し
て
メ
ル
友
の
仕
組
み
を
完
成

し
ま
し
た
。
 

　
三
宅
サ
ン
は
和
や
か
な
サ
ロ

ン
（
毎
月
第
二
火
曜
）
を
日
生

倶
楽
部
借
用
し
て
立
ち
上
げ
て

く
れ
ま
し
た
。
ま
た
東
京
・
大

阪
の
一
流
コ
ン
サ
ー
ト
の
ハ
イ

レ
ベ
ル
の
評
論
を
年
間
７０
回
以

上
届
け
て
く
れ
て
い
ま
す
。
 

　
山
田
博
利
さ
ん
は
学
生
時
代

か
ら
の
博
識
家
・
映
画
・
美
術
・

山
岳
等
多
岐
に
亘
り
情
報
供
給

者
で
す
。
 

　
小
松
サ
ン
主
宰
の
如
月
会
は

気
配
り
万
点
の
グ
ル
メ
会
。
参

加
者
も
毎
年
増
加
の
一
途
、
楽

し
い
行
事
の
一
つ
で
す
。
 

　
そ
の
他
多
く
の
方
が
各
々
の

立
場
で
学
年
親
睦
の
輪
を
拡
げ

て
下
さ
り
、
良
い
コ
ミ
ュ
ニ
ケ

ー
シ
ョ
ン
づ
く
り
に
寄
与
し
て

い
ま
す
。
 

　
今
年
も
１０
月
22
日
サ
ッ
カ
ー

部
が
中
心
に
な
っ
て
学
年
同
窓

会
を
ラ
マ
ダ
ホ
テ
ル
（
大
阪
中

津
）
で
開
催
し
ま
す
。
東
京
は

じ
め
各
地
か
ら
の
参
加
に
よ
り

盛
会
が
期
待
さ
れ
ま
す
。
 

　
と
も
あ
れ
私
共
高
３
回
生
は

本
科
生
か
ら
若
き
後
輩
へ
清
水

谷
の
伝
統
を
継
承
す
べ
き
役
割

を
担
っ
て
い
ま
す
。
 

　
昨
今
少
子
化
・
中
高
一
貫
制

教
育
、
そ
し
て
来
年
度
か
ら
大

阪
府
立
高
の
学
区
再
編
が
決
ま

り
、
わ
が
清
水
谷
高
も
優
秀
生

徒
の
確
保
に
努
め
る
必
要
が
生

じ
て
き
ま
す
。
清
友
会
の
皆
さ

ま
の
子
女
・
お
孫
さ
ん
・
知
人

へ
も
清
水
谷
志
望
を
働
き
か
け

て
頂
き
た
い
。
 

　
５
年
先
に
は
母
校
創
立
百
十

年
の
清
友
同
窓
会
が
来
ま
す
が
、

一
人
で
も
多
く
の
方
が
元
気
で

ご
参
加
で
き
ま
す
よ
う
祈
っ
て

お
り
ま
す
。
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東
期
会
の
活
動 

ク
ラ
ス
仲
間
と 

　
　
　
カ
ナ
ダ
旅
行 

愛
国
心
よ
り 

　
　
　
公
徳
心
！ 

 

ハ
イ
キ
ン
グ
の
お
誘
い 

　
カ
ナ
ダ
・
ヴ
ァ
ン
ク
ー
バ
ー

在
住
の
わ
が
ク
ラ
ス
（
１
・
２

年
Ｆ
組
）
の
朋
友
坂
東
泰
彦
君

か
ら
突
然
の
フ
ァ
ッ
ク
ス
の
便

り
が
と
り
も
つ
縁
で
、
ク
ラ
ス

仲
間
１１
人
と
カ
ナ
ダ
旅
行
が
実

現
し
ま
し
た
。
 

　
幸
い
に
も
坂
東
君
は
Ｊ
Ｔ
Ｂ

系
の
ト
ラ
ベ
ル
会
社
で
バ
リ
バ

リ
采
配
を
振
っ
て
い
る
由
。
安

心
し
て
オ
リ
ジ
ナ
ル
ツ
ア
ー
を

お
願
い
し
た
次
第
で
あ
る
。
 

　
５
月
２１
日
か
ら
２７
日
の
５
泊

７
日
の
旅
で
は
、
彼
が
ず
っ
と

添
乗
員
役
と
し
て
楽
し
い
旅
行

を
演
出
し
て
く
れ
ま
し
た
。
 

　
幸
い
に
も
天
候
に
恵
ま
れ
、

カ
ナ
デ
ィ
ア
ン
ロ
ッ
キ
ー
を
中

心
に
レ
イ
ク
ル
イ
ー
ズ
、
バ
ン

フ
、
ヴ
ァ
ン
ク
ー
バ
ー
、
ビ
ク

ト
リ
ア
と
国
立
公
園
、
名
庭
園
 

の
市
橋
・
川
端
両
氏
な
ど
多
士

済
々
な
連
中
で
す
。
成
績
は
前

回
に
続
き
、
高
橋
宏
氏
の
優
勝

で
し
た
。
 

　
次
回
は
11
月
15
日（
水
）、「
伏

尾
Ｇ
Ｃ
」と
決
め
ま
し
た
。
競
技

方
法
も
次
回
ま
で
に
ハ
ン
デ
キ

ャ
ッ
プ
を
決
め
て
行
い
ま
す
。

詳
細
は
各
人
に
メ
ー
ル
な
ど
で

連
絡
し
ま
す
（
高
橋
）
が
、
新

メ
ン
バ
ー
の
友
人
も
お
誘
い
く

だ
さ
い
。
 

※
次
回
の
同
期
同
窓
会
の
月
日

が
決
定
し
ま
し
た
の
で
楽
し
み

で
す
。
こ
の
報
は
安
江
が
書
き

ま
し
た
が
、
次
回
は
同
期
会
の

模
様
を
E
・
F
の
ど
な
た
か
が

書
い
て
頂
け
る
こ
と
と
楽
し
み
 大和三名園の一つと賞される、池泉回遊式兼鑑賞式庭園 

　
　

高
10
回
　
岩
本
輝
子
 

　
　
　
　
　
　
　
（
旧
姓
小
島
）

　
年
を
取
っ
て
く
る
と
一
年
が

早
く
過
ぎ
る
と
聞
い
て
は
い
ま

し
た
が
、
今
年
も
早
や
初
夏
を

迎
え
、
年
々
そ
の
ス
ピ
ー
ド
が

増
し
て
い
る
よ
う
な
気
が
し
ま

す
。
 

　
毎
年
の
同
窓
清
友
会
東
京
支

部
総
会
で
は
、
我
々
10
期
生
は

希
少
価
値
の
高
い
本
科
生
の
方
々

と
中
央
の
テ
ー
ブ
ル
に
同
席
さ

せ
て
頂
く
よ
う
に
な
り
、
い
つ

の
間
に
か
長
老
格
に
近
づ
い
て

来
て
い
る
の
だ
と
思
う
昨
今
で

す
。
 

　
本
科
生
の
方
々
は
80
歳
前
半

か
ら
後
半
に
も
か
か
わ
ら
ず
か

く
し
ゃ
く
と
さ
れ
、
品
の
良
さ

教
養
の
深
さ
が
感
じ
ら
れ
、
改

め
て
清
水
谷
高
校
の
卒
業
生
と

し
て
の
誇
り
を
感
じ
て
お
り
ま

す
。
 

　
又
毎
年
の
講
師
も
Ｏ
Ｂ
の
中

か
ら
選
ば
れ
、
多
士
済
々
の
わ

が
母
校
を
今
に
な
っ
て
賞
賛
に

値
す
る
も
の
と
確
信
を
持
ち
ま

し
た
。
 

　
さ
て
東
期
会
（
東
京
10
期
生

の
会
）
は
、
60
半
ば
を
過
ぎ
男

性
の
退
職
者
の
増
加
と
共
に
、

初
参
加
の
方
も
少
し
づ
つ
増
え

楽
し
く
交
流
し
て
い
ま
す
。
 

　
年
の
初
め
の
1
〜
2
月
に
は
、

新
年
会
を
開
き
20
〜
25
名
の
参

加
者
が
集
い
ま
す
。
毎
年
、
新

宿
住
友
ク
ラ
ブ
、
三
井
ク
ラ
ブ

で
東
京
の
夜
景
を
眺
め
つ
つ
旧

交
を
温
め
て
き
ま
し
た
。
今
年

は
趣
向
を
変
え
東
京
下
町
の
今

は
亡
き
「
時
葉
山
の
ち
ゃ
ん
こ

店
」
で
集
い
女
将
の
手
際
よ
い

も
て
な
し
で
美
味
し
い
チ
ャ
ン

コ
や
雑
炊
に
舌
鼓
を
打
ち
ま
し

た
。
 

　
春
秋
に
は
山
好
き
の
方
が
幹

事
を
引
き
受
け
て
下
さ
り
、
秩

父
の
西
吾
野
、
高
尾
山
、
御
岳

山
や
奥
多
摩
な
ど
、
関
東
近
郊

の
山
歩
き
を
楽
し
ん
で
い
ま
す
。

桜
や
新
緑
、
紅
葉
の
中
の
散
策

は
日
ご
ろ
の
娑
婆
の
い
や
な
こ

と
も
忘
れ
、
ス
ト
レ
ス
の
解
消

に
！
快
よ
い
汗
は
登
山
後
の
温

泉
で
流
し
ま
す
。
囲
炉
裏
で
の

焼
き
鳥
や
牡
丹
鍋
で
疲
れ
も
吹

き
飛
び
生
き
て
い
る
充
実
感
を

味
わ
う
ひ
と
時
で
す
。
 

　
山
の
苦
手
な
方
の
為
に
も
、

昨
年
春
に
は
、
横
浜
三
渓
園
（
絹

商
人
の
別
荘
）
に
て
満
開
の
桜

の
下
を
歩
き
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

の
ガ
イ
ド
の
説
明
で
、
各
地
よ

り
移
築
さ
れ
た
歴
史
的
な
建
造

物
の
由
来
を
知
り
昔
日
を
偲
ぶ

事
が
出
来
ま
し
た
。
そ
の
後
横

浜
中
華
街
で
飲
茶
料
理
を
美
味

し
く
頂
き
ま
し
た
。
　
　
 

　
春
か
ら
初
夏
に
は
、
菜
園
愛

好
家
の
有
志
が
八
ヶ
岳
山
麓
の

菜
園
（
600
坪
）
に
集
い
、
各
種

の
苗
を
植
え
ま
す
。
6
月
は
イ

チ
ゴ
、
夏
に
は
ジ
ャ
ガ
イ
モ
、

き
ゅ
う
り
、
キ
ャ
ベ
ツ
、
ト
ウ

モ
ロ
コ
シ
、
ト
マ
ト
、
か
ぼ
ち

ゃ
、
サ
ツ
マ
イ
モ
な
ど
の
手
塩

に
か
け
た
無
農
薬
野
菜
が
見
事

に
実
り
ま
す
。
11
月
に
は
、
食

べ
る
だ
け
の
参
加
者
も
交
え
て

収
穫
祭
を
行
い
、
青
空
の
下
、

芋
煮
を
お
腹
一
杯
食
べ
、
感
謝

と
喜
び
の
笑
顔
が
は
じ
け
る
日

と
な
り
ま
す
。
 

　
人
生
60
代
半
ば
ま
で
生
き
、

同
期
の
訃
報
も
ち
ら
ほ
ら
聴
こ

え
寂
し
い
思
い
を
し
ま
す
が
、

同
窓
の
友
と
共
に
楽
し
め
る
幸

せ
を
か
み
し
め
る
今
日
こ
の
頃
、

皆
ん
な
、
い
つ
ま
で
も
若
い
気

持
ち
で
健
康
に
過
し
た
い
も
の

で
す
。
 

　
平
成
１８
年
５
月
２８
日
、
私
達

高
７
回
生
は
今
年
も
恒
例
の
春

の
ハ
イ
キ
ン
グ
を
行
い
ま
し
た
。

こ
の
度
の
目
的
地
は
奈
良
。
コ

ン
ダ
ク
タ
ー
は
奈
良
県
に
お
住

ま
い
の
宮
崎
俊
行
さ
ん
―
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
―
参
加

人
数
は
２１
名
。
「
二
上
神
社
を

経
て
當
麻
寺
を
拝
観
」
と
い
う

コ
ー
ス
で
す
。
近
鉄
二
上
神
社

口
で
下
車
當
麻
寺
ま
で
の
ウ
ォ

ー
キ
ン
グ
で
す
。
お
昼
食
は
お

寺
で
精
進
料
理
。
少
々
ぬ
る
め

の
ビ
ー
ル
付
で
す
。
 

　
當
麻
寺
は
古
く
７
世
紀
末
の

開
創
と
い
い
１４
世
紀
に
真
言
宗

の
霊
場
と
な
っ
た
寺
と
の
事
で

す
。
ご
本
尊
が
中
将
姫
の
守
り

本
尊
で
あ
る
事
か
ら
女
人
の
信

仰
を
集
め
る
寺
と
の
こ
と
で
す

（
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
よ
り
）
。
 

　
前
日
ま
で
不
安
定
な
お
天
気

続
き
で
雨
具
が
必
要
な
ハ
イ
キ

ン
グ
と
思
わ
れ
ま
し
た
が
、
当

日
は
快
晴
。
す
が
す
が
し
い
絶

好
の
ハ
イ
キ
ン
グ
日
和
で
し
た
。

道
中
た
め
池
の
大
き
な
お
た
ま

じ
ゃ
く
し
に
驚
き
の
声
を
あ
げ

る
、
二
上
山
を
の
ぞ
む
里
山
の

ハ
イ
キ
ン
グ
で
し
た
。
私
達
の

ハ
イ
キ
ン
グ
の
始
ま
り
は
古
く

卒
業
し
て
間
も
な
い
頃
だ
と
記

憶
し
て
い
ま
す
。
昨
今
は
で
き

る
だ
け
ア
ッ
プ
・
ダ
ウ
ン
の
少

な
い
所
、
距
離
も
あ
ま
り
長
く

な
い
方
が
―
と
、
の
ご
要
望
も

多
く
な
っ
て
き
た
よ
う
で
す
が
、

前
号
で
も
お
知
ら
せ
し
た
よ
う

に
高
７
回
生
の
旗
も
出
来
ま
し

た
の
で
今
後
も
年
に
２
回
、
春

と
秋
、
ソ
フ
ト
と
ハ
ー
ド
を
折

り
ま
ぜ
て
出
来
る
限
り
続
け
て

行
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
 

　
次
回
は
秋
で
す
。
ど
ん
な
コ

ー
ス
か
を
今
か
ら
楽
し
み
に
お

誘
い
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
健

脚
の
方
も
そ
う
で
な
い
方
も
ご

参
加
下
さ
い
。
 

　
次
に
同
窓
会
の
御
案
内
で
す
。
 

平
成
１９
年
２
月
２４
日
（
土
）
に

リ
ッ
ツ
カ
ー
ル
ト
ン
ホ
テ
ル
に

て
「
古
稀
記
念
同
窓
会
」
を
予

定
し
て
い
ま
す
。
お
元
気
に
古

稀
を
迎
え
ら
れ
た
皆
様
、
ハ
イ

キ
ン
グ
に
も
同
窓
会
に
も
ぜ
ひ

多
数
の
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て

い
ま
す
。
 

　
最
後
に
私
達
７
回
生
の
事
の

み
な
ら
ず
清
友
会
全
般
の
こ
と

に
常
に
ご
尽
力
下
さ
っ
て
い
る

京
谷
富
次
郎
さ
ん
が
今
病
床
に

つ
か
れ
て
い
ま
す
。
再
起
を
心

か
ら
念
じ
つ
つ
。
 

追
記
 

「
清
七
古
稀
同
窓
会
」
決
定
 

場
所
　
「
リ
ッ
ツ
・
カ
ー
ル
ト

ン
大
阪
」
　
和
風
部
屋
「
花
筐
」
 

日
時
　
平
成
１９
年
２
月
２４
日
 
 

（
土
）
　
１５
時
〜
１８
時
 

 　
　
　
高
9
回
　
森
田
　
　
勉

　
今
年
は
司
馬
遼
太
郎
氏
の
没

後
10
年
で
あ
る
。
彼
の
「
偲
ぶ

会
」
に
参
列
し
た
際
、
『
21
世

紀
に
生
き
る
君
た
ち
へ
』
と
題

す
る
小
冊
子
が
参
列
者
に
配
ら

れ
た
。
そ
の
中
に
、
自
分
に
厳

し
く
、
相
手
に
や
さ
し
く
、
い

た
わ
り
の
感
情
を
説
き
、
そ
れ

ら
を
訓
練
す
る
こ
と
で
、
自
己

が
確
立
さ
れ
て
い
く
こ
と
を
、

輝
か
し
い
未
来
の
担
い
手
で
あ

る
”た
の
も
し
い
君
た
ち
“
へ
期

待
し
て
い
る
と
遺
さ
れ
て
い
る
。

し
か
し
乍
ら
今
、
子
ど
も
同
士
、

子
ど
も
が
大
人
を
、
大
人
が
子

ど
も
を
、
こ
ん
な
事
件
や
事
故

が
全
国
的
に
日
常
茶
飯
事
の
よ

う
に
蔓
延
し
て
い
る
。
ど
う
し

て
こ
う
な
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。

「
エ
エ
も
ん
は
エ
エ
、
ア
カ
ン

も
ん
は
ア
カ
ン
」
と
、
本
気
に

な
っ
て
、
ほ
め
る
・
笑
う
・
叱

る
こ
と
。
こ
こ
ろ
の
ル
ー
ル
を

取
り
戻
そ
う
。
今
な
ら
間
に
合

う
。
警
鐘
を
鳴
ら
す
時
が
来
た
。
 

　
「
十
年
先
を
思
う
も
の
は
木

を
植
え
、
百
年
先
を
思
う
も
の

は
、
人
を
植
え
る
」
と
い
う
格

言
が
あ
る
。
今
秋
か
ら
教
育
委

員
会
で
は
、
『
こ
こ
ろ
の
再
生
』

を
願
う
府
民
運
動
が
展
開
さ
れ

る
と
い
う
。
時
恰
も
、
国
会
で

は
「
教
育
基
本
法
」
の
改
正
案

が
審
議
さ
れ
て
い
る
が
、
サ
ッ

カ
ー
Ｗ
杯
で
日
の
丸
を
振
り
、

青
い
ジ
ャ
ー
ジ
で
声
援
す
る
若

者
た
ち
を
「
愛
国
心
が
あ
る
じ

ゃ
な
い
か
」
と
言
っ
た
お
粗
末

な
政
治
家
が
い
た
。
社
会
の
規

範
や
ル
ー
ル
を
守
っ
て
こ
そ
、

自
然
と
身
に
つ
く
も
の
が
愛
国

心
で
あ
り
、
文
言
化
し
た
だ
け

で
培
わ
れ
る
も
の
で
は
な
か
ろ

う
に
。
 

「
何
か
に
悩
ん
だ
と
き
、
本
当

に
相
談
出
来
る
大
人
は
あ
る
か
」

と
子
ど
も
た
ち
に
問
う
。
そ
の

大
人
は
親
か
先
生
か
。
7
割
の

子
ど
も
た
ち
は
、
メ
ル
友
が
相

談
相
手
。
そ
の
理
由
は
、
「
言

い
に
く
い
事
で
も
言
え
る
か
ら
」

と
か
。
こ
れ
で
教
育
は
大
丈
夫

か
？
 

　
5
月
、
東
大
寺
の
大
仏
殿
広

場
で
瀬
戸
内
寂
聴
氏
の
法
話
を

聞
い
た
。
『
忘
己
利
他
』
（
も

う
こ
り
た
）
「
自
分
の
利
益
を

忘
れ
、
他
者
の
幸
せ
の
た
め
に

奉
仕
す
る
」
の
意
。
ま
た
、
藤

原
正
彦
氏
の
著
「
国
家
の
品
格
」

や
「
こ
の
国
の
け
じ
め
」
が
店

頭
を
賑
わ
し
て
い
る
。
 

未
来
の
子
ど
も
や
孫
た
ち
の
現

況
を
見
る
に
、
惻
隠
の
情
を
禁

じ
得
な
い
。
 

　
一
方
、
母
校
の
清
水
谷
に
は
、

大
村
忠
二
郎
初
代
校
長
の
教
育

理
念
「
愛
と
恕
」
が
脈
々
と
流

れ
、
時
代
を
超
え
世
代
を
超
え

て
継
承
さ
れ
て
来
た
。
思
え
ば

私
た
ち
9
回
生
も
、
硬
式
野
球

部
が
準
優
勝
と
い
う
偉
業
に
、

同
窓
の
友
愛
を
深
め
、
今
も
ハ

イ
キ
ン
グ
や
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ
、

新
年
会
に
と
互
い
の
心
身
を
鍛

練
し
て
、
こ
こ
ろ
の
絆
キ
ャ
ッ

チ
ボ
ー
ル
は
毎
月
の
一
金
会
を

通
じ
、
涵
養
さ
れ
て
い
る
。
 

　
私
も
母
校
で
培
っ
た
清
水
谷

精
神
を
礎
に
「
明
る
く
・
楽
し

く
・
元
気
よ
く
」
を
モ
ッ
ト
ー

に
、
民
生
委
員
や
地
域
の
活
動

に
天
与
の
仕
事
と
、
励
ん
で
い

る
。
「
老
人
を
敬
い
、
子
ど
も

た
ち
を
育
む
」
公
徳
心
に
軸
足

を
置
い
た
『
こ
こ
ろ
の
再
生
』

が
今
急
務
で
は
な
い
か
。
教
育

は
、
今
日
（
き
ょ
う
）
育
て
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
明
日
（
あ

し
た
）
で
は
遅
い
と
感
じ
る
。
 

 

　
　
　
高
7
回
　
木
下
　
栄
子
 

 

　
　
　
　
高
11
回
　
和
田
　
俊
博
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清
水
谷
１２
回
生 

　
　
　
同
窓
の
集
い 

孫
の
世
話
　
老
親
の
介
護 

　
趣
味
　
仕
事
　etc

…
　 

  

　
　
　
　  

回
生
の
近
況 

16
回
生
だ
よ
り 

　
還
暦
を
機
に
始
ま
っ
た
１２
回

生
同
窓
の
集
い
も
、
今
回
第
３

回
を
迎
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
平
成
１７
年
１０
月
１６
日
、
ホ

テ
ル
阪
急
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ

ル
で
出
席
者
８４
名
、
初
老
（
？
）

の
紳
士
、
淑
女
が
互
い
の
無
事

を
喜
び
あ
い
、
昔
話
に
花
を
咲

か
せ
ま
し
た
。
 

　
い
つ
も
感
じ
る
こ
と
で
す
が
、

初
め
は
ど
な
た
か
分
か
ら
な
い

人
で
も
、
数
分
お
話
す
る
と
高

校
時
代
の
姿
が
髣
髴
と
し
、
タ

イ
ム
マ
シ
ー
ン
に
乗
っ
て
時
空

を
駆
け
抜
け
る
よ
う
な
気
持
ち

に
な
り
ま
す
。
「
校
歌
」
や
、

「
当
時
よ
く
流
れ
て
い
た
懐
か

し
の
メ
ロ
デ
ィ
」
を
み
ん
な
で

合
唱
し
、
「
清
水
谷
思
い
出
ク

イ
ズ
」
に
挑
戦
す
る
頃
に
は
、

気
分
は
す
っ
か
り
高
校
生
。
遠

来
の
方
に
は
、
ひ
と
り
ず
つ
卒

業
後
の
人
生
の
よ
う
な
も
の
を

お
話
い
た
だ
き
ま
し
た
が
、
そ

れ
ぞ
れ
の
方
が
色
々
な
場
所
で

活
躍
さ
れ
た
様
子
が
よ
く
分
か

り
、
さ
す
が
は
清
水
谷
と
感
じ

た
次
第
で
す
。
 

　
あ
っ
と
い
う
間
の
２
時
間
半

で
し
た
。
最
後
は
い
つ
も
の
手

締
め
で
め
で
た
く
会
を
終
了
し
、

２
年
後
の
再
会
を
約
束
し
お
別

れ
し
ま
し
た
。
 

　
　
　
高
16
回
　
渡
辺
　
敏
弘
 

　
昭
和
39
年
3
月
卒
業
の
我
々

も
早
い
も
の
で
全
員
満
60
歳
還

暦
を
迎
え
る
年
齢
に
な
り
ま
し

た
。
今
日
ま
で
を
振
り
返
れ
ば
、

長
い
よ
う
で
も
あ
り
過
ぎ
れ
ば

短
い
な
、
と
の
思
い
も
あ
る
の

で
は
な
い
で
し
よ
う
か
。
 

　
わ
が
高
校
16
回
生
「
39
（
サ

ン
キ
ュ
ウ
）
会
」
の
愛
称
の
も

と
毎
年
、
学
年
同
窓
会
を
開
催

し
て
来
ま
し
た
。
毎
年
男
女
1

名
づ
つ
幹
事
が
選
ば
れ
企
画
実

行
さ
れ
て
い
ま
す
。
今
年
度
の

幹
事
は
荻
野
繁
之
、
門
屋
（
小

林
）
礼
子
さ
ん
で
す
。
お
二
人

が
中
心
と
な
っ
て
い
ろ
い
ろ
と

趣
向
を
凝
ら
し
て
頂
き
ま
し
た
。

還
暦
特
別
企
画
と
し
て
松
宮
清

隆
弁
護
士
に
よ
る
肩
の
凝
ら
な

い
「
法
律
よ
も
や
ま
話
」
の
講

演
や
釜
野
篤
実
氏
に
よ
る
楽
し

い
テ
ー
ブ
ル
マ
ジ
ッ
ク
な
ど
決

ま
っ
て
い
る
よ
う
で
す
。
 

　
開
催
日
は
平
成
18
年
11
月
18

日
（
土
）
午
後
6
時
よ
り
場
所

は
心
斎
橋
の
ホ
テ
ル
日
航
大
阪

で
会
費
は
1
万
円
で
す
。
今
日

ま
で
生
き
て
こ
ら
れ
た
こ
と
に

感
謝
し
な
が
ら
集
い
あ
い
ま
し

よ
う
。
 

　
清
朋
会 

　
　
　
　高
14
回
　
西
尾
美
智
恵
 

　
学
年
会
を
始
め
て
早
20
年
た

ち
ま
し
た
。
例
年
通
り
小
雨
振

る
中
天
王
寺
都
ホ
テ
ル
で
、
少

し
ふ
っ
く
ら
さ
れ
た
八
木
先
生
、

自
称
出
た
き
り
老
人
の
益
々
お

若
い
西
（
堀
内
）
先
生
、
も
う

一
度
地
学
を
教
わ
り
た
い
岡
竹

先
生
を
お
迎
え
し
て
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
お
元
気
な
先
生
方
に

お
会
い
し
て
、
少
し
足
腰
が
弱

り
か
け
た
私
達
、
頑
張
ろ
う
っ

て
気
に
な
り
ま
す
。
20
年
間
多

い
に
青
春
を
語
り
合
っ
て
き
ま

し
た
。
何
よ
り
嬉
し
い
事
は
毎

年
初
参
加
の
方
が
お
ら
れ
る
こ

と
で
す
。
今
年
は
Ｃ
組
の
永
井

清
之
さ
ん
、
川
崎
市
か
ら
来
て

く
だ
さ
い
ま
し
た
。
拉
致
問
題

解
決
に
心
血
を
注
い
で
お
ら
れ

ま
す
。
元
気
と
言
え
ば
ア
メ
リ

カ
の
国
際
大
会
で
気
持
ち
よ
く

泳
い
で
金
メ
ダ
ル
を
取
っ
て
き

た
人
が
い
ま
す
。
Ｆ
組
の
杉
浦

（
永
柳
）
利
子
さ
ん
、
ゆ
っ
く

り
お
話
が
聞
き
た
い
な
―
。
来

年
の
清
朋
会
に
き
て
く
だ
さ
い
。

待
っ
て
ま
す
。
Ｅ
組
の
山
本
（
樋

口
）
寿
実
子
さ
ん
「
神
経
言
語

プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
」
の
研
究
に

没
頭
さ
れ
て
い
ま
す
。
簡
単
に

言
え
ば
相
手
の
話
を
聞
き
相
手

の
心
を
引
き
出
す
技
を
身
に
つ

け
る
こ
と
と
か
。
そ
れ
な
ら
ば

清
朋
会
で
皆
と
話
す
の
が
一
番

で
す
よ
。
最
近
テ
レ
ビ
で
活
躍

さ
れ
て
い
る
Ｂ
組
の
山
本
健
治

さ
ん
、
私
達
の
憤
懣
や
る
か
た

な
い
怒
り
を
も
っ
と
も
っ
と
声

を
大
に
し
て
叫
ん
で
く
だ
さ
い
。

い
つ
ぞ
や
の
「
バ
カ
ヤ
ロ
ウ
○

○
」
よ
か
っ
た
で
す
。
素
晴
ら

し
い
プ
ロ
ポ
ー
シ
ョ
ン
で
魅
了

す
る
Ａ
組
大
村
（
田
中
）
マ
ス

子
さ
ん
の
ダ
ン
ス
、
ご
主
人
と

二
人
三
脚
で
世
界
に
通
用
す
る

作
品
を
手
が
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

益
々
の
ご
活
躍
を
祈
っ
て
い
ま

す
。
来
年
は
卒
業
45
周
年
の
記

念
の
年
で
す
。
世
話
人
一
同
多

数
の
ご
参
加
お
待
ち
し
て
い
ま

す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
 

　
　
　
高
１9
回
　
梶
　
美
知
子

　
　
　
　
　
　
（
旧
姓
　
松
井
）
 

　
高
校
を
卒
業
し
て
４０
年
の
歳

月
が
流
れ
た
。
い
つ
の
時
代
も

人
々
は
「
今
」
を
激
動
期
と
と

ら
え
る
こ
と
が
多
か
っ
た
と
思

う
が
、
私
も
や
は
り
同
じ
で
あ

る
。
 

　
長
年
勤
務
し
て
い
る
幼
児
教

育
の
現
場
で
は
、
こ
こ
３０
年
の

間
に
様
々
な
変
化
が
見
ら
れ
る
。

顕
著
に
感
じ
る
の
は
保
護
者
の

質
の
変
化
で
あ
る
。
 

昔
で
い
う
’肝
っ
玉
母
さ
ん
‘
や
 

’が
ば
い
ば
あ
ち
ゃ
ん
‘
は
絶
滅

状
態
で
、
代
わ
り
に
出
現
し
た

の
が
、
’ピ
ー
タ
ー
パ
ン
＆
ウ
ェ

ン
デ
ィ
ー
パ
パ
・
マ
マ
‘
’
叱
ら

な
い
ば
あ
ち
ゃ
ん
‘
（
怒
る
で

は
な
い
）
で
あ
る
。
 

　
ダ
ー
ウ
ィ
ン
の
進
化
論
で
は

個
体
は
、
そ
の
善
し
悪
し
は
別

に
し
て
、
環
境
に
適
応
し
て
進

化
す
る
と
教
わ
っ
た
。
’
叱
ら
な

い
ば
あ
ち
ゃ
ん
‘
が
’
ピ
ー
タ
ー

パ
ン
＆
ウ
ェ
ン
デ
ィ
ー
パ
パ
・

マ
マ
‘
を
育
て
、
そ
し
て
現
在
進

行
形
で
、
彼
ら
戦
後
３
世
代
目

が
子
育
て
を
し
て
い
る
状
況
で

あ
る
。
 

　
今
、
様
々
な
変
化
が
子
供
た

ち
に
見
ら
れ
る
。
体
力
の
劇
的

な
低
下
、
低
体
温
の
子
供
た
ち

の
増
加
、
種
々
の
食
物
ア
レ
ル

ギ
ー
の
子
供
た
ち
、
少
子
化
…
。
 

３
世
代
に
わ
た
っ
て
変
化
し
て

き
た
事
柄
は
全
て
、
一
つ
の
方

向
を
目
指
し
て
い
る
よ
う
に
思

う
。
進
化
の
ふ
り
を
し
た
個
体

の
絶
滅
で
あ
る
。
 

　
１０
年
ほ
ど
前
に
話
題
に
な
っ

た
ジ
ェ
ラ
シ
ッ
ク
・
パ
ー
ク
と

い
う
映
画
を
覚
え
て
お
ら
れ
る

だ
ろ
う
か
？
そ
の
中
で
作
者
の

マ
イ
ク
ル
・
ク
ラ
イ
ト
ン
は
巨

大
テ
ー
マ
パ
ー
ク
の
問
題
を
カ

オ
ス
理
論
と
し
て
世
に
紹
介
し

た
。
あ
の
話
題
作
は
恐
竜
の
テ

ー
マ
パ
ー
ク
を
描
い
た
も
の
で

は
な
く
、
恐
竜
が
絶
滅
し
た
過

程
を
凝
縮
し
て
知
ら
し
め
た
も

の
で
あ
る
と
解
釈
す
る
。
 

カ
オ
ス
理
論
よ
り
、
劇
的
な
変

化
は
あ
る
日
突
然
や
っ
て
く
る

の
で
あ
る
と
。
 

　
子
供
達
の
問
題
は
ど
れ
を
と

っ
て
も
対
応
が
急
が
れ
る
問
題

ば
か
り
で
あ
る
。
私
た
ち
が
知

っ
て
い
る
知
恵
を
今
度
こ
そ
間

違
わ
な
い
よ
う
に
次
世
代
に
伝

え
て
い
か
な
け
れ
ば
い
け
な
い
。
 

　
清
友
会
の
皆
様
へ
’課
題
‘
そ

れ
で
は
解
決
方
法
は
あ
る
の
か
？
 

こ
れ
を
読
ま
れ
た
ら
、
真
剣
に

考
え
て
下
さ
い
。
 

「
肝
っ
玉
母
さ
ん
　
　
　

C
o
m
e
 
B
a
c
k
!
」
 

「
が
ば
い
ば
あ
ち
ゃ
ん
　

C
o
m
e
 
B
a
c
k
!
」
 

 

―C
om
e B
ack

― 

を
巡
り
ま
し
た
。
 

　
眼
前
に
拡
が
る
雄
大
な
大
自

然
の
山
容
に
は
驚
嘆
の
連
続
で
、

カ
メ
ラ
の
シ
ャ
ッ
タ
ー
を
押
す

の
が
忙
し
い
こ
と
。
雪
上
車
で

氷
河
に
降
り
立
ち
暫
し
別
世
界

に
。
そ
し
て
ミ
ニ
ハ
イ
キ
ン
グ

も
即
席
の
サ
ン
ド
ウ
ィ
ッ
チ
で

楽
し
く
。
つ
い
に
は
１
時
間
の

乗
馬
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
に
も
挑
戦

し
て
ス
リ
ル
を
味
わ
い
ま
し
た
。
 

　
特
筆
す
べ
き
は
坂
東
君
ご
夫

妻
の
計
ら
い
で
何
と
ご
自
宅
で

の
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
パ
ー
テ
ィ
ー

に
招
い
て
い
た
だ
い
た
こ
と
で

す
。
 

　
超
美
味
な
カ
ニ
と
リ
ブ
ロ
ー

ス
の
焼
肉
を
は
じ
め
、
心
ず
く

し
の
手
料
理
に
一
同
感
激
、
大

満
足
の
一
夜
を
過
ご
さ
せ
て
頂

き
ま
し
た
。
 

　
坂
東
君
に
は
こ
の
度
、
心
こ

ま
や
か
に
お
世
話
を
し
て
頂
き
、

一
同
感
謝
に
湛
え
ま
せ
ん
。
本

当
に
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
 

　
ま
た
の
再
会
を
楽
し
み
に
カ

ナ
ダ
を
後
に
し
ま
し
た
が
、
ひ

と
り
一
人
の
胸
に
生
涯
忘
れ
え

ぬ
思
い
出
旅
行
と
な
り
ま
し
た
。
 

　
　
　
高
13
回
　
吉
永
　
洋
輔
 

　
初
め
て
の
試
み
で
、
清
友
会

の
平
成
18
年
度
年
次
総
会
に
高

13
回
生
全
員
へ
参
加
を
呼
び
か

け
よ
う
と
い
う
こ
と
に
な
り
、

卒
業
生
350
名
中
、
住
所
判
明
分

の
255
名
に
往
復
葉
書
で
案
内
状

を
送
り
ま
し
た
。
146
名
か
ら
返

信
が
あ
り
、
出
欠
の
回
答
と
近

況
を
寄
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
 

　
6
月
24
日
総
会
当
日
の
参
加

者
は
24
名
。
全
世
代
各
回
生
の

中
で
も
2
番
目
に
多
い
参
加
者

数
に
な
っ
た
と
い
う
こ
と
で
し

た
。
 

　
私
た
ち
の
回
生
は
昭
和
36
年

の
卒
業
で
、
63
歳
〜
64
歳
に
な

っ
て
い
ま
す
。
今
回
の
出
欠
回

答
に
記
さ
れ
た
皆
さ
ん
の
近
況

を
い
く
つ
か
ご
紹
介
し
ま
す
。

（
敬
称
略
）
 

　
「
声
楽
、
尺
八
、
僧
侶
の
3

足
の
わ
ら
じ
で
晩
年
を
楽
し
ん

で
い
ま
す
。
」
（
Ａ
組
・
湯
浅
）

「
平
成
7
年
以
来
フ
ル
マ
ラ
ソ

ン
13
回
、
100
㎞
ウ
ル
ト
ラ
マ
ラ

ソ
ン
2
回
完
走
。
」
（
Ｂ
組
・

山
本
（
旧
姓
高
田
）
）
「
年
々

体
力
気
力
減
退
。
仏
教
の
勉
強

を
少
し
ず
つ
し
魂
の
浄
化
に
努

め
て
い
ま
す
。
」
（
Ｃ
組
・
北

川
（
日
姓
宮
崎
）
）
「
新
会
社

法
施
行
は
企
業
経
営
に
大
き
な

影
響
を
及
ぽ
す
大
改
正
で
税
理

士
に
と
っ
て
多
忙
な
毎
日
で

す
。
」
（
Ｄ
組
・
石
原
（
旧
姓

三
上
）
）
「
笠
置
に
魅
せ
ら
れ

て
日
々
を
楽
し
み
油
絵
を
描
い

て
い
ま
す
（
年
1
回
個
展
開

催
）
。
」
（
Ｅ
組
・
蔀
）
「
国

家
公
務
員
定
年
退
職
後
、
児
童

相
談
所
、
小
学
校
と
、
働
け
る

う
ち
は
働
こ
う
と
が
ん
ば
っ
て

い
ま
す
。
」
（
Ｆ
組
・
古
本
）

「
今
年
Ｎ
Ｐ
Ｏ
雅
楽
を
立
ち
上

げ
、
雅
楽
を
国
内
外
へ
広
め
る

活
動
を
始
め
ま
し
た
。
9
月
に

は
米
コ
ロ
ン
ビ
ア
大
学
で
初
め

て
の
海
外
公
演
を
し
ま
す
。
」

（
Ｇ
組
・
下
元
（
旧
姓
脇
濱
）
）
 

　
こ
の
ほ
か
、
孫
の
世
話
や
親

の
介
護
に
忙
し
く
し
て
い
る
と

い
う
方
が
幾
人
も
お
ら
れ
ま
し

た
。
 

　
多
く
の
方
々
か
ら
興
味
深
い

近
況
を
寄
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
が
、
紙
数
の
制
約
が
あ
り
ピ

ッ
ク
ア
ッ
プ
し
て
紹
介
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。
ご
了
承
く

だ
さ
い
。
 

 

　
　
　
　
高
12
回
　
實
生
　
輝
 

 

今秋、同窓会を開催予定 
皆様のご参加をお待ちしています 
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集
う
…
楽
し
む
…
同
窓
生 

集
う
…
楽
し
む
…
同
窓
生 

俳
句
講
座（
清
友
こ
で
ま
り
会
） 

 

清
友
ゴ
ル
フ
会
 

世
話
人
 

　
澤
田
　
淑
江
（
5
回
生
）
　
松
宮
　
清
隆
（
16
回
生
）
 

　
橋
本
　
高
明
（
22
回
生
）
　日
根
野
文
三
（
22
回
生
）
 

 

　
清
友
ゴ
ル
フ
会
の
第
36
回
ゴ
ル

フ
・
コ
ン
ペ
の
結
果
を
ご
報
告
し

ま
す
と
と
も
に
、
次
回
以
降
の
ゴ

ル
フ
・
コ
ン
ペ
の
予
定
を
ご
案
内

し
ま
す
。
 

一
、
第
36
回
ゴ
ル
フ
・
コ
ン
ペ
の

　
　
結
果
の
ご
報
告
 

　
さ
る
4
月
12
日
、
松
宮
世
話
人

の
紹
介
で
、
関
西
カ
ン
ト
リ
ー
ク

ラ
ブ
に
お
い
て
、
清
友
ゴ
ル
フ
・

コ
ン
ペ
を
実
施
し
ま
し
た
。
 

　
　
参
加
者
は
25
名
。
 

　
前
2
日
降
り
続
い
て
い
た
雨
は
、

午
前
9
時
過
ぎ
の
ス
タ
ー
ト
時
点

で
は
、
止
み
、
午
後
は
一
部
青
空

が
覗
く
ほ
ど
ま
で
、
天
候
は
回
復

し
ま
し
た
。
し
か
し
、
足
場
は
悪

く
、
ル
ー
ル
を
変
更
し
て
、
ス
ル

ー
ザ
グ
リ
ー
ン
は
6
イ
ン
チ
プ
レ

イ
ス
、
パ
ッ
ト
は
オ
ー
ケ
ー
な
し

で
、
コ
ン
ペ
を
実
施
し
ま
し
た
。
 

個
人
戦
の
結
果
 

　
優
勝
は
、
黒
田
皓
（
15
回
生
）

さ
ん
で
、
O
U
T
45
・
I
N
49
の

グ
ロ
ス
94
、ハ
ン
デ
ィ
22
、
ネ
ッ

ト
72
の
パ
ー
プ
レ
ー
で
し
た
。
見

事
、
初
優
勝
を
飾
り
、
原
二
郎
理

事
長
寄
贈
の
清
友
会
理
事
長
杯
を

獲
得
し
ま
し
た
。
 

　
2
位
は
奥
田
秀
夫
（
8
回
生
）

さ
ん
で
し
た
。
O
U
T
47
・
I
N

52
の
グ
ロ
ス
99
の
ス
コ
ア
で
、

ネ
ッ
ト
75
で
、
3
オ
ー
バ
ー
と
い

う
成
績
で
し
た
。
 

　
3
位
は
武
上
昌
子
（
8
回
生
）

さ
ん
で
、
O
U
T
50
・
I
N
46

の
グ
ロ
ス
96
で
、
ネ
ッ
ト
76
の
1

打
差
で
し
た
。
武
上
上
さ
ん
は
ニ

ア
ピ
ン
2
個
と
女
子
ド
ラ
コ
ン
も

獲
得
し
て
い
ま
す
。
 

　
B
B
は
竹
上
敏
子
（
10
回
生
）

さ
ん
で
し
た
。
 

　
当
日
賞
（
12
位
）
は
三
原
茂
子
 

（
8
回
生
）
さ
ん
で
し
た
。
 

　
ベ
ス
グ
ロ
賞
は
川
辺
勝
（
7
回

生
）
さ
ん
で
、
O
U
T
45
・
I
N

44
の
グ
ロ
ス
89
の
立
派
な
成
績
で

し
た
。
川
辺
さ
ん
は
ニ
ア
ピ
ン
2

個
と
男
子
ド
ラ
コ
ン
も
獲
得
し
て

い
ま
す
。
 

　
同
じ
グ
ロ
ス
89
で
、
清
水
宏
 

（
15
回
生
）
さ
ん
も
い
ま
し
た
が
、

年
齢
差
で
譲
り
ま
し
た
。
そ
の
代

わ
り
、
成
立
し
な
か
っ
た
ニ
ア
ピ

ン
賞
を
差
し
上
げ
ま
し
た
。
 

団
体
戦
の
結
果
 

　
第
5
回
目
に
な
る
団
体
戦
（
回

生
対
抗
戦
）
に
は
、
5
回
生
・
7

回
生
・
8
回
生
・
15
回
生
の
4
チ

ー
ム
が
参
加
し
ま
し
た
。
そ
の
結

果
、
8
回
生
の
合
計
ネ
ッ
ト
が
230

で
あ
り
、
2
位
の
15
回
生
の
合
計

ネ
ッ
ト
233
を
わ
ず
か
に
上
回
り
、

2
回
目
の
優
勝
を
飾
り
ま
し
た
。
 

　
団
体
戦
の
ル
ー
ル
が
上
位
3
名

の
ス
ク
ラ
ッ
チ
で
は
な
く
、
ハ
ン

デ
ィ
戦
に
な
っ
た
初
代
チ
ャ
ン
ピ

オ
ン
に
輝
き
ま
し
た
。
獲
得
賞
金

は
9
0
0
0
円
で
あ
り
ま
す
。
2

位
は
15
回
生
で
、
獲
得
賞
金
は

3
0
0
0
円
で
あ
り
ま
す
。
 

　
い
つ
も
参
加
し
て
い
た
だ
い
て

い
た
9
回
生
の
皆
さ
ん
が
ご
欠
席

で
あ
っ
た
の
が
残
念
で
す
。
 

　
次
回
の
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て

い
ま
す
。
 

二
、
次
回
の
予
定
　
 

　
次
回
の
ゴ
ル
フ
・
コ
ン
ペ
は
次

の
と
お
り
の
予
定
で
あ
り
ま
す
。
 

　
第
37
回
ゴ
ル
フ
・
コ
ン
ペ
　
　

　
平
成
18
年
10
月
18
日
（
水
）
 

　
花
屋
敷
ゴ
ル
フ
倶
楽
部
ひ
ろ
の

コ
ー
ス
 

◎
平
成
17
年
8
月
〜
平
成
18
年
5
月
入
選
句
よ
り
 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
大
橋
敦
子
選
 

鳴
き
尻
を
し
ぶ
り
し
ぶ
り
て
秋
の
蝉
　
　
　
大
橋
麻
沙
子 

懸
想
文
売
顔
つ
つ
む
理
由
を
言
ふ
　
　
　
　
井
田
　
幸
子 

秋
草
の
足
に
ふ
れ
ゆ
く
リ
フ
ト
か
な
　
　
　
遠
藤
　
方
子 

子
午
線
の
線
上
に
あ
り
首
夏
の
町
　
　
　
　
片
岡
　
良
子 

わ
が
詩
嚢
い
さ
さ
か
肥
ゆ
か
雪
の
旅
　
　
　
金
森
　
信
子 

花
茣
蓙
に
寝
ま
り
幼
な
の
日
に
戻
る
　
　
　
京
極
　
千
代 

沼
島
に
来
一
本
釣
の
鱧
づ
く
し
　
　
　
　
　
栗
谷
　
嘉
野 

高
津
社
の
古
格
に
梅
の
薫
り
濃
し
　
　
　
　
本
多
　
正
子 

黄
砂
降
る
日
輪
白
く
天
に
あ
り
　
　
　
　
　
間
宮
　
和
子 

地
下
都
市
の
深
き
迷
路
や
春
寒
し
　
　
　
　
宮
崎
　
　
良 

茅
葺
の
大
家
ず
し
り
と
青
田
中
　
　
　
　
　
芳
井
　
貞
子 

寒
の
闇
煤
と
る
灯
し
静
も
れ
る
　
　
　
　
　
吉
本
　
早
苗 

 

源
氏
絵
巻
繰
り
ゐ
て
春
を
待
つ
こ
こ
ろ
　
　
大
橋
　
敦
子 

入会随時　　場所：済美館　 

俳
　
句 

　
　
第
二
火
曜
日
　
午
後
二
時
〜
四
時 

　
　
指
　
導
　
大
橋
敦
子
姉
（
本
39
回
）
俳
誌
『
雨
月
』
主
宰 

　
　
会
　
費
　
一
ヶ
月
　
二
千
円 

 

編
　
物 

　
　
第
一
、
第
三
月
曜
日
　
正
午
十
二
時
〜
四
時 

　
　
指
　
導
　
辻
志
津
子
姉
（
高
3
回
） 

　
　
会
　
費
　
一
ヶ
月
　
四
千
円 

　
　
　
　
　
　
六
号
又
は
八
号
棒
針
及
鍵
針
持
参
の
こ
と 

 

英
語
教
室 

　
　
第
二
、
第
四
金
曜
日
　
午
後
一
時
半
〜
三
時
半 

　
　
指
　
導
　
岡
田
道
子
先
生
　
津
田
塾
大
卒
　 

　
　
　
　
　
　
カ
ナ
ダ
／
ト
ロ
ン
ト
大
学
大
学
院
修
士
修
了 

　
　
会
　
費
　
一
ヶ
月
　
五
千
円 

　
　
テ
キ
ス
ト
　
（1）B

est D
etective Stories 

　
　
　
　
　
　
　
（2）N

ew
 All Talk 2 

 

紅
型
染 

　
　
第
二
、
第
四
火
曜
日
　
午
前
十
時
〜
四
時 

　
　
指
　
導
　
森
田
良
子
姉
（
本
44
回
） 

　
　
会
　
費
　
一
ヶ
月
　
三
千
円
と
材
料
費 

 

コ
ー
ラ
ス 

　
　
第
一
、
第
三
土
曜
日
　
午
後
二
時
〜
四
時 

　
　
指
　
導
　
湯
浅
富
士
郎
兄
（
高
13
回
） 

　
　
会
　
費
　
一
回
　
千
円 
 

毛
筆
画
　
　
　
　
　
新
規
開
設 

　
　
第
二
、
第
四
金
曜
日
　
午
後
一
時
半
〜
四
時 

　
　
指
　
導
　
樋
上
千
哲
兄
（
高
7
回
） 

　
　
　
染
色
造
形
家
・
京
都
工
芸
美
術
作
家
協
会
理
事 

　
　
会
　
費
　
一
ヶ
月
　
六
千
円
　 

　 
 

文化講座ご案内  

観
劇
会
 

本
４3
回
　
岡
本
　
和
子
 

 

　
平
成
17
年
度
の
第
1
回
は
、

17
年
9
月
21
日
「
夢
の
仲
蔵
千
本

桜
」
松
本
幸
四
郎
、
市
川
染
五
郎

出
演
、
第
2
回
は
18
年
2
月
15
日

「
信
長
」
市
川
海
老
蔵
主
演
。
ど

ち
ら
も
松
竹
座
に
於
い
て
本
科
31

回
か
ら
高
33
回
の
方
ま
で
、
62
名

の
御
参
加
を
頂
き
、
開
催
い
た
し

ま
し
た
。
 

　
昭
和
58
年
か
ら
正
式
に
清
友
会

の
行
事
と
し
て
、
つ
づ
い
て
い
る

こ
の
会
が
、
同
窓
の
輪
が
広
が
る

場
の
一
つ
と
な
れ
ば
と
願
っ
て
お

り
ま
す
。
 

　
佐
野
理
事
（
高
23
）
と
共
に
皆

様
の
御
意
見
を
と
り
入
れ
て
新
し

い
も
の
に
も
目
を
む
け
て
い
き
た

い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
御
意
見
、

御
希
望
が
あ
れ
ば
、
清
友
会
事
務

局
迄
お
し
ら
せ
下
さ
い
ま
せ
。
 

平
成
18
年
度
観
劇
会
 

・
平
成
18
年
10
月
18
日
 

・
大
阪
松
竹
座
 

・
午
前
11
時
開
演
 

・
染
模
様
恩
愛
御
書
 

　
　
市
川
染
五
郎
 

　
　
片
岡
愛
之
助
 

・
料
金
　
1
1
、
5
5
0
円
 

 　
第
2
回
目
は
未
定
で
す
が
大
体

19
年
2
、
3
月
に
実
施
の
予
定
で

す
。
日
は
第
3
水
曜
日
に
決
ま
っ

て
お
り
ま
す
。
登
録
御
希
望
の
方

は
事
務
局
迄
お
し
ら
せ
頂
け
れ
ば
、

次
回
よ
り
そ
の
都
度
案
内
状
を
出

さ
せ
て
頂
き
ま
す
。
 

清
友
ゴ
ル
フ
・
コ
ン
ペ
の
ご
案
内
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事
務
局
だ
よ
り 

 

　
本
号
は
原
稿
締
切
を
6
月
30
日
と
し
ま
し
た
。

ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
 

　
長
雨
、
酷
暑
の
中
で
の
編
集
で
し
た
が
、
フ

ェ
ス
タ
清
友
の
ご
案
内
も
昨
年
よ
り
早
く
皆
様

に
お
届
け
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
 

　
会
報
へ
の
ご
意
見
・
ご
感
想
を
お
寄
せ
下
さ
い
。
 

¡
編
集
後
記
¡

◎
全
会
員
の
名
簿
は
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
保
護
の

た
め
、
平
成
４
年
版
以
降
発
行
し
て
お
り
ま

せ
ん
。
各
回
生
で
名
簿
が
必
要
な
場
合
は
原

簿
「
コ
ピ
ー
」
ま
た
は
「
宛
名
シ
ー
ル
」
を

頒
布
い
た
し
ま
す
。
そ
の
際
、
個
人
情
報
保

護
法
に
則
り
使
用
目
的
に
関
す
る
誓
約
書
の

提
出
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

　
住
所
・
氏
名
の
変
更
や
ご
逝
去
等
が
あ
り

ま
し
た
ら
、
葉
書
又
は
F
A
X
に
て
清
友
会

ま
た
は
回
生
代
表
ま
で
ご
連
絡
下
さ
い
。
　 

◎
送
金
、
振
込
み
の
ご
案
内
　
　
　
　
　
　

　
ご
送
金
は
郵
便
振
替
の
み
と
さ
せ
て
頂
い

　
て
い
ま
す
。
（
会
費
の
納
入
は
同
封
の
振

　
込
用
紙
で
お
願
い
し
ま
す
）
　
　
　
　
　

　
　
郵
便
振
替
口
座
（
会
費
納
入
専
用
）
　

　
0
0
9
1
0
―
6
―
1
0
1
4
8
9
　 

　
　
　
　
「
同
窓
　
清
友
会
」
　
　
　
　
　

◎
回
生
代
表
の
変
更
が
あ
れ
ば
、 

　
毎
年
六
月
末
ま
で
に
事
務
局
ま
で
ご
連
絡

　
下
さ
い
。 

◎
同
窓
会
館
「
済
美
館
」
の
使
用
及
び
母
校

　
校
舎
見
学
に
つ
い
て 

　
事
務
局
ま
で
ご
相
談
下
さ
い
。 

◎
事
務
局
へ
の
連
絡
、
お
問
い
合
わ
せ 

　
毎
週
火
・
金
曜
日
　
１０
時
か
ら
１６
時
ま
で

　
済
美
館
一
階
　
厚
見
姉
ま
で
。 

　
電
話
・
F
A
X
０
６
・
６
７
６
８
・
４
１
５
９

　
住
所
　
大
阪
市
天
王
寺
区
清
水
谷
町
２
〜
４
４

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
〒
５
４
３
―
０
０
１
１
）

　
　
　
　
　
清
水
谷
高
校
内
「
清
友
会
」
　 

 

個
人
情
報
保
護
に
つ
い
て 

 

プ
ラ
イ
バ
シ
ー
ポ
リ
シ
ー（
個
人
情
報
保
護
方
針
） 

　
社
団
法
人
清
友
会
お
よ
び
同
窓
清
友
会
は
、

高
度
情
報
通
信
社
会
に
お
け
る
個
人
情
報
保
護

の
重
要
性
を
認
識
し
、
個
人
情
報
の
保
護
に
努

め
ま
す
。 

 

社団法人清友会 平成18年度 役員・評議員・回生代表の紹介 

同窓 清友会 平成18年度 役員の紹介 

 　
　
　
理
事
長
 

 高
４
　
原
　
　
　
二
　
郎
 

 　
　
　
副
理
事
長
　
 

 本
４３
　
岡
　
本
　
和
　
子
 

高
６
　
安
　
江
　
貞
　
夫
 

高
７
　
京
　
谷
 
富
次
郎
 

高
２２ 

日
根
野
 
文
　
三
 

 　
　
　
理
　
 
事
　
　
 

 本
４６
　
澤
　
井
　
綾
　
子
 

 

高
３
　
白
　
井
　
淳
　
二
 

高
５
　
阪
　
田
　
　
 
弘
 

高
１１ 
　
藤
　
田
　
哲
　
男
 

高
１３ 

大
　
宮
　
葉
　
子
 

高
２２ 

伊
　
藤
 
恵
美
子
 

高
２３ 

向
　
井
　
容
　
子
 

高
２３ 

佐
　
野
 
美
砂
子
 

高
２４ 

林
　
　
　
誠
　
一
 

高
２９ 

鈴
　
木
　
康
　
友
 

 　
　
　
監
　
 
事
 

 本
４５ 

綛
　
谷
　
英
　
子
 

高
１６ 

松
　
宮
　
清
　
隆
 

 　
　
相
談
役

 

 本
３７ 

尾
　
崎
　
公
　
子
 

 　
　
評
議
員
　
 

 本
３２

蔦
　
田
　
璋
　
子
 

本
３４

泉
　
　
　
栄
　
子
 

本
３８

三
　
枝
　
妙
　
子
 

本
４２

木
　
村
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ＨＰアドレス 

 http://www.12.ocn.ne. jp/ ̃  
       seiyukai/

seiyukai@carrot.ocn.ne. jp
清友会事業の告知を中心に、学
年会の周知などを検索することが
できますので、ご活用とともにご意
見もお寄せ下さい。 

メールアドレス 

（
Ｆ
）
 



昨年の「第1回フェスタ清友」には 
125人が参加 

10月2日（日）はお天気に恵まれたこともあって125人が参加されました。比較的中高年の方が多かったですが、 
総会では見られない新しい顔ぶれも目立ち、まずは幸先の良いスタートを切ることができました。 

現役高校生は試験前だったため交流会は実現しませんでしたが、 
各クラブの顧問先生やOB・OG会の方々との活発な情報交換・意見交換が行われ、お互いに大いなる刺激を受けました。 

続いてソフトバレーボールとテニスで秋のひとときを学生時代に帰って楽しんでいただきました。 
旧知の先輩・後輩ともども本当に楽しい一日でした。 

 

平成18年10月1日 （20） 府立清水谷高女・高校同窓会会報 

¡午前中（10時～12時）は、母校の体育館・テニスコートを一斉開放していただ
　きますのでご自由に秋の小半日をお楽しみください。 
　また、済美館も開けておりますのでおしゃべりや趣味の集いなどにご利用ください。 

バレーボール部OB・OG会　10時～12時　体育館 
陸　　上　　部OB・OG会　11時～12時　済美館 

¡当日は軽装でお越し願います。 
¡車でのご来校はご遠慮ください。 
¡西門しか開いておりませんのでお含みおきください。 
クラブに所属していなかった方およびそのご家族、もちろん本科の先輩方もお祭り
気分でご来校ください。 
 

「第2回フェスタ清友」 
への誘い！ 

「第2回フェスタ清友」 
への誘い！ 

母校に集まりクラブOB・OGの絆を確かめ合いましよう！ 
歌を聴きみんなで唄いましよう！ 

気功と太極拳で心地良い汗を流しましよう！ 
夕方の楽しい懇親会で旧交を温めましょう！ 

10月1日の日曜日 

本年10月1日（日）午後1時～3時半頃　 
清水谷高校・体育館にて 

　雨天決行（ただし、当日午前9時現在暴風雨警報が出ておれば中止） 
¡各クラブOB・OGが久しぶりに集う情報交換会を行います。 
¡清友会コーラス部のあと、みんなで懐かしい歌を大合唱します。 
¡アンサンブル部OB・OG会の演奏に耳を傾けます。 
¡気功と健康太極拳で心身のリフレッシュを行います。 

「第2回フェスタ清友」 
への誘い！ 

母校に集まりクラブOB・OGの絆を確かめ合いましよう！ 
歌を聴きみんなで唄いましよう！ 

気功と太極拳で心地良い汗を流しましよう！ 
夕方の楽しい懇親会で旧交を温めましょう！ 

10月1日の日曜日 

同日　午後4時～6時、「かごの屋」（母校北側）にて。 
懇親会を行います。（会費　3,000円） 

 


